

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クリスマスに雪は降らない。

　ドラマや、ラブコメ漫画じゃあるまいし、関東地方ではホワイトクリスマスなんてまずありえない。

　便利な首都圏に住むこととのトレードオフとしては、特に問題にもならないだろう。

　雪が降らない、白くもない、クリスマスの夜に──僕は一人で街を歩いてる。

「寒さむっ……」

　雪は降らないくせに、気温はずいぶん低い。

　分厚いコートを通して冷気がしみこんでくるみたいだ。

　このコート、中等部のときに詩し夜やちゃんに見み繕つくろってもらったんだっけ。

　ちょっと重そうなので僕が嫌がると「あんた寒がりなんだから、分厚いの買っときなさい」なんて言われたな。

　歩きながら、ナナメに掛けたボディバッグの位置を直す。

　もう流行遅れのバッグだけど、珍しく美み春はるがプレゼントしてくれたもので大事にしてる。

　何年か前の今くらいの時期に、「間違えてポチったからあげる」ってくれたんだったな。

　どう見てもメンズのバッグなのに、なんで間違えたんだか。

「…………」

　ふと、道沿いのショーウィンドウに映った自分の姿に目を留とめる。

　詩し夜やちゃんセレクトのコートに、美み春はるが間違えてポチったボディバッグ。

　それに──

　グレーのニット帽、もこもこした焦げ茶の手袋、それにチェックのマフラー。

　ずいぶんと思うところのあるコーディネートだ。

　なんだか、某国民的ＲＰＧで呪いの装備で全身を固めてるような気分になってきた。

　いや、呪いなんて言ったら悪いか……。

　現在時刻は午後九時過ぎ。

　雪がなくても、クリスマスで浮かれてる街を歩いていく。

　赤いフィアットも、夜の街を通り抜けていく。

　道路はずいぶんと混んでるので、かなりのノロノロ運転だ。

　僕が知ってるフィアットは、漫画みたいにボディがたわむくらいの猛スピードで走ってるイメージしかないから、だいぶ違和感が──

　ん？　赤いフィアット……？

　ちょうど、計ったようなタイミングで信号が赤になり、僕の前でフィアットが止まった。

　そして、当たり前みたいにフィアットのドアが開いた。

「急いで、彩さい木ぎくん。ここの信号、短いのよ」

「…………」

　フィアットの車内を覗のぞくと、スーツ姿の真ま香か先生が助手席に身を乗り出してドアを開けていた。

「ほら、彩木くん！　早く！」

「は、はい」

　僕は慌てて助手席に滑り込み、真香先生は座り直してシートベルトを締めた。

　ギリギリ、信号が青に変わる前に僕もシートベルトを締められた。

「危なかったわね。さ、出すわよ」

　真香先生はシフトレバーを手際よく操作して、アクセルを踏んだ。

　ゆっくりと、フィアットが走り出す。

「……もう今さらですけど、よく僕の居場所がわかりましたね」

「君はいつもみんなに居場所を知られてるものね。でも、今日は──偶然よ」

「偶然？」

「そう、偶然。信じる？」

「どっちでもいいって言ったら怒りますか？」

「せっかくのクリスマスなのに、小さなことで不機嫌になるのはもったいないわ」

　真ま香か先生は珍しく慎重にフィアットを進め、小刻みにハンドルを動かしてる。

　まあ、道路が混んでるからいつもみたいに飛ばしたくても無理だけど。

「ところで、今日はずいぶんオシャレしてるわね、彩さい木ぎくん」

「……そうですか？　コートとカバンは古いですよ」

「似合っていれば、古い新しいは関係ないわよ。あまり彩木くんのセンスじゃない感じはするけどね」

「わかるんですね、先生」

「君の私服も何度か見てるからね。無難な──落ち着いたデザインの服ばかり着てるでしょう。今日のはちょっと冒険してる感じだわ」

「そうですかね……」

　まあ、確かに僕のセンスとはちょっと違う。

　でも似合ってる。つまり、僕のセンスのほうが間違ってるわけだ。

「……っ、くしゅっ。失礼しました」

「あ、ごめんなさい。寒いかしら？　この車、エアコンの効きが悪いのよね」

「い、いえ。外よりはずっとマシですから」

「もう……どれだけ外を歩いてたの？　今夜は雪が降ってもおかしくないくらい、冷え込んでるのよ」

「……すみません」

　でも本当に、外に比べればフィアットの車内は天国だ。

　ごめんね、フィアット。長いこと悪夢とか呼んでて。君のおかげで僕は救われたよ。

「それじゃ、長時間のドライブは無理ね。どこに行こうかしら」

「そうですね……どこかに行きたい」

「……重症ね、彩木くん」

　真香先生は困ったように言って、ぐいっとハンドルを切った。

　どこへ向かってるんだろう。

　どこでもいい──いや、どこでもよくはない。

「真香先生……先生と二人きりになれるところに行きたいです」

「わかったわ」

　なにも訊きかずに頷うなずく真香先生。

　やっぱり、この人は大人おとなだな。

　僕は──大人になれないまま、クリスマスの夜をさまようだけだったのに。
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「さーあ、彩さいくん！　もうすぐクリスマスだよ！」

「……もうすぐってほどでもないでしょ。まだ十二月になったばかりだよ」

　休み時間──僕は読んでいたノートから目を上げる。

　とたんに、どどーんと大きな胸が目に入ってきたけど心を無にする。

　僕の机の前に立っているのは、天あま無なし縫ぬい。

　クラスメイトにして、グラビアアイドル。

　相変わらずブレザー無しでスクールベストのみの服装は、ちょっと寒そうだ。

「ていうか、もうすぐなのは期末テストだよ。縫、最近欠席が多いけど、大丈夫なの？」

「うっ……ひ、暇を見つけて勉強してるよ」

　ふーん……探さないといけないほど暇がないのか。

　たまに忘れそうになるけど、縫はグラビアアイドルだもんね。

　しかももう、すっかり売れっ子。

　普通に高校生がやるようなアルバイトよりも、はるかに負担は大きいか。

「中間はちょっと落ちたっていっても一年の頃より持ち直してるんだから。忙しいのはわかるけど、もう少し頑張ろう」

「うっ、うっ……さ、彩くん、先生みたいになってるよ。あたしも、くーたんみたいにせんせーって呼んだほうがいい？」

「それは、くーに断りを入れてみて。僕が訊きくのは、なんか怖いし」

「うっ、うっ、うっ……くーたん、幼女なのにたまに怖いよね……」

　あのおとなしくて慎つつましかった幼女も成長してるんだろう。

「でも、そんな話はともかく。縫も真面目まじめに勉強したほうがいいよ。次の期末と、三学期の学年末テスト、二回の試験が上う手まくいけば、僕や天てん華かさんと一緒に三年生になれる可能性だってあるんだからね？」

「まだ可能性の問題なの!?」

　さっきから、縫が大げさなリアクションで怯ひるむたびに胸が揺れてる。

　また大きくなったんじゃないの……？

　すぐに合わなくなるから高いブレザーを買わないのも仕方ないか……。

「……彩くん？　どうかしたん？」

「い、いや。それより、真面目にクリスマスより試験のことを考えたほうがいいよ。今回は勉強見られてないけど、前に渡した詩し夜やちゃん特製ノートは使ってる？」

「あー、あれ凄すごくわかりやすいんだけど……漢字に全部ふりがな振ってるのが凄く気になったんだよね。あたしも〝二次方程式〟くらい読めるよ……」

「し、詩し夜やちゃんは念入りに気を遣ってくれたんだよ、きっと」

　詩夜ちゃんとは文化祭でいろいろあったけれど、僕の家庭教師は続けてくれている。

　縫ぬいのことも気にしていて、無料で特製ノートをつくってくれるほどのやる気だ。

　そのやる気も若干空回りしてるっぽいけど……。

「前から言ってるとおり、あたしはお馬鹿キャラでのし上がる気はないんだよ！　努力もなく成長したこのおっぱいだけを武器にするんだよ！」

「あのね、僕も麻ま痺ひしてきたけど教室でそんな単語を口走らないように」

　縫は僕のツッコミなどスルーで、今度はしゃがんでその豊満な胸を机の上に乗せてきた。

「……それで？　クリスマスにどうしようっていうの？」

「おっ、やっと話が戻ってくれたね。そうこなくっちゃ」

　話を戻さないと、この会話が終わってくれそうにないからね。

「というか、縫は最近忙しいんでしょ？　クリスマスものんびりできないんじゃない？」

「お仕事は入ってないよ。あたしは、クリスマスに監視部隊に見張られるようなアイドルでもないしね」

　クリスマスに監視されるアイドルがいるのか。

　恐ろしい世の中になったもんだなあ……。

「あ、そうだ。じゃあ、こうしよう。あたしは、目の前にエサがないと走らないからね。ソッコーでタクシー乗っちゃうからね」

「高校生らしくないマネを。というか、また話変わってない？」

「話はクリスマスのままだよ。今度の期末でさ、あたしが順位上げたら、ご褒美をちょうだい」

「ご褒美……？」

「うん、あたしと──デートしようぜ！」







「クリスマスデートしよう、彩さい木ぎ慎まこと」

「…………」

　昼休み、呼び出しをくらって屋上に行ってみたら（不法侵入）。

　冷たい風が吹く屋上で、黒髪の美しい上級生は開口一番そんなことを言った。

「そういえばカレン会長……じゃなくて、先輩。聞きましたよ、この前の全国模試で三位だったらしいですね。おめでとうございます」

「……この学校に個人情報という概念はないのか？」

「校内の噂うわさじゃないですよ。美み春はるから聞いたんです」

「彩さい木ぎ妹に教えた覚えもないんだが……ＳＩＤシドを抜けても油断ならない後輩だな」

　ごめんなさい、先輩。ウチの妹は情報のプロなんです。

「カレン先輩のところは、クリスマスは忙しいのでは？　聖歌とか歌うんでしょ？　ギャングの愛人が指揮者になったりするんでしょ？」

「映画の話がまざってるぞ！　おまえ、本当に古い映画もよく観みてるな！」

　シスターさんたちがドタバタを繰り広げる傑作コメディーだよ！

　今観ても面白いよ！

「母が映画好きなんで、円盤もいっぱい家に転がってるんですよ。まあ、そんなことより、修道院はクリスマスにお祈りとかするんですよね？」

「暇ではないが、私はまだ正式なシスターではない。ウチの院長は女子高生がクリスマスに遊びに行かないなど正気じゃないとまで言ってる」

「本当に、カレン先輩のトコの院長先生はさばけてますよね……」

　真ま香かパパと並んで、一度会ってみたい大人おとなのツートップだよ。

「それで、どうなんだ！　私とデートするのかしないのか！」

「そ、そんな逆ギレされても。それに……」

「ああ、天あま無なし縫ぬいからも同じ申し出があったんだろう」

「知ってるんですか!?」

「もちろん、ＳＩＤのＬＩＮＥグループで連絡があった。大丈夫だ、時間をズラすからダブルブッキングにはならない」

「ダブルブッキングにならない計画性が、むしろ余計にタチ悪いような」

　クリスマスに女子二人とデートとか、けっこうなご身分すぎるよ！

　しかも一人は人気急上昇中のグラドル、もう一人は清せい楚そなシスター見習いの先輩とか！

「そのあたりも大丈夫だ、今さら細かいことを気にするような関係でもないだろう」

「それがおかしいんですけどね……でも、デートなんて……」

「考えてみれば、彩木慎まこととまともにデートをしたことはないだろう。中学時代に何度か会ってたのをカウントするかどうかだがな」

「そんな時代もありましたね……」

　他校の中学生で金髪ギャルだった頃の名も知らないお姉ねえさん──

　ちょっと前に思い出したばかりなのに、また忘れてたな。

　僕の類たぐい稀まれなる忘却力、未いまだに健在。

「というか、天無縫とのデートはＯＫしておいて、私とのデートは断るのか!?」

「ぬ、縫とのデートもＯＫはしてませんよ！　縫が強引に押し切ってきただけで！」

「もう天無縫はすっかりその気だぞ。今さら、〝やっぱ無し〟はいくらなんでも可哀かわい想そうだろう」

「うっ……」

　縫ぬいはまっすぐな性格で感情表現も豊かなだけに、落ち込まれると僕にもダメージが大きそうだ……。

　テストで順位を上げたらという条件付きだけど、それくらいは達成しそうだし。

「どうせ天あま無なし縫とクリスマスデートするなら、一人も二人も同じだろう？」

「それ、人間のクズじゃないですかね!?」

「もうすっかり異常な環境にも慣れたと思っていたが、妙なところで常識にこだわるな、彩さい木ぎ慎まことは。むしろ、彩木美み春はると詩し夜や先輩がＳＩＤシドを抜けて、だいぶ平穏な環境に近づいたんだから、人間のクズから遠ざかったぞ」

「喜んでいいんですかね……」

　詩夜ちゃんは、カレン先輩に申し出てＳＩＤから正式に脱退したらしい。

　別にＳＩＤは公認された組織でもなんでもないので、正式も略式もないけど。

「心配するな、見習いといえども私はシスター。クズだろうが決して差別しない。いや、クズを救うことこそがシスターの本来の使命とすら言える」

「ほぼ確でクズなんですかね、僕」

　あまり否定できないのが悲しいところだ。

　おかしいなあ、何度も何度も言うけど、僕はちょっと教師に反抗的なだけの平凡な高校生だったのに。

「じゃあ……クリスマスデート、例のシスター服で来てもらえます？」

「おまえ、本当にクズになってるぞ！」

「あ、やっぱりダメですか？」

「おまえな……清せい廉れんと貞てい淑しゆくを旨むねとするシスターになにを要求してるんだ……」

　カレン先輩は聖せい華か台だいの制服もお似合いだけど、あの胸がやたらと強調されるシスター服も凄すごくいいんだよね。

　いやらシスター服とかジョークにしてるけど。

　と、そのとき──

『三年Ａ組の陣じん所しよさん、進路指導室まで来てください。繰り返します、三年Ａ組の陣所さん、進路指導室まで来てください』

「……カ、カレン先輩？　まさか、金髪はバレるからタトゥーとか……？」

「入れるか！　見ろ、どこにも怪しい彫り物などしてない！」

　カレン会長は胸元のリボンを外して、ブラウスの隙間から谷間をあらわにし、さらに片手でぺろりとスカートまでめくって白い太ももまで見せてきた。

　下着は上下ともにシンプルなデザインの白。

　やはり、黒髪清せい楚そ美少女には汚けがれなき白がよく似合う……って、そうじゃなくて！

「タ、タトゥーは見えないですが、別のものが見えてますよ！」

「は……？　あっ!?　お、おまえ、本当に策士になったな！　くだらない冗談と思わせて私にこんな露出をさせるなんて……！」

「えっ!?」

　僕、別にそんなこと狙ってない……。

　カレン先輩がいきなりブラジャーとパンツを見せてくるような、血迷ったマネをするなんて予想もしなかったよ！

「と、とにかく……デートの話はちゃんと考えておけ！　シスター服については……一考しておく！」

「は、はぁ……」

　冗談だったのに、シスター服でのデート、アリなの？

　むしろ、シスターさんとデートしてる僕にすんごいバチが当たらない？

「おっと……もう行かなければ。最近、忙しくてしょうがない……」

「ああ、行ってらっしゃい。鍵は僕が閉めておきますよ」

　カレン先輩は鍵を僕に預けると、足早に屋上から出て行った。

　縫ぬいも忙しそうだけど、カレン先輩も多忙なのか。

「ん？　生徒指導室じゃなくて、進路指導室？」

　生徒指導室は、髪を金髪に染めたりしたヤンチャ生徒にお説教する部屋。

　教師に逆らった悪い子もよく呼び出されるので、僕も以前は常連さんだった。

　そして、進路指導室は名前のごとく進路について話し合う部屋。

　外部の大学を受験するか、内部進学に問題があるほど成績の悪い生徒との相談に使われることが多い。

　カレン先輩は成績は優秀すぎるくらいだし、聖せい華か台だい大学に内部進学するはず。

　先輩は学費の問題で、聖華台大学の特待生枠を狙っている……というか、もうこの時期なら枠が確定したんじゃないの？

「学部とか迷ってるのかな、先輩……」

　詩し夜やちゃんと大学見学に行ったときは、歴史の講義にずいぶん興奮してたっけ。

　ただ、好きだからという理由だけで学部や学科は選べないのかも。

「他ひ人と事ごとじゃないな。僕だって考えなきゃいけないもんなあ」

　能力的には文系というくらいで、特に進みたい学科はないんだよなー。

　英語……？　うーん、必須といっていい技能だし、極めれば武器にもなる。

　それに、あのお方は喜ぶだろうけど、さすがにそんな理由で進路は選べないか。

　大学よりも、その先に少しだけ見えてきている道はある……かも？

「うっ、寒さむっ……！」

　屋上への不法侵入ももう厳しい季節になったなあ。

　かすかにしか見えない進路に思いを馳はせるにはふさわしくないね、ここは。

　さっさとエアコンが効いた教室に戻るとしようか。

　デートのことは──とりあえず保留で。

　本当に、縫ぬいとカレン先輩の二人とデートするってわけにも……。

「…………」

　今、一瞬ちょっと怖い想像が頭をかすめた。

　まさか……まさかねえ……。

　でも、僕の人生、今年の春から〝まさか〟が起こりすぎてるんだよね。







　放課後になり、友達とダベることもなくすぐに校舎を出た。

　さすがに試験も近いと、遊んでるわけにもいかない。

　試験前は生徒指導室も英語科準備室も生徒の出入り禁止なので、〝教育〟もお休みになるのが通例だ。

　いつの間にか、変な通例ができてるのが怖い。

　ふー、試験だけでも気が重いのに、デートのダブルブッキングとか……。

　一難去ってまた一難？　まだ災難は起きてないか。

　いや、デートを災難とか言ったらさすがに悪いかな。

　悩みの深しん淵えんに落ちつつ校門をくぐると──

「せっ、せんせーっ！」

「ぐはぁっ！」

　みぞおちのあたりに、ボールでもぶつけられたような衝撃が走る。

「ぐ、ぐふ……ブルータス、おまえもか……！」

「ぶるーたす？　えっと、くーなんですけど……」

「わかってるよ……なつかしさを感じるやり取りだったね。というか、急所を的確に突いた頭突きがまた……」

「ご、ごめんなさー！」

　最後の〝い〟が抜けてるが、この謝り方もなつかしい。

「でも、前よりちょっと急所がズレたかも……くー、背も伸びてるんだろうね」

「そ、そうですか？　身体測定は年に一回なので、よくわかりません」

　ちょこんと首を傾かしげるのは、神しん樹じゆ無む垢く──くー。

　聖せい華か台だい初等部の五年生で、セーラータイプの制服がよく似合う美幼女だ。

「でも、くー。高等部に来るのはいいけど、気をつけようね。ロリコンもいるんだから」

「ろ、ろりこんという人たちは理解しました。この前の文化祭で、私に投票した人たちですよね」

「まあ、だいたいそうかな……」

　くーは高等部の生徒でもないのに、文化祭のミスコンで優勝するという前代未聞の快挙を成し遂げた。

　縫ぬいに言わせると、高等部は〝ロリコンの巣そう窟くつ〟だとか。なんて危険な。

「ろりこんはどうでもよくて！　せんせー、クリスマスのデートはどこに行きますか？」

「もうデートするのは確定なんだ!?」

　もはや、縫やカレン先輩が踏んでた段取りさえも無視だよ！

　やっぱり、〝まさか〟が起きたよ！

　ダブルブッキングどころか、トリプルだよ！

「え、あの子ってミスコンで優勝したロリっ子じゃん……彩さい木ぎ、ショタのくせにロリ狙いなの？」

「業が深いですね、彩木先輩って。美み春はるちゃんも苦労してそう」

「いや、待って、二人とも。心の中は自由なんだ……私のオカズは彩木とカレン元会長のおねショタだし」

「……………………」

　僕とくーのそばを通り過ぎていった女子たちが、穏やかじゃないことを話してた。

　ここでくーと話を続けてたら、またあらぬ噂うわさをバラまかれそうだ……。

「ちょ、ちょっと、くー。こっちへおいで」

「うわぁ、とうとうロリを物陰に連れ込む展開？」

「美春ちゃんの身内から犯罪者が？」

「ロリは健全モノでも風当たり強いんだよねえ」

「…………………………………………」

　なにをやっても誤解を深めてしまう……ていうか、美春の友人らしき女子も危ないけど、サブカルに造ぞう詣けいの深そうな女子が特にヤバい。

　とりあえず、くーを連れて学校近くのコンビニへ。

　くーには甘いココア、自分には熱い紅茶を買ってきて、イートインでゆっくりと飲む。

「ふぁ……美お味いしいです。ありがとうございます、せんせー」

「高等部まで歩いてきたんじゃ、寒かったでしょ。くーに風か邪ぜでも引かれたらコーコ先生に怒られるからね」

「おかーさんが文句をつけてきたら、私に教えてください。言ってきかせますから」

「そ、そうなんだ……」

　親子の立場が逆転しつつあるような。

「あ、それで思い出しました。クリスマスデート、おかーさんの許可ももらいました」

「小学生の娘に許可出しちゃダメじゃない!?」

「おかーさんからせんせーへの伝言もありますよ」

「僕に？　い、いったいなにを？」

「〝安いホテルはダメ〟だそうです」

「値段の問題じゃないよ!?」

　クリスマスに小五の女子をホテルに連れてっちゃダメでしょ！

　クリスマスじゃなくてもダメだけど！

「え？　ホテルにおとまりで、やけいでかんぱいじゃないんですか？」

「くー、コーコ先生と大人おとな向けドラマを観みるのはやめようね……」

　まあ、僕だって小学生の頃から母かあさんと普通に映画観てたけどね。

「でも、おかーさんの許可さえあればおーるくりあです。カレンおねーさんと縫ぬいおねーさんもうごいてますが、私もデートしていいらしいですし。美み春はるおねーちゃんが、せんせーの逮捕だけは気をつけるようにって」

「全然クリアじゃないよ……」

「ダメ……ですか？　カレンおねーさんと縫おねーさんとはデートして、くーとは……ダメなの？」

「うっ……」

　じわっ、とくーの大きな瞳に涙がたまってる。

　た、確かに……くーを子供扱いするのはよくないって理解したはずなのに。

　カレン先輩や縫とデートして、くーとのデートを断るのは……。

　いや、ＪＫの二人ともデートするって決めたわけじゃないのに！

　でもでも、くーを泣かすわけには……。

「じゃ、じゃあ……ホテルは論外だし夜に出歩くのもよくないから、昼間でいい……？」

「やりました！　せんせーとクリスマスにデートです！」

　ぱぁっ、と顔を輝かせて大喜びするくー。

　さっきまで目に浮かんでいたはずの涙が、完全に消滅している。

　もしかして僕、謀はかられたのでは……？

「あ、ちょっと待ってくださいね、せんせー。ほーこくしないと」

「ん？　報告？」

　ブーッとスマホが振動してＬＩＮＥのメッセージが着信。

《よっしゃあっ、デート決定だね！　試験の順位も任せとけ！》

《シスター服についてもあらためて検討しよう》

「…………」

　誰が送ってきたのか、名前を見るまでもない。

　くーは、あの二人にデート決定を報告したのか……。

　そう、くーとのデートを受けた以上、カレン先輩と縫ぬいとのデートも断れない。

　もうこれは後戻りは不可能だね……。

「せんせーとクリスマス過ごすの、初めてですね！　楽しみです！」

「……うん」

　彩さい木ぎ家と神しん樹じゆ家は家族ぐるみの付き合いだけど、クリスマスはさすがに別々だったからね。

　もし、さっきのが嘘うそ泣なきだったとしても……くーのこの笑顔は嘘じゃないだろう。

　まさかのクリスマスデート三連戦か……。

　これは、あの方にお断りを入れないわけにはいかないな。







「いいんじゃないかしら。行ってきなさい」

「へ？」

　さっそく、その日の夜──

　帰宅した真ま香か先生の自宅、玄関先で僕は先生と向き合っている。

「あ、これよかったらどうぞ。先生、また晩ご飯も食べずに仕事してたんですよね？」

「気が利くわね！　ありがたいわー……ああ、わたしの大好物の梅入りチャーハンね。今日は餃ぎよう子ざもついてるの。本当にありがたいわー」

「ええ、ニンニク抜きなので明日のことも心配しなくていいですよ」

「本当はニンニク入りが美お味いしいのだけど……面倒なことだわ」

　真香先生は残念そうに言いつつも、僕が差し出したトレイを受け取った。

　梅入りチャーハンと餃子、それに味み噌そ汁しる。きちんとラップをかけてある。

　今は、テスト前。誰にも見られてないとわかっていても、教師と生徒が必要以上に一対一で会うのはよろしくない。

　家に上がり込まず、玄関で用件を済ませているわけだ。

　そのあたり、僕も真香先生もクソ真面目まじめ。

「面倒がらずにレンジであっためて食べてくださいね。食器も洗う気力がなければ、せめて水に漬けてください」

「……彩木くん、わたしのお母かあさんみたいになってるわね。まだロリの頃にお母さんと離ればなれになった身としては、しみじみするわ」

「突っ込みにくい発言ですね」

　僕はある意味、両親とは離ればなれだけど離婚はしてないからね。
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「まあ、わたしももう複雑な家庭環境に悩む少女じゃないからいいわ。それより、クリスマスデートだったわね」

「え、ええ」

　てっきり、ＳＩＤシド三人の駆逐計画でも企たくらむかと思ったのに、予想外の反応だ。

「三人とクリスマスデートとはなかなか豪快ね。ええ、前にも言ったけれど、彩さい木ぎくんがモテるのは悪い気分じゃないのよ」

「デートをするのも……悪い気分じゃないんですね？」


「Ｎｏ，Ｉ　ｆｅｅｌ　ｔｅｒｒｉｂｌｅ．いいえ、最悪の気分です。Ｉ，ｍ　ｈａｖｉｎｇ　ａ　ｌｏｔ　ｏｆ　ｔｒｏｕｂｌｅｓ彼女たちをどうやつて皆殺しにするか、　ｏｆ　ｃｏｍｉｎｇ　ｕｐ　ｗｉｔｈ　ｉｄｅａｓアイデアがたくさんあつて　ｈｏｗ　Ｉ　ｋｉｌｌ　ａｌｌ　ｔｈｅｓｅ　ｇｉｒｌｓ．困るほどです」



「めちゃくちゃ早口で聞き取れませんでしたけど、なんとなくわかりますよ！」

「いけないわね、もうすぐ試験なのにこの程度の英語も聞き取れないようでは。教師の立場がなければ、今すぐプライベートレッスンをしてるところだわ」

「先生が仕事では誰も特別扱いしないタイプでよかったですよ……」

　仕事がキツい今の時期でも、必要とあればためらわずに自宅でも働くだろう。

　それが僕のカノジョ先生。

「まあ、それは半分冗談よ。真に受けないで」

「半分でも充分に物騒ですよ。そんなにお怒りならなんで許可を……」

　僕が言うのもなんだけど、真ま香か先生なら嫉妬するあまりに全力で妨害工作に走るはず。

「ふふふふ……わたしは、クリスマスも普通に仕事なのよ。社畜も極まれりね」

「会社じゃなくて学校では……って、別に変わりませんかね」

「変わらないわね。一応、学校法人は税制面で優遇されてたり、公共的な組織としての仕組みがあったりするのだけど」

　む、難しい話だなあ。こういう話を聞くと、真香先生も大人おとななんだと感じてしまう。

「ああ、そんな話は退屈よね。いえ、わたしはどうせ仕事で夜までこき使われてて、彩さい木ぎくんとデートなんて夢のまた夢なのよ。でも、彩木くんはまだ高校生。クリスマスを楽しめるのは学生のうちだけなんだから」

「……なんとなく、クリスマスを楽しむのは社会人になってからかと思ってましたよ」

　学生は楽しみたくても、財力がないからね。

　大学生ならまだしも、高校生なんて特に。

「まっとうな社会人に平日のクリスマスは無理ね。そんな早くから年末年始の休みを取らせてくれる学校もないでしょうし」

「お、お疲れ様です……ていうか、そんな話を聞いたら僕だけ遊び回るわけにはいかないような」

「いいのよ、わたしなんて気にせず楽しんでらっしゃい」

　真香先生の目が死んでるような……。

「ただし、門限は六時よ」

「どこの箱入りですか、僕は!?」

　良家の子女が多い聖せい華か台だいでも、男子で門限がある奴やつは見たことないよ！

「どちらにせよ、無む垢くさんはもちろん、陣じん所しよさんも門限はあるでしょう」

「そりゃありますよね」

　特にくーの場合、たとえコーコ先生が門限を指定してなくても、夜まで連れ回すわけにはいかない。ホテルは論外。

　カレン先輩が住んでる施設だって、真夜中でも出入り自由じゃないだろう。

「あ、縫ぬいはどうなのかな……娘の芸能界デビューを許可してるくらいだし、ご両親は緩いのかもですね」

「あら？　彩木くん、天あま無なしさんの家庭のこと知らないの？」

「え？　ええ、そういえば聞いたことないですね。縫って、スリーサイズどころか体重までベラベラしゃべってくるのに」

「……あの子には、女性としての慎みを教えておいたほうがよさそうね。でも、わたしもさすがに生徒の家庭環境を勝手に教えるわけにはいかないわ」

「はぁ、縫ぬいの場合、訊きけばすぐに教えてくれそうなんで先生に訊かなくてもいいですが」

　どっちみち訊かないかな。

　人様の家庭の事情をかぎ回る趣味もないしね。

　あのフリーダムな縫のご家庭が荒すさんでるとは、とても思えないし。

「まあ、わたしの立場としては、生徒の夜遊びは認められないけど、クリスマスなら多少は大目に見るわ。三連戦だとすぐには終われないでしょうし……はっ!?　ま、まさか……いけないわ、彩さい木ぎくん！　三人同時のハーレムプレイは爛ただれすぎだわ！」

「そんなこと、一ミリも企たくらんでないですよ！」

「そ、そう？　それならいいわ。クリスマスは学生同士で楽しんできなさい。わたしは、空気がどんより淀よどんだ準備室で、愛用のノートＰＣくんと見つめ合ってるわ。ノートＰＣくんに嫉妬しないでね、彩木くん」

「無機物に嫉妬するほど心狭くないので……」

　寛大なフリしてジワジワと僕を追い詰めてませんか、真ま香か先生。

　ただ、寛大な先生というのは怪しい。怪しすぎる。

　疑うたぐり深ぶかい僕でなくても、簡単に信用はできない。

「先生、本当にそれで──」

「あ」

　僕が食い下がろうとしたとき、真香先生のお腹なかがぐーっと鳴った。

「ごっ、ごめんなさい。わたしったら、なんてはしたない！　あー、もう今の聞かなかったことにして、彩木くん！」

「は、はぁ」

　女子はお腹の音で照れる子も多いけど、真香先生はもっと恥ずかしい姿を散々僕に見せてるのに。

「あ、いえ。すみません、長々と玄関先で話し込んじゃって」

「いえ、いいのよ。生徒の相談に応えるのも教師の仕事だもの」

　今日の相談は、ＳＩＤシドの三人が怪しいって話で、学校とは無関係だけどね。

「じゃあ、今夜はこれで失礼します。あ、ちゃんとお風呂入って髪もしっかり乾かして、あったかくして寝てくださいね」

「やっぱりお母かあさん……彩木ママ……」

「やっと周りが彩さい子こちゃんを忘れてくれたんだから、新たな属性は勘弁してください！」

　文化祭のあと、サイデレラが話題になったのと同時に、彩子ちゃん人気まで再燃。

　期末試験期間のおかげで、その炎も消えてくれたので、是非このまま完全に鎮火していただきたい。

「あ、彩木くん。最後にもう一つだけ」

「なんです？」

「陣じん所しよさんたちに、クリスマスプレゼント渡すんでしょう？」

「あー……そうですね。手ぶらってわけにもいきませんよね」

　これは、なかなか頭の痛い問題だ。

　女子にプレゼントなんかしたことないし、ＳＩＤシドの三人はキャラが特殊すぎてなにを渡していいかさっぱりわからない。

「じゃあ、そのプレゼント選び、わたしが手伝ってあげるわ。試験が終わったら、どこかで一日空けておいてね」

「は……？」

　そりゃ、誰かに手伝ってもらえればありがたいけど……。

　よりによって、真ま香か先生？　ＳＩＤの三人の敵になると明言した先生が？

　まさか時限爆弾とか贈らないよね……？







「期末試験終了おめでとーっ！」

　いぇーいっ、と大はしゃぎしてるのは京けい御み詩し夜や──

　僕にとっては実の姉といってもいい、幼なじみのお姉ねえさんだ。

　彩さい木ぎ家のリビングは、詩夜ちゃんには自室も同然。

　正確には、彩木家を〝第二の自宅〟と呼んでる。

　僕も詩夜ちゃんの家に我が物顔で入っていけるけど。

　期末試験が終わった翌日。

　詩夜ちゃんからＬＩＮＥが来たと思ったら、打ち上げパーティのお誘いだった。

　ていうか、強制開催だった。

　姉からの命令に拒否権を持つ弟など存在しない。

「僕は昨日、クラスの連中と打ち上げやってきたんだけどなあ」

「打ち上げは、何度やっても楽しいもんでしょ？」

「詩夜ちゃん、大学デビューなのに本当にパリピになっちゃったね。というか、こんな大量のピザ、代金は大丈夫なの？」

　彩木家リビングのテーブルには、ハーフ＆ハーフのピザが数種類並んでる。

「大丈夫、大丈夫。マコの家庭教師代、どういうわけかハルの成績が上がったってことで大幅に増額されたからね」

「ホントになんで!?」

　詩夜ちゃんは、夏頃からずっと僕の家庭教師を務めてくれてる。

　でも、美み春はるにはなにも教えてないはずだよね……？

「まー、美み春はるの成績が上がってめでたいってことで、ご祝儀なんじゃない？」

　ぼそりと言ったのは、その美春本人。

　ソファに腰掛け、ピザとコーラを楽しみつつ、ちゃっかり我が家秘蔵のカップパスタ〝イタリア人が認めないパスタ〟も食べてる。

　我が妹はよく食べてよくくつろぐ割に、全然太らない。

「僕、そんなご祝儀もらってないよ」

「お兄にいちゃんは可愛かわいげに欠けるからかなあ？　ウチの新しい家族はこんなに可愛いのに。我が家で可愛くないのは、お兄ちゃんだけ説」

　美春は、キャットタワーでくつろいでいる白猫のかごめに目を向けた。

　かごめは「知らんがな」みたいな顔で、好物の猫用おやつを齧かじってる。

　この猫はれっきとした家族なので、僕らと同じくごちそうを振る舞われてるわけだ。

「彩さい木ぎのおじさんとおばさんはハルを溺愛してるかんねー。ま、おじさんたちもわかってんじゃない？　マコはひねくれてるから、普通に可愛がったら反発するって」

「そうかな……」

　まあ、妹の世話を全面的に押しつけられてるけど、親の愛情を疑ったことはない。

　美春が実の妹なのかＤＮＡ鑑定をするほど猜さい疑ぎ心しん強い僕なのにね。

「おじさんたちはマコにも充分甘いよ。だって、こんな美人のお姉ねえさんを家庭教師につけるくらいだかんね」

「……はぁ、そうかな」

　学力は信用できない息子に、手近なところから引っ張ってきた人材を投入した感はありますよ、姉さん。

「そういえば、その美人のお姉さんは試験ないの？」

「大学は前期後期制だからね。後期の試験は、一月なんだよ。あと一ヶか月げつくらいあるね」

「へぇ……」

　大学の試験って、そういうシステムなんだ。

　試験が年に二回だけなんて楽そうだなあ。

「ふーん、美春も知らなかった。年に二回しか試験がないと、試験範囲も広いし、挽ばん回かいも難しいから高校の試験よりキツそうだね」

「そうそう、授業は一年やる〝通年〟と半年の〝半期〟があるけど、半期の試験なんて一発勝負だかんねー。これコケたら一発で単位落とすから死ねるね」

「…………」

　前言撤回、楽どころかシビアすぎる。美春のほうが僕より理解できてるし。

　まあ、詩し夜やちゃんは見た目は軽いけど、中身は昔のまま真面目まじめだからね。

　単位とやらを落とす心配はないだろう。

「そういや、二人のほうは試験の手応えはどうだったん？」

「美み春はるが気になるとしたら、二位にどんだけ大差をつけて勝ってるかってトコだね」

「……ずいぶんイキってるね、美春」

　前回、これまでの良くもなく悪くもない成績から急上昇してトップを獲とっている妹には文句のつけようがない。

　いや、最初から本気でやれよとは思うけど。

「僕も手応えはあったよ。でも、この前の中間で大きく上がったばかりだからなあ。そんなに調子よくはいかないかな」

　中間テストの順位は、ちょうど五十位。

　ギリギリだけど、廊下に貼り出される試験結果に名前が載る。

　上位に入ったといっていい好成績だ。

「そうね、アタシの時代も貼り出し組の上のほうはメンツが不動だったからね。今も同じでしょ。だいたいみんな、中間より期末のほうが気合い入れてくるし。マコは貼り出し組にまた入れれば出来すぎ、二十くらい順位が落ちても許容範囲だね」

「はー……なんだかんだで、しーちゃんもお兄にいちゃんに甘いんだから」

「僕が甘やかされてるみたいに言うけど、美春も充分甘やかされてるからね？」

　詩し夜やちゃんが僕に甘いことは否定しない。

　子供の頃は意地悪姉ねえさんだったけど、知らないところで僕を守ってくれてたからなあ。

「まあ、結果はすぐに出るんだから待つしかないかな。あ、これも美お味いしいよね」

「あ、お兄ちゃん、待った。テリヤキチキンピザは美春のだから。どうしてもっていうなら一切れ……いや、半切れくらいはあげるけど」

「卑いやしいこと言うんじゃありません！　ピザはみんな仲良くシェアしよう！」

「たとえ兄といえども、譲れないものがある！」

「ピザではないよ、少なくとも！」

　僕もテリヤキチキンピザ、好きだし！

　同じものを食べて育った兄妹きようだいだけあって、好みは似てる。

「ハイハイ、今日は接待だからお姉ちゃんのを分けてあげる。コーラのおかわりも。ほら、グイッといって！」

「あ、ありがと、詩夜ちゃん」

　接待じゃなくて打ち上げじゃなかったっけ。まあ、いいや。

「ところで、マコ。クリスマスはカレンちゃんたちと４Ｐってママジ？」

「ぶっ!?」

　あっ、危なっ……！　コーラを漫画みたいに噴き出すところだった！

「なっ、なに言ってるの、詩夜ちゃん？」

「カレンちゃんから聞いてたんだけどさ。試験が終わってから問い詰め──訊きいてみようかと思って。お姉ねえちゃんは、マコをそんないやらしい子に育てた覚えはないのに」

「美み春はるもそこは是非訊いてみたいね」

「い、いや……その、クリスマスにデートすることになったっていうか？」

「「三人と？」」

「うっ……」

　美春と詩し夜やちゃんがハモって問い詰めてくる。

　なんだか、かごめまで「三人とニャの？」とジト目をしてる気がしてきた。

「ど、同時じゃなくて一人ずつ順番にというか……」

「付き合ってる時期はかぶってない、みたいなチャラ男おの言い訳っぽいよ、マコ」

「むしろ四人で出歩くなら、まだ微笑ほほえましさもあるけど、一人が終わったら次……っていうのがやべぇぜ、兄貴」

「縫ぬい口調はやめなさい……いや、いいんだけど」

　なんとなじられても、反論できないしね……。

「ああ、試験が終わったのに解放感が薄い……気が重い……いつもならクリスマスなんて、美春と一緒にケーキとチキンを食べるだけだったのに」

「贅ぜい沢たくだねー、マコ。あんな可愛かわいい子たちとクリスマスデート三連戦できる男なんて、この地上に他にいないよ？」

「地球レベルの話なの？」

「あ、お兄にいちゃんがお出かけってことは、ケーキもホールごと、チキンもセットまるごと美春だけのもの？」

「コラコラ、それはいくらなんでも食べすぎ！　ていうか、そうか……僕がデートに出かけちゃうと美春が一人になるのか」

「こっちもコラコラ、よ。マコ、あんたまさかハルが一人になるからって理由でデートを断ろうとしてないよね？」

「……ダメ、だよね？」

「ダメです。同じ女子として、一度デートをＯＫしておいてキャンセルなんて見逃せません。お姉ちゃんは、マコをそんな子に育てた覚えはないですよ」

「その〝ワシが育てたマウント〟はなんなの。いや、わかってるよ。キャンセルなんてしないって」

　クリスマスに三人とデートっていうのはかなり非常識だけど、だからといってキャンセルは許されない。

　縫は大騒ぎだろうし、カレン先輩は激怒だろうし、くーに至っては泣くかもしれない。

「ハルのことはアタシに任せなさい。ウチの英語サークルでクリスマスパーティをやるから、ハルも招待したげる」

「え、いいの？　しーちゃんの車の送迎付きでドアツードア？」

「生徒会副会長になったくせに、面倒くさがりは変わらないね、ハルは。アタシはお酒飲まないし、別にいいよ」

「よくない。美み春はる、パーティはダメ」

「えーっ！　自分は酒しゆ池ち肉にく林りんのくせに!?」

「なんとでも罵ののしっていいけど、大学生のパーティはダメ。可愛かわいいＪＫが参加するなんて、ケダモノの檻おりに羊を放り込むのと同じだよ」

「マコは大学生をなんだと思ってんの……ウチのサークルはほとんど女子だし、数少ない男どもは生まれたての子羊みたいにおとなしいのばかりだよ」

「そりゃ、詩し夜やちゃんを怖がってるんじゃないの？　美春の愛想の悪さをおとなしいと勘違いされるかもしれない。そうしたら、子羊もズケズケとつけ込んでくるかも」

「疑うたぐり深ぶかさ全開だね。アタシだって、ハルを危ないトコには連れて行かないってば」

　なにがあっても詩夜ちゃんが美春を守ってくれるとは思う。

　でも、妹をわざわざ危険なところにやることもないよね。

「ていうか、美春は本当にいいの？　知らない人ばかりだから、まずは自己紹介からだよ。サークルの人たちの名前も覚えなきゃいけないよ」

「うーん……」

　よし、面倒くさがりの妹の痛いところをついたようだ。

「そうだなー……送り迎え付きでも、美春もちょっと面倒くさいかな。それに、かごめが一人になっちゃうし」

「おーい、ハルもやっと引きこもりをやめたと思ったのに。なんなら、かごめも連れてきていいよ。どう、かごめ？」

　詩夜ちゃんがかごめに手を伸ばすと、フニャーッと一声鳴いて、白猫は素早く部屋の隅へ走り去ってしまった。

「あれ、嫌われてる？　かごめ、綺き麗れいなお姉ねえさんが苦手なのかな……」

　詩夜ちゃんが都合よく解釈してるのはいいとして……。

「美春、実はえんちゃん会長にも誘われてるんだよね。会長の友達と生徒会のみんなでクリパしないかって。しかも男子禁制だって」

「あの金髪オホホお嬢様会長、ずいぶん思い切ったことすんね。クリスマスに女子だけの集まりとか、プライド捨てすぎてない？」

「詩夜ちゃん、後輩に辛しん辣らつすぎないかな……つーか、縁えん里りはお嬢だけど、オホホ笑いはしないでしょ」

　どんなテンプレキャラなの。

「まあ、縁えん里りの集まりなら問題ないかな。あいつ、クソ真面目まじめだから堅苦しいパーティにならないか心配なくらいだね」

「でも、知り合いだけのパーティのほうが美み春はるは気楽かな。めんどくなったら寝ててもいいし」

　パーティで寝るのはいかがなものかと思うけど。

　美春にはそれくらい気楽な場のほうがいいだろうね。

「はー……弟はデート、妹も友達とパーティか。二人の成長が嬉うれしいけど、お姉ねえちゃんはちょっぴり寂しいよ」

「テストの打ち上げでしみじみされても……」

「しーちゃん、ちょっと情緒不安定じゃない？」

「それはしょうがないんじゃない？　アタシ、人生で初めてフラれて間もないし」

「…………っ」

　いきなり横合いから強烈なフックを放ってきたぞ、このお姉さん！

「あー、わかるわかる。美春も生徒会長選挙には落ちるわ、お兄にいちゃんにフラれるわで、しばらくご飯が喉を通らなかったよ」

「高等部の陰キャだった頃だって、アタシ何度か告られたことあったんだよ。大学デビューしてからは、ちょっかいかけられたことなんて数え切れないね。そんなアタシがフラれるとか、美人女子大生のプライドがポッキポキに折られたよ」

「ちょっと、ちょっと！　人聞きの悪い！」

　二人とも、のんきにピザを齧かじりながらなに言ってくれてんの！

「美春は選挙のあとも普通にご飯食べてたでしょ！　選挙直後のテストでトップ獲とって、絶好調だったし！」

「お兄ちゃんには乙女おとめ心ごころはわからないんだよ」

「……詩し夜やちゃんも、ＳＩＤシド脱退した翌日も普通に家庭教師に来てたよね？　プライドをへし折られたようには見えなかったけど」

「弟ちゃんには乙女心はわからないんだよ」

「今日のこの集まり、打ち上げじゃなくて僕への復ふく讐しゆうが趣旨なの!?」

　僕は生いけ贄にえの祭壇に捧ささげられた羊だった……？

「この三人だけで集まるのも久しぶりだし、ちょうどよかったっていうか」

「だね。お姉ちゃんとしては寛大でいたかったけど、カテキョでもなくこの家に来たら、忘れたはずの復ふく讐しゆう心しんがふつふつとね」

「全然否定してない、この二人……」

　この場で、僕の味方はかごめだけなの？

　唯一の味方は無口だから、援護してくれないし。

「冗談、冗談。アタシは別に怒ってないよ。ハルもそうでしょ？」

「当然だよ。フラれたって、美み春はるは可愛かわいい妹のままだからね」

「……どうも、冗談にしては悪質な気がするんだけど」

「気にしない、気にしない。それじゃ、アタシとハルのクリスマスの予定はマコのデートを尾行するってことでオッケーだね？」

「美春たちにはＯＰＳもあるしね。クリスマスのクッソ混む街でも見失う心配なし。なんと、アプデでカメラに〝お兄にいちゃん認識機能〟まで搭載予定だよ」

「急に話が斜め上の方向に！　あと、美春は才能の無駄遣いをしない！」

「最終的には、人工衛星からお兄ちゃんを割り出したい」

「……本当にやりかねないのが怖い」

「最終的には、ハルがマコを養うことになりそうだよね。あっはっは」

「…………」

　今は僕が赤ちゃんのような妹の面倒を見てるけど、将来は美春のほうが経済力を持ちそうな気はする。

　ていうか、美春も詩し夜やちゃんもクリスマスの予定が決まったかと思いきや、意表をついてくるなあ。

　まさか、本当についてこないよね？

　ようやく、忙しすぎた二学期の学校行事が終わったというのに、僕には息をつく暇もないらしい……。







「ふんふーん、ふんふーん♪　あー、楽しみね。今日はフィアットもご機嫌だし、いいことずくめだわ」

「少しくらい不機嫌でもいいんですが、フィアットさん……」

　今日のフィアットもとても速い。

　は、速い！──とか男の子なら一度は言ってみたい台詞せりふトップ５に入るけど、命がかかった状況では口に出したくないね。

　そんなわけで、クリスマスもだいぶ近づいた、十二月中旬──

　授業は午前中で終わり、真ま香か先生も午後に休みを取って、ドライブ中だ。

　赤いフィアットは軽快なエンジン音を響かせ、道路を駆け抜けている。

　ちょっと駆け抜けすぎですよ、先生……。

「夏に修理から戻って以来、調子いいのよ。まあ、お金はだいぶ飛んで行ったけど……」

　保険とかで賄まかなえなかったんだろうか。

　人助けだったとはいえ、真香先生が無む茶ちやをした事故だったんで、いろいろ問題があったのかな。

「でも大丈夫！　わたしは大人おとなだから！　忙しすぎてコスプレ衣装にしかお金使ってないもの！　車の修理代くらい安いものよ。なんだかんだで、教師は社会的信用が高いからローンも組みやすいしね！」

「お金は計画的に使ってくださいね……」

　真ま香か先生、コスプレ衣装だけでも馬鹿にならない金額を使ってるよね。

「お金か……そろそろ、彩さい木ぎくんとの愛の巣を購入してもいいかしら。美み春はるさんは、京けい御みさんにでも預ければいいし、猫はわたしと彩木くんの邪魔はしないだろうし。ただ、聖せい華か台だいの通勤圏内だと２ＬＤＫでも余裕で三〇〇〇万は超えてくるのよね……」

「ちょっと、ちょっと！　本気でローンを組もうとしないでくださいよ！」

　さりげなく、美春が追放されてるし！

「マイホームの購入は社会人の悩みの一つなのよ。家賃かローンか、は永遠のテーマね。ま、今日は他に買う物があるから、そちらのことを考えましょう」

「そうしてください……」

　そんなこんなで、フィアットは交通法規遵じゆん守しゆで暴走しつつ走り抜け、目的地に到着。

　パーキングにフィアットを駐とめて、僕らは徒歩で街を歩き出した。

「けど、面倒なことね。買い物一つのために車で一時間も走らなきゃいけないなんて」

「やっと、校内で変な噂うわさも流れなくなったんですから、ここでまた一ひと悶もん着ちやく起こるのは勘弁ですよ」

　そう、今日の僕らの目的は例のクリスマスプレゼントのお買い物。

　ただし、聖華台の生徒たちが普段出かける街を二人でウロウロするのはまずい。

　校内で教師と生徒の禁断の関係が噂になるのは、もう飽き飽きしてる。

　念には念を入れて、一時間もドライブしてはるばる遠くの街までやってきたわけだ。

「ええ、わたしもそんなトラブルはごめんだわ。一応、変装もしたし大丈夫でしょう」

　真香先生は地味めのベージュのコートにスリムなジーンズ、マフラーで顔を半分隠すようにしている。

　普段、校内で見かけるスーツやカジュアルなお嬢様スタイルの私服とは全然イメージが違う。

　ハーフリムの眼鏡めがねもかけて、変装はばっちり──とは言えないかも。

　眼鏡とマフラー、地味な服装でも目立つ美人なのは全然隠せてない。

　真香先生の美貌だけはどうしようもないんだよね。

　ぱっと見では別人に見えるだろうから、それでよしとしておこう。

「彩木くんのほうも……それ、変装なのよね？」

「いつも使ってるコートとは別ですね。僕はどうせ目立たないから、変装する必要はないと思いますけど」

「意外と、人って他人を服装で識別してるのよ。でもそれ、だいぶカジュアルね」

「フォーマルな服なんて持ってませんよ。まあ、サブで使ってるコートですから」

　前に、ユニ●ロで安売りしてたときに予備のコートとして買ったんだったな。

　全然使ってなかったけど、まさか変装用として活躍する日がくるとは。

「インナーとズボンも安物で、カバンも普段使いしてるヤツじゃなくて、美み春はるが前に買ったゲームのグッズのリュックですね。変なマークが小さく入ってるだけなんで、外で使っても大丈夫かなと」

「……デートにゲームのグッズを身につけてくるのはいかがなものかしら？」

「いやいや、今日はプレゼントを選ぶだけでしょ？」

「わたしとお出かけなのに、手を抜かれた感があるわ……」

「オシャレより変装のほうが大事でしょ！」

「まあ、そういうことにしときましょう」

　ふう、納得していただけたか。

　まだ目的地に着いたばかりなのに、さっそく揉もめちゃ困る。

「でも、オシャレに無む頓とん着ちやくなのは褒められたことじゃないわよ。服装に気を遣うのは、一緒に歩く相手への礼儀だと思いなさい」
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「き、厳しいですね」

　イケメンでもないのにオシャレするのは、イキってる感が出るというか。

　ファッション雑誌に出てるような服装は、ファッション雑誌に出てくるイケメンしか似合わないというか。

「ふーん……よし、陣じん所しよさんたちへのプレゼントなんてどうでもいいから、彩さい木ぎくんの冬服をひと揃そろい見み繕つくろいましょう。大丈夫、カードの限度額は充分あるわ」

「いきなり趣旨がブレてますよ！　僕の服装こそどうでもいいです！」

「いえ、ブレてないわ。彩木くん、クリスマスデートに普段着で行くつもり？」

「……なるほど」

　真ま香か先生のおっしゃることは、ごもっともだ。

　それこそ、デートなら一緒に歩く相手に恥ずかしくない程度の格好はしないと。

「トップスとズボンくらいは買ったほうがいいですかね……」

「そうこないと。わたし、ぶっちゃけ陣所さんたちへのプレゼントなんて一ミリも興味ないもの！」

「元気いっぱいで言うことではないですよ！　カレン先輩たちも教え子だってこと忘れてませんか!?」

　正確には、くーだけは教え子じゃないけど。

「嫌ね、冗談よ。プレゼント選びを手伝うと言ったからには、きちんと協力するわ。でも、わたしにもお楽しみがあってもいいでしょう？」

「僕の服を選ぶのが楽しみになるのか疑問ですが……」

　真香先生が、それをお望みならいいか。

「ああ、彩木くんは期末も貼り出し組に滑り込んだわけだし、ご褒美にわたしがプレゼントしちゃおうかしら」

「貼り出し組にいちいちプレゼント買ってたら破産しますよ、先生」

　そう、なんと僕はまた五十位以内に入ってしまった。

　それどころか、二つ上がって四十八位。

　たった二つでも、けっこう嬉うれしい。

　ちなみに、縫ぬいも前回より順位を上げてきた。

　休み時間にも食い入るようにノートを見ていて、縫の友人たちが本気で熱でもあるんじゃないかと心配してたなあ。失敬な友人たちだ。

　ともかく、縫は頑張って順位を上げてきたんだから、デートは完全に不可避。

　クリスマスデート三連戦、確定だ。

　というわけで、デートの準備も怠おこたるわけにはいかなくなった。

　その準備が、真香先生と一緒というのが若干の不安があるけどね……。







「はー、満足満足♡　男の人の服を選んだのなんて初めてだったけど、こんなに楽しいとは思わなかったわ」

「店員さんは、完全に僕らを姉弟きようだいだと思ってましたけどね」

　社会人になって財布に余裕ができた姉が、可愛かわいがってる弟に服をプレゼントしてあげる、みたいな。

「あ、立て替えてもらったお金、払っておきますね。忘れないうちに」

「もう……わたしが出すって言ってるのに。彩さい木ぎくん、変なところで律りち儀ぎよね」

　そう言いつつも、真ま香か先生は僕が出した数千円を受け取ってくれた。

　お店での支払いは真香先生にしてもらった。

　高校生（小柄で中学生に見えようとも）の僕と、どう見ても大人おとなの真香先生の組み合わせで、僕が代金を支払うのは先生に恥をかかせることになる。

　たぶん店員さんも周りの客も気にしないだろうけど、念のためにそんな面倒くさい段取りを踏んでおいた。気遣い、大事。

「でも、彩木くん。もうちょっと高いものを買ってもよかったんじゃない？」

「僕なら、これくらいが分相応ですよ。ウチの男子はみんなこんなもんです」

　聖せい華か台だいの生徒は裕福な子が多いけど、上から下までブランド物で固めてるような男子はまずいない。

　育ちがいいからこそ、無理に背伸びした服装はしないというか。

　手を抜いてると思われないくらいの、ちょうどいいものを選べたと思う。

「そうね、あまりビシッと決められると逆に興ざめするわ。そういうチャラい男、何人も寄ってきたけど、銃で撃ち殺したくなったものよ」

「銃で!?」

「あら、知らないの？　わたし、短期だけどアメリカに留学してたのよ」

「知ってますけど、銃の所持までしてたとは思いませんよ!?」

「もちろん冗談よ。所持はしてないわ。撃ったことはあるけど」

「チャ、チャラ男おをですか？」

「違うわよ！　射撃場で撃ったことがあるだけ！」

「ああ、よかった……真香先生が、アメリカの空港に降り立った瞬間、逮捕されちゃう凶きよう状じよう持ちだったらどうしようかと」

「猜さい疑ぎ心しんが強いタイプって、想像力豊かなのよね……どうせなら、わたしとの幸せなデートでも想像しなさい」

「デートじゃなくて、買い出しですってば」

　おっと、そうだった。

　いきなり当初の目的から逸それてたけど、クリスマスプレゼントを買いにきたんだった。

「といっても、わたしはアドバイスするだけよ」

「え？　真ま香か先生が選んでくれるんじゃないんですか？」

　自慢じゃないけど、僕は高校生や小学生の女子がなにをもらったら喜ぶかなんて、想像すらつかないぞ。

「ＳＩＤシドの子たちは高級ブランドがほしいわけじゃないでしょう。あの子たちがほしいのは、彩さい木ぎくんが真心を込めて選んでくれたものよ」

「……ヤバい、真香先生がまともだ」

「なんでわたしがまともだったらヤバいのよ!?」

「あ、いえ。真香先生、トラブルが起きたときだけは割とまともな正論言うので、つい。はい、今のはそのとおりですね」

「説明されても腑ふに落ちないけど……でも、君が納得したならいいわ。わたしは、教師だからね。答えを教えるんじゃなくて、正解へ導くだけよ」

「真香先生は、そういう方針でしたね」

　何度か聞いた覚えのある話だ。

　それに、僕がプレゼントするんだから責任は自分で負わないと。

「よかった……僕を騙だまくらかしてカレン先輩たちが嫌がるものを買わせるんじゃないかと疑っててすみませんでした」

「……今さらだけれど、普通に先生として君を教育する必要がありそうね」

　うーん、僕の疑うたぐり深ぶかさは特に教師という人種に対して発揮される。

　それもかなり緩和されたけど、持って生まれた性格でもあるしね。

「でも真面目まじめに、一人だと延々迷ってたでしょうから、先生がアドバイスしてくれるだけでも嬉うれしいです」

「くっ……！」

　いきなり、真香先生が顔を逸らしてうめきだした。なに、この奇行？

「もうっ……笑顔が尊い！　この子はたまに可愛かわいいこと言うから困るのよね……！　しかも普段は生意気で、絶妙なところで可愛げを出すのが上う手ますぎるわ！」

「別に狙ってるわけじゃないですよ……」

　素直に笑顔でお礼を言っただけなのに。

　とりあえず、真香先生からありがたいアドバイスをいただきつつ、あちこちのお店を回ってお買い物。

　それでもだいぶ迷ってしまったけれど、なんとか必要なものを三つ購入に成功する。

「はー、よかったよかった。これでみんな喜んでくれるといいんですけど」

「……もちろん喜ぶわよ。ちゃんと、気の利いた言葉の一つも添えてね」

「……？　は、はぁ？」

　僕のような気の利かない奴やつに、それはなかなかの無む茶ちやぶりだ。

　どうも妙だな……多少は裏があるのかと思ったら、真ま香か先生は普通にきちんと相談に応じてくれたし。

　なぜ、真香先生が敵に塩を送るようなマネを……？

　断言してもいいけど、先生はＳＩＤシドを甘く見てない。

　一つ間違えば、僕をかっさらわれると本気で心配してると思う。

　それにもかかわらず、ＳＩＤからの僕への好感度を上げるプレゼント選びを手伝うのはやっぱり変だよね……？

「さあ、ここからが本番よ！」

「用はもう終わったので帰りましょう。えーと、電車の時間は……」

「フィアットを置き去りにしようとしないの！」

　ちっ、さらっと悪夢から逃げようとしたのに気づかれたか。

「わたしは社畜だから、クリスマスを楽しむことなんかあきらめてるわ。でも……当日じゃなくても、少しはお楽しみがあってもいいでしょう？」

「や、やはり罠わなが仕組まれてた……？」

「ふふふ、体育祭や文化祭では君もわたしをおちょくってくれたからね。テニスのエキシビションをやらせたり、魔法少女ダンスをやらせようとしたり……」

「ま、まだ根に持ってたんですか……！」

「Ｉｎ　ｒｅｖｅｎｇｅ　ａｎｄ　ｉｎ　ｌｏｖｅ，　ｗｏｍａｎ　ｉｓ　ｍｏｒｅ　ｂａｒｂａｒｏｕｓ　ｔｈａｎ　ｍａｎ　ｉｓ．」

「り、りべんじ？」

「特別に答えを教えてあげるわね。〝復ふく讐しゆうと恋愛では女のほうが男より野蛮である〟──ニーチェの言葉よ」

「ニーチェさんはイギリス人でもアメリカ人でもない、ですよね……？」

　意味は理解できなかったけど、英語だったことくらいはさすがにわかる。

「ドイツ人よ。細かいことは気にしないの。さあ、わたしのお楽しみはこれからよ！」

「えーっ……」

　やはり、真香先生とのお出かけは一筋縄ではいかないか……。







　この広い世の中には、〝撮影スタジオ〟というものが存在する。

　最近は、オタクじゃなくてもコスプレなるものをすることがあるとか。

　そういえば、真ま香か先生も別にオタクじゃなさそうだけど、普通にコスプレしてる。

　コスプレというと、夏や冬の有名イベントで大勢に囲まれて写真を撮ってるイメージが強い。

　ただ、イベントに出て行って大勢が集まる広場でコスプレを披露するのはハードルが高いんだろう。

　コスプレ専用のスタジオで手軽に撮影する、という使い方があるようだ。

　撮影した写真をＤＶＤなんかに収めて販売したりもするとか。

　その場合、スタジオで撮影したほうがいい写真を撮りやすいんだろうね。

　以上、説明が長くなったけれど、僕が真香先生に連れて行かれたのは、その〝撮影スタジオ〟だった。

　撮影スタジオ自体は、街まち中なかにあるなんの変哲も無いビルの一フロア。

　フロアには複数の個室があって、それぞれ特殊な飾り付けがしてある。

　ファンタジーな洋館っぽい一室、時代劇っぽい和室、学校の教室みたいな部屋もあるらしい。

　つまり、レイヤーさんが自分の衣装に合った背景で撮影できるというわけだ。

　甲かつ冑ちゆう姿の女騎士が、ＴＶテレビやパソコンが置かれた現代の生活感溢あふれる部屋で撮影してたら違和感あるもんね。

　こういうスタジオに需要があるのも頷うなずける。

　ネットでレイヤーさんが洋館風のリビングとか、廃はい墟きよみたいなところとかを背景に撮影してる写真を見たことがある。

　いやまあ、僕も男の子だからね。可愛かわいいコスプレ写真とかあったら、見てまうやん？

「しかしここ、本格的だなあ……」

　室内で目立つのは大きな暖炉だ。

　火は入ってないものの、適度に古びた煉れん瓦がでつくられていて、ヨーロッパのご家庭から移してきたかのよう。

　他には重厚な木のテーブルに、革のソファ。

　さらに、室内にいい感じに収まるサイズのもみの木が置かれ、飾り付けもしてある。

　要するに、完全にクリスマス仕様の部屋だ。

　たぶん今だけ──期間限定の部屋なんだろう。

「メリークリスマス！　いい子にしてた彩さい木ぎくんに、サンタ真香が来たわよ！」

「でしょうね」

「でしょうね!?　もう少し驚いてくれないかしら！」

　突然、部屋のドアが開いて入ってきた真香先生は──

　当然のようにミニスカサンタ姿だった。

　ふわふわモコモコの赤い帽子に、胸の谷間も太もももあらわなワンピース。

　ロングブーツも赤で、足元のサンタ化も怠おこたってない。さすがだ。

「もう、真ま香か先生のコスプレを何度見てきたと思ってるんです。サンタコスなんて、むしろまともなほうですし」

「むむ……彩さい木ぎくん、可愛かわいくないわね。前は、ちょっと谷間を見せる程度でアタフタしてくれたのに」

「数ヶか月げつ、先生に鍛えられましたからね……」

　といっても、口調ほど内心は穏やかじゃない。

　真香先生自慢のＥカップは半分近く見えちゃってるし、真っ白な太ももも気になってしょうがない。

　たぶん、先生のあられもない姿を百回見たって冷静になるなんて無理だよね。

「でも、クリスマス本番はまだですよ。なんで、サンタコスなんです？」

「言ってるでしょう、クリスマスはたぶん彩木くんに会えないのよ。だったら、チャンスは今日しかないわ！　このクリスマス衣装、二万七千八百円もしたのよ？」

「いつものことながら、衣装にお金つぎ込みすぎです！」

　そして、毎度のことながら細かい金額ぶっちゃけるよね！

「仕事で使う道具にはお金を惜しまないものなのよ。ましてや、君の教育はわたしの生いき甲が斐いでもあるんだもの」

「もっと別の生き甲斐を持ったほうがいいのでは……」

　僕から見たら立派な大人おとなだけど、真香先生も人生キラキラしてる時期なんだから。

「……教師なんてブラックなんだから、そうそう新しい生き甲斐なんて持てるわけないじゃないの」

「夢のあるサンタコスで世せ知ち辛がらい話をするの、やめません？」

　聖せい華か台だい学院高等部は、本格的にブラック確定したな。

　いや、教師という仕事自体がブラックってこと？

　まさかまさか、立派な教育者のみなさんが劣悪な環境で働いてるわけないよね！

「そんな話はどうでもいいのよ！　それより、当日になにもできない分、わたしが一足先に彩木くんとクリスマスを楽しむの！」

「は、はぁ……ケーキもプレゼントもなにもないですが……」

　今日は、ＳＩＤシドのみんなの分の買い物だけのつもりだったから、他のものは買ってない。

「彩木くんは釣った魚には餌をやらないタイプなのね。悪い男の素質、充分だわ」

「人聞きが悪すぎますよ!?」

「大丈夫、わたしは米と塩さえあれば生きていけるわ」

「だいぶ前にも同じこと言ってましたね！」

　まさか、本当にお金のないときはそんな食生活してるんじゃないだろうなあ？

　今後は毎日、真ま香か先生の分も夕食をつくることを考えようか。

　僕のためのコスプレで大事なお給料をガリガリ減らしてるんだしね……。

「それより彩さい木ぎくん、せっかく二万七千八百円のサンタコスを着てきたんだから、なにか感想を！　感想を言いなさい！」

「は、はぁ……お似合いですね。先生、音大のお嬢様みたいなおとなしい格好が似合うのに、その派手な赤いコスもぴったりなのが不思議です」

「ふふふ……彩木くんにしては上出来な感想だわ。いやん、恥ずかしい。あまり褒めちゃダメよ♡」

「今の、完全に褒めさせる流れだったじゃないですか」

　ここであえて毒を吐くという展開は、空気読めなさすぎだよね。

「それじゃ、彩木くん。サンタ真香となにして……あ·そ·ぶ？」

「……もしかして先生、このスタジオとサンタコスを用意したところまでで、あとはノープランですか？」

「うっ…………！」

　真香先生が、大げさに胸を押さえて打ちのめされてる。

「よ、よくわかったわね……君、相変わらず変なところで鋭すぎるわ……」

「いえ、今の意味ありげに誘ってきた先生、目が死んでましたよ」

　こう見えても、僕は校内でただ一人、高たか嶺ねの花はなの正体を見抜いた男。

　さらに数ヶか月げつの間、密接に付き合ってきたんだから、真香先生の考えてることくらいわかるようになる。

「仕方ない……仕方ないのよ……」

　美人サンタが床に両手両膝をついて、わかりやすく凹へこんでる。

　なんか、シュールな絵ヅラだな……。

「とにかく、ずっと忙しいのよ……試験の作成から試験本番、採点、成績表の作成、冬休み中の特別授業の計画、それに今年は修学旅行が三学期にズレてしまったでしょ？　その修正も大変なのよ……」

「師走しわすとはよく言ったものですね……」

　先生はクリスマスどころか、年末年始もないんじゃない？

　実は今年は手違いで、二学期に予定されていた修学旅行が三学期にズレてしまっている。

　中止も検討されたらしいけど、さすがに生徒が気の毒ということで三学期に実行されることになった。

　聖せい華か台だい高等部の修学旅行の行き先はだいたい海外だったけど──

　今年は唐突な予定変更で海外は難しくなったものの、行き先は京都に決まった。

　意外と、生徒からの反発は少なかった。

　他校の人が聞いたらイラつきそうだけど、ウチの生徒はだいたい海外に行き慣れてるからね。

　僕も、両親に散々海外に連れて行かれたし……。

「国内だからって、楽なわけじゃないのよ。三〇〇人もいる生徒を引き連れて京都まで連行して、三泊四日も監視する計画を急に立てろと言われても。そんなことができるなら、学校じゃなくて旅行代理店に就職してるわ！」

「だいぶキてますね、先生」

　フィアットを運転してた頃は、あんなにご機嫌だったのに。

　どうも真ま香か先生、はしゃいでるフリをしてただけみたいだね。

「はぁ……修学旅行に関わるのも初めてなのに、時期も行き先も去年までのノウハウがまったく活いかせないとか、地獄にもほどがあるわ。かといって、通常業務が減るわけでもないのよ」

「というか、真香先生が修学旅行の責任者なんですか？」

「わたしはまだ二年目のぺーぺーよ？　そんな重要な役を任されるわけないでしょう」

「ですよね」

「……表向きは」

「……………………」

　大人おとなの社会には建前というものが存在すると、風の噂うわさで聞いたことはあるなあ。

　真香先生、有能すぎるから厄介な仕事を任されちゃうんだろうね。

　今の話を聞いただけでも、大変ではあっても計画立案できないわけじゃなさそうだし。

「はぁ……わたしとしたことが、不覚。コスだけで二万七千八百円もつぎ込んで、ここのレンタル料だって安くないのに、計画が中途半端に終わるなんて」

「確かに、真香先生らしくないですね……」

　真香先生は有能すぎるくらいで、立てる計画は完璧なんだよ。

　実行の段階になって、溢あふれかえるポンコツパワーが頓とん挫ざさせるだけで。

　そのポンコツなところが可愛かわい──おっと。

　油断すると、真香先生を──になってしまいそうになる自分が怖い。

「じゃあ、彩さい木ぎくん。どうする？　おっぱい触ってみる？」

「いきなり雑な展開ですね！　しませんよ、そんなこと！」

　揉もみたいか揉みたくないかで言ったら──

　いいや、そんな二択が思い浮かぶことがよくない。

「さすが、数日後に三人分──おっぱい六つ揉めることが確定してると目の前のＥカップにもなびかないわけね。そうなのね」

「個数で言わないでください！　変なことなんてしませんよ！」

　しかも一人は小学五年生だってこと、忘れてない!?

「はぁー……やれやれ。わたしなんて、大金払って彩さい木ぎくんの目を楽しませるのが精一杯だわ。有能で優秀な藤ふじ城きさんも衰えたのかしら」

「やさぐれないでくださいよ……というか、そんな格好されるだけで刺激的すぎるんですけど……」

「ホントかしら。わたし、やれることはやりきったのかもしれないわ。あとはもう──いくところまでいくしかない……？」

　真ま香か先生はソファに寝転がり、両腕で胸を挟んで押し上げるようにしつつ、太ももも見せつけるようなポーズを取ってくる。

　うわぁ……胸がぐにゃりと変形している上に、ミニスカサンタ服の裾が持ち上がって、その下の黒いパンツがちらりと……！

「せっかく撮影スタジオを借りたんだから、撮影しておく？　いえ、それじゃ前に天あま無なしさんがやってたグラビア撮影の二番煎じね。わたし以外に女が七人もいると、誘惑のバリエーションを考えるだけでも一苦労だわ」

「ツッコミどころだらけですね……」

　真香先生以外の女ってなに？

　七人って、ＳＩＤシドは元メンバーも含めて五人なんだけど、もしかして天てん華かさんと縁えん里りまで含めてない？

　あと、誘惑じゃなくて教育だったはず……。

「でも、ちょっと意外ですね」

「はい？　なにが意外なの？」

「いえ、真香先生なら中途半端な計画を実行しなさそうなのに。もっと、ガンガン僕を追い詰めてくるかと」

「……言ったでしょう。忙しいのよ。準備する時間がなかったし、今日を逃したら遠出するのは無理だったの」

「追い詰められてるのは僕じゃなくて、先生ですね……」

　エッチな姿が、なんだか妖しい色気を帯びてきたようにも見える。

　生活に疲れた人妻に魅力を感じるようなもの？

　僕にそういう趣味はないはずだけど。

「もうクリスマスなのよね。春にやっと君に告白できたと思ったら、あっという間だったわ。彩木くんの二年生ももう終わりなのよね」

「……？　ええ、三学期は短いですからね」

　イベントといえば、ズレこんでしまった修学旅行くらいだ。

　それだって、生徒のほうはたいした準備はいらない。

　自由行動の予定を決める程度。京都で三泊四日なんて、たいした荷物も必要ない。

　手ぶらで行ってもいい──なんていうのは、軽く考えすぎかな。

「三学期が終わったら、三年生で──彩さい木ぎくん、高校の三年生はあっという間よ。わたしも一度経験してるんだから、保証できるわ。濃厚だけど、一瞬なの」

「一瞬……」

「高校の最終学年は三年生というより、その次の一年のための準備段階よ。旅行の前日がずーっと続くみたいなものなの」

「それは慌ただしそうですね……」

「だからね──わたしと君には、もう時間がないのよ」

「先生……」

　そんなこと、思いもしてなかった。

　高校生活はあと一年とちょっと。

　それは決して短い時間じゃなくて、まだまだ今の騒がしい毎日がずっと続くんだと思ってた。

　今年の春までの穏やかさとはまるで違う時間。

　僕は、真ま香か先生やＳＩＤシドメンバーとのドタバタが続いた春からの日々が決して嫌いじゃなくて。

　だけど、担任の先生がサンタコスで現れるような時間はそう長くないんだ──
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　クリスマス──とは、いったいいつのことを指すのか。

　イブもクリスマス当日も定義が明確に決まっているらしいけど、日本ではイブは二十四日の夜からという認識が大半だろう。

　少なくとも日本では、二十四日が本番という気がする。

　で、そんな二十四日こそが日本のクリスマス──と彩さい木ぎくん的に定義しておこう。

「はい、縫ぬい。成績表見せて」

「あ、あたしにもぷらいばしーが！」

　涙目で抵抗する縫。我が子のように成績表をかばっている。

　二十四日は聖せい華か台だいの終業式の日でもある。

　終業式と二学期最後のＨＲホームルームが終わると、教室は一斉に騒がしくなった。

　イベント山盛りだった二学期の終わりは、解放感もことさらに強い。

　ただし、一部にお通夜のような顔をしてる生徒がいるのは──ついさっき配られたばかりの成績表のせいだろうね。

「せ、せっかくのクリスマスなんだから、わざわざテンション落ちるものを見なくても。彩さいくん、そんなことよりあたしのよーつべ観みない？　この前、バズった動画がホーフクゼットーで──」

「それはあとでじっくり観るよ。僕は縫の師匠だからね、成績を確認する義務がある」

「いつから彩くんの弟子に!?　むー、彩くんは相変わらず優しそうな顔して、強引なんだもんなあ」

　ブツブツ言いながらも、縫は成績表を差し出してくる。

　無駄な抵抗をしつつも、基本的に縫は素直だから扱いやすい。

「ふうん……」

　男友達同士で成績表を見せ合うことはあったけど、女子に見せてもらうのは初めてかも。

　たまに、縁えん里りが見せびらかしたりしてたくらいか。

「へー、縫は運動できるんだね。体育は10か」

「ちょっと待って！　いきなり横に逸それると、あたしの成績がよっぽどヤバいみたいじゃん！」

「冗談だよ。文系は上がってるし、理数系は現状維持だね。悪くないんじゃない？」

「えっ？　そ、そう？　彩くんに教えてもらったのに、あんま変わってなくて、しばき回されるかなって」

「相変わらず、人を鬼みたいに」

　見せたがらなかったし、本人的にはあまりよくないと思ってるんだね。

「この成績なら進級は問題ないだろうし、三年になって大きく落ちなきゃ、大学への進学もできるんじゃない？」

「あっ、あー……ああ、そうだよね」

　いきなり、縫ぬいの目が泳ぎ始めたぞ。

「ん？　なに？　もしかして既に進級はあきらめてたとか？　まあ、留年しても美み春はるがいるから友達がいなくて困ることはないか」

「違うよっ！　進級はあきらめてなーいっ！」

　よかった、あまり志が低い人に教えてもどうしようもないからね。

　動揺してたところを見ると、まだ進級できるかどうかすら疑ってたのかな。

　春からこっち、縫の勉強を見てきたけど、やっぱり元々頭はそこまで悪くない。

　少なくとも、もう留年の心配はないし、春には一緒に三年生になれるだろう。

「ていうか、彩さいくんにまで怒られたくなーい！　このあと、ママに怒られパパに怒られ、お正月には一族郎党に怒られるんだから、それで充分すぎるよ！」

「一族郎党って。変な単語は知ってるね。あ、そういえば縫の家って……」

「ん？　あたしの家がなんじゃいの？」

「……いや、なんでもないよ」

　縫の言うとおり、プライバシーってものがある。あまり踏み込むべきじゃない。

　少なくとも、今の縫の態度を見る限りは複雑な家庭環境じゃないっぽい。

　ＳＩＤシドの新旧メンバーは詩し夜やちゃんは普通だけど、カレン会長は施設育ち、美春は両親不在、くーのところは母親が幼稚園児を騙だまくらかす不良先生──って、くーのとこも普通か。

「ねぇねぇ、ぬいっぴー。彩さい木ぎ先生のお説教終わったー？」

「もう行かないと遅れちゃうよ。ぬいちんに会うのを楽しみにしてる子たちが待ってんよ！」

「あ、ごめん、ごめん。じゃあ、彩くん、あたし行ってくるね。今日の予定は分刻みでさあ。パーティのハシゴなんだよ！」

「そ、そうなの？」

　まあ、縫は広く浅くの交友関係を持つリア充でもあるからなあ。

「大丈夫、女の子たちの集まりばかりだから。浮気の心配はないよ！」

「いや、付き合ってないから」

「ひどいっ、そんなズバリ言わなくても！　えーい、今日はやけ食いしてやる！　チートデイだ！」

「それは普段ダイエットしてる人の台詞せりふでは……ダイエットしてるの？」

「まさか。テスト勉強でストレスたまって、むしろいつもより食べてたよ！　夕食のあと、追いピザとかしてたね！」

「……確か、トレーナーさんついてたよね。食べすぎたら殺すって脅してくる人。その人は、知ってるの？」

「そんなのバレたら、殺されたあと、来世まで追ってこられるね！　おっと、もう行かなきゃ」

　そう言うと、縫ぬいはすっと僕の耳元に顔を寄せてきて──

「彩さいくん、またあとでね。あたしはトリだから」

「…………」

　ぼそぼそと囁ささやくと、縫はくるりと身を翻ひるがえして女子のみなさんと教室を出て行った。

　トリ、ね。今日のデートの順番、実は聞いてないんだけど、縫は最後らしい。

「そういえば、どうすればいいんだろう……」

　今の今まで具体的な話をまるで聞いてない。

　念のため、この前のお出かけで買ったクリスマスプレゼントは持ってきてるけど……。

「ん？」

　騒がしかった教室が、急にしーんと静まりかえった。

　なんだ……？

「来てる、あんたの女。驚きすぎて固まってる、みんな」

「……僕の女じゃないよ」

　近づいてきて、状況を教えてくれた天てん華かさんに答える。

　そりゃ、解き放たれた生徒たちも固まっちゃうよね……。

　教室の扉のところに──シスターさんがいる。

「邪魔するぞ。ああ、みんな、私のことは気にしないでくれ」

　そりゃ無理でしょ……。

　頭にかぶったベールに、長袖に足首まで隠すタイプのワンピース。

　見慣れた──というほど僕も見てない。

　僕が夏なつ風か邪ぜで倒れてお見舞いに来てくれたときと、施設にお邪魔したときくらいか。

「待たせたな、彩さい木ぎ慎まこと」

「……カレン先輩、どうしたんです、その服は？」

「一度帰って、着替えてから戻ってきたんだ。どうせおまえは、クラスでしばらくグダグダするだろうと思ってな」

「はぁ、そのとおりですけど……」

　僕じゃなくても、今日の放課後はしばらく帰らずにグダグダしてる生徒は多い。

　カレン先輩、ＨＲホームルームが終わってソッコーで帰ったのかな。

「なかなかのサプライズですね、先輩。まさか本当に着てきてくれるなんて」

「シスター服で入る許可は取ってあるぞ。先生に〝クリスマスに彩さい木ぎ慎まことをウチの修道院に連行して悔い改めさせます〟と言ったら、〝こっちからお願いしたい〟と懇願された」

「僕、そこまでの問題児なんですか!?」

　ちょっと、その教師の名前教えてほしい。

「お、おいおい……シスター見習いって噂うわさは聞いてたけど、なんだあのシスター服……」

「露出度なんてほとんどゼロなのに、クッソエロい……」

「カレン元会長は、私を百ゆ合りに目覚めさせるために天がつかわした存在なの……？」

　ああ、二学期終了なんてまったく関係ない理由で教室がざわめいてる。

　そうだよね、あのシスター服が妙にエッチに感じるのは僕だけじゃないよね。

「……ここの連中、妙なことで騒いでるな。貞てい淑しゆくと清せい貧ひんと従順を誓うシスターを前にして、罰ばち当あたりなことを考えてないか」

「間違いなく考えてますが……先輩、どうする気なんです？」

「先生に説明したとおりだ。今から、おまえを連行する」

「……改宗するまで火責め水責めで拷問するんですか？」

「その減らず口は改めるべきだな。いいから、来い。修道院で祈らせるわけじゃない。行き先はウチの施設だ。嫌とは言わないだろう」

「は、はぁ……」

　もちろん、ＳＩＤシドメンバーとのデートは約束していたことだから今さら文句はない。

　でも、行き先はカレン先輩が住んでる施設か……。

　修道院に併設されている養護施設で、カレン先輩や身寄りのない子供たちが暮らしてる。

「彩木、いいご身分。相変わらず、ハーレムでヘブン」

「……また新学期にね、天てん華かさん」

　ツインテールのちびっ子クラスメイトと年内最後の挨拶を交わす。

　カノジョ先生でもＳＩＤでもない天華さんとは、偶然でもない限り新学期まで会わないだろうからね。

　でも、なんで嫌いや味み言われたんだろ、僕……。

「貴き宗そう天華は機嫌が悪いな。あいつこそ修道院に来て、心を清めればいいのに」

　カレン先輩も不思議そうに天華さんの後ろ姿を見てる。

　天華さんが怖いのはいつものことだから、いいとして……。

　とりあえず、ＳＩＤのトップバッターがリーダーにして最強のカレン先輩とはね。







　カレン先輩が幼い頃から育った施設は、聖せい華か台だいからそう遠くない。

　当然ながら、先輩は徒歩で通学してるみたいだ。

　修道院に併設された施設を訪ねるのは、今日で二度目。

　聖せい華か台だいから数分歩くと、西洋風のお屋敷のような修道院が見えてきた。

　あの修道院の裏手に、二階建ての建物があって、そこでカレン先輩と十数人の子供たちが暮らしてる。

「ところで、カレン先輩。その格好、寒くないんですか？」

　カレン先輩は、いやらシスター服のみの格好で、上着も羽織ってない。

　夏に見たのと同じ格好──夏は暑そうだったけど、今は逆の印象を受ける。

「寒いに決まってるだろう。だが、前にも言ったとおり、シスターは夏でも冬でもこの服装だ」

「ドＭですね」

「性癖でこんな格好をしてるんじゃない！　いや、シスターのお姉ねえさまたちは冬になればコートくらい着てる」

「カレン先輩だけがドＭ……？」

「おまえ、前はもうちょっと可愛かわいげがあったぞ……私はあくまで見習いの身だからな。気を引き締めるために夏は暑さに、冬は寒さに耐えてるんだ」

「…………」

　カレン先輩の真面目まじめさが出ちゃってるんだろうなあ。

　風か邪ぜを引かなきゃいいんだけど。

「そういう彩さい木ぎ慎まことも寒そうだぞ。マフラーも手袋もしてないじゃないか」

「ああ、去年まで使ってたのダメになっちゃったんですよね。買い直そうと思ってるんですけど、詩し夜やちゃんに選んでもらおうとしたら、全然予定が合わなくて」

「……まあ、大学生も年末が近づけば忙しいんだろう。詩夜先輩、上う手まくやってくれたようだな」

「ん？　なんですか？」

　なんか今、ごにょごにょと付け足されたような……よく聞こえなかったぞ。

「なんでもない。ほら、入ってくれ」

　施設の門に着き、カレン先輩が鉄の門もん扉ぴを開いた。

「お邪魔します。あ、修道院のほうはイベントとかあるんですか？」

「イベントと言われると厳粛さのかけらもないな。ミサがあるが、夜だ。シスターのお姉さまたちは準備でバタバタしてるところだな」

「え？　カレン会長は手伝わなくていいんですか？」

「私は施設のほうでやることがあるからな。これは毎年のことだ」

「へぇ……」

　カレン先輩はドアを開けて中に入っていく。

「ウチは今、高校生は私だけだからな。ここの寮長みたいなものだから、施設のことは基本的に私に任されてる」

「あー、子供多いし、大変そうですね。瀬せ紀き屋やさんは来ないんですか？」

「来らい羽はは猫カフェのバイトだ。クリスマスは、〝予定が入らなかった、死んだ目をした女たちの接客で忙しい〟とか」

「クリスマスのねこらにゃって、そんなんなんですか……？」

　男どもも死んだ目でスマホいじったりゲームしたりしてるけどね！

　むしろ、アローン男のクリスマスのほうが悲惨まであるけどね！

「まあ、来羽はここを卒業した身だ。せっかくのクリスマス、外で楽しめばいい」

「…………」

　羨うらやんでるわけでも妬ねたんでるわけでもなさそうだ。

　瀬紀屋さんは養子として引き取られて楽しくやってるみたいだけど、カレン先輩とここの子たちはそれを素直に祝福してるんだろう。

　ねこらにゃでの死者の接客が楽しいかはともかく。

「ここだ。ロビーと呼んでるが……リビングだな」

「わー……すっごいことになってますね」

　そこは、ソファやＴＶテレビが置かれた広い部屋。

　前にこの施設を訪ねたとき、ここでちびっ子たちに絡まれたんだっけ。

　でも、あのときとはまったくといっていいほど様子が違う。

「ウチはクリスマスは本気を出すからな。何日も前から全員総掛かりで飾り付けをするんだ」

　そう言ってるカレン先輩は、どこか誇らしげだ。

　ロビーには折り紙でつくった輪飾りや、Ｍｅｒｒｙ　Ｃｈｒｉｓｔｍａｓと大きく書かれた看板、電飾まで飾られてる。

　大きなクリスマスツリーも置かれ、そちらもバッチリ飾り付け済みだ。

　カレン先輩が、元気なちびっ子たちに手を焼きながら、飾り付けの指示を出している光景が目に浮かぶ。

「ウチでは昼間にパーティをやって、夜はみんなでミサの裏方に回るんだ。ちびたちももうすぐ学校が終わって帰ってくるだろう」

「あの、カレン先輩？　クリスマスデートっていうのは……」

「デートというのとは少し違うかもしれないが、彩さい木ぎ慎まことにもここのパーティに参加してもらいたい。どうだ？」

「あー、なるほど」

　なんで施設に連れてこられたのかわからなかったけど、そういうことか。

「このほうが気楽でいいですね。ここのちびちゃんたちにも久しぶりに会いたいですし」

「ふふふ、ちびたちのオモチャにされたあとでも気楽にしていられるかな……？」

「…………」

　そうだった、真面目まじめなカレン先輩と違って、ここのちびっ子たちはちょっとばかり──

「あーっ、カレン姉ねえちゃんの彼氏がまた来てる！」

「もしかして、ちゅーしてた!?」

「今日こそこいつを逃がすな！　姉ちゃんの最初で最後の彼氏だぞ！」

　噂うわさをすればなんとやら……唐突にちびっ子たちがロビーに現れ、ぎゃーぎゃーと騒ぎ始めた。

「よし、行ゆき永なが、珠たま、士し郎ろう、そこに並べ。特に士郎、おまえは何度吊つるし上あげられても懲りないようだな……」

「うえぇぇぇっ、彼氏の兄にいちゃん助けて！」

　士郎と呼ばれた子が、ささっと僕を盾にする。

　この子、前に僕が来たときもいらんこと言って、カレン先輩に怒られてたような。

「いや、僕は彼氏じゃないよ。カレン先輩の後輩だよ」

「コーハイ？　カレン姉ちゃん、ショタに目覚めたんじゃないの？」

　今度は、珠って女の子が妙なことを……。

　どう見ても小学三年生くらいなのにいらん知識を持ってる。

「……カレン先輩。どうも、ここでは個性的な子たちが育つようですね」

「私も含められてるようで反論したいが、反論できないな……」

　まあ、元気に育ってるのはいいことだよね。

　カレン先輩も元気に発育いいしね。

「……おまえ、なにか主しゆに背くようないかがわしいことを考えてないか？」

「いいえ」

　きっぱり嘘うそをつく僕。神をも恐れないね。

「わーっ、例のショタ兄ちゃんがいるーっ！」

「カレン姉ちゃん、お姉さまたちが忙しい隙にオトコ連れ込んでるーっ！」

「院長があんま着るなって言ってるシスター服も着てるっ！　もしかしてショーブ下着もつけてるの!?」

「……また増えた」

　今度は五人ほどのちびっ子たちが、ロビーでわいわいと騒ぎ始めた。

　もっと増えそうだし、今日は昼からにぎやかになりそうだ……。







　今さらながら、この修道院併設の養護施設は〝愛と祈りの家〟というそうだ。

　最大で二十人の子供を預かることができて、今は十五人。

　カレン先輩が最年長で、唯一の高校生。

　前に聞いたとおり、中学生以上の男子はいないらしい。

「ほらほら、慎まこと兄にいちゃん、これも食べて」

「あ、慎兄ちゃん、グラスがカラだよ。どんどん飲んで飲んで」

「こら、珠たま。もっと慎兄ちゃんにくっついて！　お酌もしてあげるのよ！」

「……………………」

　愛と祈りの家の子供たちが全員、学校から帰宅して一時間後。

　ロビーのテーブルには料理や飲み物が並び、席についた子供たちは楽しそうに飲み食いしている。

　フライドチキンとローストチキンがメインで、サンドイッチやグラタンなど子供が好きそうな料理もたっぷり。

　僕の左右にはさっきの珠という子と、別の女の子がはべるようにして座り、元気な男の子たちが次々と料理を僕の皿に盛ってくれる。

　なんなの、このサービスは。

　というか、小学生女子をはべらせることが僕へのサービスになると思ってるのかな、この子たちは。

「ははは。彩さい木ぎ慎、ずいぶんウチのチビたちに気に入られたようだな」

「……そうなんですかね」

　テーブルを挟んだ正面に、シスター服姿のままのカレン先輩が座ってる。

　料理の大半はカレン先輩がつくったものだ。

　ついさっき、ここのキッチンで料理したばかりのもの。

　僕も手伝おうとしたのだけど、先輩は〝客に手伝いなどさせたらお姉ねえさまたちに叱られる〟と断固拒否してきた。

　キッチンでは、カレン先輩の指揮下で子供たちもめまぐるしく動き回り、見事なコンビネーションで働いてた。

　うん、あの中に異分子がまざると逆に邪魔になるかもね……ということで、完全にお客様に徹することになった。

　そして、カレン先輩と子供たちが用意した料理をごちそうになってるわけだ。

「ここの子たちは、よく働くんですね。ウチの妹にも見習わせたいですよ」

「冬休みの間だけでも、彩木美み春はるをここに預ければ鍛えてやるぞ」

　カレン先輩は、くすくすと笑ってる。ずいぶん機嫌がよさそう。

　学校でのカレン先輩とかなり違うなあ。すっごくリラックスしてるというか。

　こんなに気が緩んだカレン先輩を見るのは初めてかもしれない。

　いつものキリリとしてるカレン先輩もいいけど、十代の女の子らしい無邪気な笑顔は凄すごく新鮮で和んでしまう。

「な、なんだ？　なにを人の顔をじっと見てるんだ？」

「あ、ああ。すみません。カレン先輩もそんな風に笑うんだなあと思って」

「……べ、別にいつもと変わらないだろう。私だって人間なんだから、笑いもする。そんなことはいいから、どんどん食べろ。料理を余らせることは許されないぞ、ここでは」

　カレン先輩は顔を赤くして、僕の皿に切り分けたケーキを載せてきた。

　照れなくてもいいのになあ。

　自宅で素の顔を見せてるカレン先輩を見たのは、聖せい華か台だいでは僕一人だけかも。

「うん、美お味いしいです。もしかして、このケーキも手作りなんですか？」

「ああ、ブッシュ·ド·ノエルだ。フランスのクリスマスケーキはこれが正式なものなんだ。フランス出身のシスター直伝だぞ」

「へぇー」

　丸太みたいな形をした上品な茶色のケーキは、見たことはあったけど、食べるのは初めてだ。

　ウチでは美み春はるの好み最優先で、クリスマスは苺いちごのショートケーキだからなあ。

「なにかと思いましたけど、見たままチョコレート味なんですね」

「だいぶ甘めの味付けにしてるがな。あ、こら！　人の分まで横取りするんじゃない！　ほら、私のを分けてやるから──」

　なるほど、甘めに味付けしたブッシュ·ド·ノエルは小さい子たちにも好評みたいだ。

　みんな、凄い勢いで食べて、隙あらば別の子のケーキまで奪おうとしてる。弱肉強食だなあ。

「美春も気に入りそうな味ですよ。ウチも来年から、このケーキにしてみますかね」

「じゃあ、慎まこと兄にいちゃんもカレン姉ねえちゃんと一緒にここでつくればいいよ！」

「ばーか、カレン姉ちゃんは大学行くから、来年はいないの！　遂ついにあたしの天下なんだよ！」

「えーっ、いろは姉ちゃんの料理、クッソ不ま味ずいからなあ……」

　いろはちゃんは、中学生の女子。カレン先輩に次ぐ年長者らしい。

　そのいろはちゃんは生意気な口を叩たたいた男の子の頬ほおを引っ張ってシバきつつ、カレン先輩からケーキ作りのコツを聞いてる。

　ああ、そうか……この施設にいられるのは高校生まで。

　来年のクリスマスに、カレン先輩はここにいないのか……。

「あれ？　といっても、先輩は聖せい華か台だい大学に通うんだから、そう遠くに住むわけじゃないでしょ？」

「あ、そっかー！　そっかー……あたしの天下は来ないのか……結局、天下を獲とりそびれた黒くろ田だ官かん兵べ衛えの気分だー……」

「君、歴れき女じよなの？」

　カレン先輩も歴史好きみたいだしね。

「待て、いろは。官兵衛は持ち上げられることが多いが、現実的に天下を獲るのは不可能だっただろう。戦力が乏しすぎる上に、大名たちを従える名目もない。それならまだ三みつ成なり政権のほうが可能性が高かったくらいだ」

「いやいや、カレン先輩！　クリスマスパーティで真面目まじめに歴史談義をされても！」

　ほら、小学生のちびっ子たちは一ミリも興味なさそうだし！

「ああ、そうだったな。よし、次のチキンがそろそろ焼き上がる頃だな」

「さらに追いチキン!?」

　正直、僕かなり満腹になってきてるんですけど！

　でも、子供たちはやっほぅと大喜びしてる。ここの子たち、よく食べるんだな。

「……よし、やっぱり僕にも一品つくらせてください。僕の料理も、みんなに食べさせたいんですよ」

「おーっ、慎まこと兄にいちゃんが早くもカレン姉ねえちゃんの胃袋を掴つかみにきた！」

「たまにはヨソの味もいいね！　兄ちゃん、腕前を見せてもらおうか！」

「果たして、私らの舌を満足させられるかな？」

「任せて、味にうるさい妹の面倒をずっと見てきた僕を舐なめないでほしいね」

　美み春はるはインスタント大好きだけど、料理の好みはうるさいんだよ。

「お客を働かせるのは気が進まないが……どうしても彩さい木ぎ慎がやりたいなら、腕を振るってもらうか」

「はい、先輩」

　カレン先輩に案内してもらって、キッチンへ。

　クラシックでだいぶ使い込まれてるけど、隅々まで清潔にされている。

「すまないな、古い設備で。お姉さまたちもリフォームしたがってるんだが、先立つものがなくてな」

「いえ、全然使いやすそうですよ。道具も借りていいですか？」

　カレン先輩からエプロンを借り、丁寧に手洗いしてからさっそく調理を始める。

　ついでに、先輩に子供たちの好き嫌いも確認。

　どうやら子供たちは好き嫌いなく育っているようで、意外と和風料理なんかも好みらしい。

「チキンもまだいっぱいありますし、わさび醤じよう油ゆの鶏とり肉にくソテーにしますね。美み春はるも僕の分までペロリとたいらげるほど好物なんですよ」

「おまえは、妹を甘やかしすぎじゃないか……？」

　まったく反論できないけど、笑ってごまかしておこう。

　レシピを暗記してる料理なんで、手際よくつくっていく。

　うん、包丁も年季が入ってるけど、きちんと研いであってよく切れる。

「なんだかんだで、料理ができる男子は聖せい華か台だいでは珍しいだろうな。彩さい木ぎ慎まことは、やはり変わってる」

「必要に駆られただけですよ。インスタントに逃げることも多いですしね。ウチの家事はそこまで大変でもないんですよ」

　美春は三人分の面倒くささを持つ妹だけど、あまり動き回らない分、意外と手がかからない。

　これだけ大勢のちびっ子たちの面倒を見るなんて、僕には無理だ。

「……すまないな、彩木慎」

「え？」

「クリスマスデートと言っておいて、ウチのちびたちの面倒を見させて」

「いえ、僕は本当に気楽でいいくらいですが」

「おまえはひねくれ者のくせに、妙なところでお人ひと好よしだな」

　カレン先輩は、くすりと微笑ほほえむ。

「私も精一杯オシャレして、華やかなイルミネーションの街を歩いてみたくもあったが、それは陣じん所しよカレンらしくない気がしてな」

「あー……死ぬほど似合いませんね」

「人がちょっと謙遜したら、追い討ちか!?　似合わないということはないだろう！」

「じょ、冗談ですよ。カレン先輩だったら普段着でも目立ちまくりです。その辺のカップルの男たちがカレン先輩に見とれちゃって、何組ものカップルをクリスマスに破局させちゃいますよ」

「そこまで言われると、むしろ私が悪魔のようだな……」

　それも冗談なのに……愛と祈りの家で、そんな人殺しみたいな目はダメじゃないかな。

「まあ、いい。めでたいクリスマスだ。多少の暴言は許そう。だが……私らしいところを見てほしかったのは本当のことだ」

「……ええ、今は先輩って呼んでますけど……やっぱり、僕にとっては〝カレン会長〟なんですよ。みんなから尊敬されて、ちょっと怖くて、でも美人で賢くて頼りになるカレン会長なんです」

「お、おまえ……とんでもない暴言を吐いたと思ったら、今度はそんな……や、やめろ、恥ずかしすぎる……！」

　カレン会長──じゃない、先輩はぷしゅーっと頭から湯気が立ちそうなくらい真まっ赤かになって、しゃがみ込んでしまった。

　僕、そんなに変なこと言ったかな……？

「ちょ、ちょっとちびたちの様子を見てくる！　火の扱いだけ注意してくれ！　あ、刃物にも気をつけろ！　なにかあったらすぐに私を呼べ！」

「…………」

　カレン先輩、ロビーに戻っちゃったよ。

　面倒見がいいというか……過保護？　放任両親のもとで育った僕には新鮮だなあ。

「おっと、料理、料理。みんなまだまだ食べそうだし、早く用意しないと」

「慌てなくても、ウチの子たちはみんな〝待て〟ができますよ」

「そんな、犬じゃないんですから──って、誰!?」

　いつの間にか隣に──カレン先輩と同じシスター服を着た女の人がいた。

　妙に背が低くて、百五十センチもないんじゃないだろうか？

「シスター·エヴァです。エヴァちゃんと呼んでください」

「エ、エヴァちゃん？」

　どう見ても日本人じゃなさそうだ。

　フランス系のシスターがいるとか言ってたけど、この人のことかな？

　瞳はブルー。長い髪は亜麻色というのか、薄い茶色で、後ろでまとめてる。

「あなたが、カレンさんがいつも話している後輩の子ですね。慎つつましさを中等部に置いてきた、成績最悪の割におっぱいの大きさだけは一丁前という」

「それは別の後輩です！」

　僕のどこにおっぱいがあるの!?

　ていうか、カレン先輩の縫ぬいへの評価、ひどいな！

「あ、そうなんですか？　では、成績は人並みでも教師への反抗心では誰にも負けない、聖せい華か台だいのレジスタンス、生意気ショタの彩さい木ぎ慎まこととはあなたのことですか？」

「なんです、その選手紹介みたいな……」

　絶対、カレン先輩の話以外に情報ソース持ってるよ、この人。

　ここの修道院、聖華台から近いし、生徒か教師に知り合いがいるんだろうね。

「ああ、私は聖華台の教頭先生とは猫仲間なんですよ」

「猫仲間とは」

　まさか、聖華台の影のボスとお友達だったなんて。

　このエヴァさん、まだ二十代前半くらいにしか見えないけど、もしかしてもっとお歳としを召しているんだろうか？

「それはともかく……カレンさんと仲良くしてくれてありがとう。あなたは、中学時代のカレンさんを救ってくれた方でもあるんですよね」

「はぁ、それほどのことはしてませんが……」

「いいえ、私たちはカレンさんに悪魔が取とり憑ついたと大騒ぎするばかりでした。まあ、少し前にも悪魔が戻ってきたようでしたが」

「そんなこともありましたね……」

　カレン会長ご乱心キラキラ金髪事件は、未いまだに校内でも語り草だ。

「その悪魔を祓はらったのが彩さい木ぎさんなのでしょう。どうです、ウチの修道院に入りませんか？　入るだけならタダですよ？」

「女子修道院にナチュラルに誘わないでくれます？」

「ですが、彩さい子こちゃん──」

「彩子ちゃんは二度と登場しません！　お亡くなりになりました！」

　くそっ、この人マジでいらんことを知ってる！

「大丈夫です、ジャンヌ·ダルクは男装した罪で処刑されましたが、ウチの修道院では女装を許しましょう」

「凄すごい権限持ってますね……」

　ここの院長さんに至っては、十字軍も発動できるんだっけ。

「愛と祈りの家にいる子たちは、少なからず問題のある環境にいました」

「え？」

「カレンさんもそうです。もちろん、私の口から勝手に詳しいことを話すわけにはいきませんが」

「……ええ、身寄りがないとは本人から聞いていますが」

　カレン先輩も隠すつもりはなさそうだけど、積極的に話す気もないみたいだ。

　僕もわざわざ聞き出そうとは思わない。

　ついカレン先輩をからかっちゃうけど、無神経にはなりたくない。

「私はここと同じような施設をいくつか見てきました。中には、将来に希望を持てずに投げやりになってしまう子も少なくありません。中学時代のカレンさんのように」

「……でも、先輩は努力して希望を見つけました」

「そうです、私が見てきた中でもカレンさんは一番の努力家です。聖せい華か台だいのような学校でトップに立つのは生半可な努力では無理でしょう」

　あまり努力してるように見えなくても、一年生でトップを獲とってる身内はいるけど──まあ、アレは特殊だろう。

「今、あなたが言ったとおりなんです。私は、ここの子たちに希望を見つけてもらいたいのです。どんな形でもいいから、この家を出て、幸せを掴つかむための希望を」

　エヴァさんは心の底から、愛と祈りの家の子供たちのことを想おもってるんだろう。

　実の子と同じ──いや、それ以上の愛情を注いでるんだろうな。

「カレンさんが掴つかんだ希望は、とても大きなものです。もしかすると、彼女ですら持て余してしまうかもしれません。悲しいことですが、この家の子たちは希望に慣れていないのです」

「…………」

　カレン先輩も含めて、みんな同じ年頃の子たちとなにも変わらないように見える。

　でも、僕の目に見えないものが、ずっと一緒に暮らしてるシスターには見えているのかもしれない。

「……僕はエヴァさんほどカレン先輩のことをわかってないと思います。でも、僕が知ってる〝カレン会長〟は持て余すほどの希望をさらに大きくふくらませて、すぐに手の中に収めちゃうような人です」

「わかりました。彩さい木ぎさんとカレンさんの結婚式は私に任せてください」

「話が飛躍した!?」

　僕はカレン先輩を褒めただけで、生涯添い遂げたいとは言ってないよ！

「ウチの修道院は小さいですが、結婚式も挙げられるんですよ？」

「そういう問題でもないです！」

「……まさか、ウチのカレンさんをスナック感覚でつまんだんですか？　ヴァージンロードを清らかな身体からだで歩けとは言いませんが、責任は取ってもらわないと──」




「だーっ、そこまで！　院長、いったいなんの話をしてるんですか!?」




　ドタバタとキッチンに駆け込んできたのは、もちろんカレン先輩だった。

「カレンさん、立ち聞きは品がよろしくないですね。私の教育が疑われるでしょう」

「スナック感覚なんて言葉も上品とは思えませんが……私はつままれてません！　彩木慎まことがドン引きしてるでしょう！」

「……えっと、シスター·エヴァさん？　え、院長って……？」

「さっき申し上げたとおり、私はここの院長でもあるんですよ」

「言ってなーい！」

　めっちゃ若いから、カレン先輩とそう変わらない立場の人かと思ってたよ！

　そういえば、カレン先輩が頻繁に〝さばけてる〟って言ってたな。

　確かに、そういう感じの人だけど。

「院長、心配してもらうのはありがたいが、彩木慎に余計なことを吹き込まなくていい！　ちょうど料理ができてるから、食べていったらどうですか！」

「えー、でもまだみんな働いてますし。私は愛と祈りの家の責任者として様子を見にきただけですから。あと、ついでに若い子にちょっかいを」

「だから、それがダメなんです！」

　カレン先輩が、エヴァさんの背中をぐいぐい押してキッチンから追い出そうとしてる。

　エヴァさんの年齢は謎だけど、もしかすると育ての親みたいなものかな……？

「ねえ、カレンさん。いつもの姿を見せたいっていうのはあなたらしくて好きですが、本当にそれだけでいいんですか？」

「……………………」

　カレン先輩の動きが、ぴたりと止まった。

　さすがに育ての親──エヴァさんの言葉は重たいようだ。

「……彩さい木ぎ慎まこと。食事が終わったあと、少し時間をもらえるか？」

「は、はい」

　僕が頷うなずくと──また、カレン先輩の顔が真まっ赤かになってしまう。

　動揺している僕ら二人を見て、エヴァさんは満足そうに頷いた。







　一〇分だけ──という条件で、シスターさんたちが修道院を空けてくれた。

　もちろん、クリスマスイブを控えた今日は修道院は悪夢のように忙しいはず。

　その貴重な一〇分を割さいてくれたシスターさんたちには心から感謝したい。

「ようこそ、彩木慎。おまえが、ここに来るのは初めてだな」

「教会──いえ、修道院でしたね。僕には一生縁のない場所だと思ってました」

　僕とシスター服姿のカレン先輩がいるのは、修道院の──結婚式なんかでよく見る席がずらっと並んでその奥に祭壇みたいなのがある礼拝堂だ。

　静せい謐ひつというか厳粛というか、信心深くない僕でも怯ひるんでしまう空気が漂ってる。

「院長の言うことにも、一理ある。せっかくのクリスマスに、私の平凡な日常を見せるだけでいいのかとな」

「……僕は楽しかったですよ。ちびっ子たちもちょっとうるさ──いえ、騒がしいけど、いい子たちですし」

「あまり言い直せてないぞ。だが、いい子たちだと言ってくれてありがとう。私にとっては可愛かわいい弟と妹たちだからな」

「ええ、先輩によくなついてるのもわかりますよ。僕がここの子だったら、先輩から離れようとしなかったかも」

「うっ、彩木慎をトロトロに甘やかしまくる生活……や、やめろ！　この神聖な場所で悪魔のような誘惑をするな！」

「僕、そんなに変なこと言いましたっけ？」

　お世辞じゃないけど本心を言っただけなのに。

　僕、家では甘やかす側だったからなあ。詩し夜やちゃんは甘やかすタイプじゃなかったしね。

「ああ、そんな話はいいんだ。なにしろたった一〇分しかない」

「ここでなにをするんですか？　ま、まさか結婚式……!?」

「そんなわけあるか！　言っておくが、私はおまえの周りにいる女たちの中では一番の常識人だからな！」

「はぁ……」

　いや、真ま香か先生だって常識は知ってるんだよ。

　僕と二人のときは、その常識を覆くつがえすことに心血を注いでるだけで。

「だいたい、彩さい木ぎ慎まことはまだ十七だろう。法的に結婚は不可能だ」

「そんな真面目まじめに返されても……カレン先輩らしいですけど」

　年齢の問題がクリアされたら、結婚を迫られるんだろうか……？

　僕の人生、普通では経験しないことが起こりすぎて、笑い飛ばせない。

「結婚はできないし、私は見習いとはいえシスターだ。唇以上のものを捧ささげるわけにもいかない」

「…………」

　唇ならオッケーというのは謎基準だなあ。

「だが、この記念すべき日に──おまえにだけ捧げたいものがあるんだ」

「さ、捧げるって……？」

「あ、あまりこっちを見るな！　見せるかどうか迷っていたが……やるしかない！」

　カレン先輩は顔を真まっ赤かにすると──なにを思ったか、着ていたシスター服をばっと脱ぎ捨てた。

「なっ、なにしてるんですか、会長!?」

「お、おい、動揺しすぎて、呼び方が戻ってるぞ。頭がおかしくなったわけじゃない！　こっちを見ても大丈夫だ！」

「ど、どっちなんですか……ああ、よかった。全裸じゃない……」

「おまえは私をなんだと思ってるんだ!?　全裸を公開したことなんてないだろう！」

　そういえば、カレン先輩の裸は見てないなあ……ギャルだったＪＣ時代から、きわどい姿は何度か見たけど。

　それはともかく、カレン先輩は──黒のドレス姿になっていた。

　華きや奢しやな肩も豊かな胸の谷間もあらわで、スカートは足首まで届く長さ。

　いやらシスター服もなかなかだけど、このドレス姿はそれ以上に……。

「ど、どうだろうか？　ウチのお姉ねえさまからのお下がりなんだ……ちょ、ちょっと扇せん情じよう的てきすぎないか？」

「確かにエロすぎますね」

「直球に言い直すな！　や、やはりそうか……サイズはぴったりなんだが、胸だけ少しキツいし……」

　カレン先輩は無防備に胸元をいじったりして、さらに白い胸がチラ見してる。

　もしかして、ブラつけてないのでは……ノーブラは初期の真ま香か先生だけで充分なのに。

「き、気にするな。せっかくのクリスマスにシスター服は野や暮ぼだと、お姉ねえさまたちに着せられてな……」

「ずいぶん理解のあるシスターさんばかりなんですね、ここ……」

　神聖な衣装じゃないの、シスター服って？

「それに、ちょっとシスター服ではやりにくいからな……」

「な、なんの行為に及ぶ気ですか？」

「とんでもない誤解をしてないか、おまえ。違うぞ、いいから……その辺に適当に座れ」

「はぁ……」

　抵抗せずに、僕は近くの席に座る。会かい衆しゆう席せきとか言うんだっけ？

　木製の椅子は、ひんやりしてる。この修道院、エアコンは入ってないみたい。

「ん……？」
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　椅子の冷たさに驚いていた間に、カレン先輩が移動していた。

　壁際に置かれていた──オルガンの前に座ってる。

「カレン先輩……？」

「いつもの減らず口はやめて、黙って聞いていろ」

　カレン先輩は少しだけ顔を赤らめて言うと、オルガンに手を伸ばしてから、すうっと息を吸い込んで──

　オルガンの甲高い音色が響き始めた。

　シスターさんたちがさばけた性格でも、演奏者がエロすぎるドレスを着ていても、やはりこの修道院には神聖な雰囲気が漂ってる。

　その神聖な修道院で鳴り響く綺き麗れいなメロディは──やはり美しく透き通っていて。

「へぇ……」

　賛美歌でも演奏するのかと思いきや、意外にも誰でも知ってるようなクリスマスソングだった。

　雨が雪に変わったり、一人きりのイブだったりするアレだ。

　それが終わると、次は──外国の有名なクリスマスソングが始まった。

　去年のクリスマスに恋人に捨てられちゃったけど、なんとか立ち直ってみるよ！　みたいなアレだ。

　カレン先輩は、力強いタッチでよどみなく演奏していく。

　さらに──とある邦画で使われた曲で、死ぬほど有名なピアノ曲が流れ始める。

　オルガンで弾いても、その綺麗なメロディは少しも損なわれてない。どこかせつなくて、聴いているだけで胸が潰れそうな──

　そこから続けて、カレン先輩は去年流は行やったポップなクリスマスソングも演奏して──

　最後に日本の有名な女性シンガーが昔歌った、サンタクロースが来ると隣のお姉ねえさんがどうとかの曲を演奏した──しかも歌付きで。

　カレン先輩の歌なんて聴いたのは、初めてだ。

　生徒会長として、体育館の壇上から何度となく響かせた声。

　よく通る声なのは知ってたけど、歌声はこんな風に響くのか……。

　カレン先輩の歌声と演奏が静まりかえった礼拝堂に流れて──ゆっくりと終わっていった。

「……ふう」

　カレン先輩が鍵盤から手を放し、今度は深く息を吐き出した。

　僕は立ち上がり、その場でパチパチと拍手を贈る。

「先輩、オルガン弾けたんですね。そんな特技があるなんて知りませんでした」

「それはそうだろう。一年の芸術選択では音楽じゃなくて書道を選んでいたし、聖せい華か台だいでは誰も知らないだろうな」

「え、そんなに弾けるのになんでですか？」

　聖せい華か台だい高等部では、一年生だけ芸術系の授業があって、音楽·美術·書道から選ぶ。

　ちなみに僕は「楽そう」というだけで書道を選んだ。妹も僕に続いてる。

「私の音楽は自己流だ。オルガンも基礎をお姉ねえさまたちから習った程度だからな。聖華台には幼い頃からピアノを習ってた生徒も多い。彼らと比べれば、私の演奏なんて児じ戯ぎに等しい」

「そんなことないですよ。正直、感動するレベルでした」

　前に真ま香か先生の演奏を聴いたけど、あのとき以上かも。

　もっとも、真香先生は長いことブランクがあったみたいだけど。

「うっ……おまえ、どうしてたまにそうストレートになるんだ。ひねくれ者のくせに、褒め言葉だけは素直って、おかしいだろう……」

「そんなことで文句を言われても。でも、修道院で聴く音楽はまた別物ですね」

「流は行やりのポップソングなんて演奏するものじゃないがな。院長が許可してくれたが、ウチは特別だ」

　定められた曲以外は演奏しちゃダメ、とか決まりがあるのかな。

　でも、たとえバチが当たるとしても先輩の演奏を聴けてよかったなと思う。

「だから、今の演奏は聴かなかったことにしてくれ。彩さい木ぎ慎まことの胸にだけ納めておいてほしい」

「……先輩がそういうなら、誰にも言いませんよ。でも、聴かなかったことにするのは無理ですね」

「たまには、可愛かわいいことも言うな……じゃあ、なかったことにしなくていいから……」

　カレン先輩はオルガンの前を離れて、僕の前まで歩いてきた。

　それから──オルガンのそばに置いていたらしい、紙袋からなにかを取り出した。

「これは口止め料だ。おとなしく受け取れ」

「……素直じゃない渡し方ですね、カレン先輩。ありがとうございます」

　カレン先輩が取り出したのはあたたかそうなニット帽で、そのまま僕の頭にかぶせてくれた。

「見習いの仕事で、少しもらったお金があったんだ。だからあまり高いものじゃないが」

「そんな大事なお金を……」

「大事な金だから、彩木慎へのプレゼントのために使ったんだ。どうだ？」

　僕は、くいくいとニット帽を引っ張って軽く調整してみる。

「うん、あったかいですね。実はここ、寒いなと思ってたんです」

「エアコンをつけても神の教えに背くわけじゃないんだがな。院長は、つけたがらない」

「まあ、わかる気はしますね……ニット帽、買おうと思ってたんですけど、詩し夜やちゃんが買い物に付き合ってくれなかったんで、ちょうどよかった……って、もしかして詩夜ちゃんと結託してました？」

「どうせなら、彩さい木ぎ慎まことがほしがってるものをあげたかったからな。詩夜先輩が協力してくれた」

「……騙だまされましたよ」

　詩夜ちゃんが買い物に付き合ってくれなかったのは、僕に帽子を買わせないためだったのか。

　あのお姉ねえさん、後輩の面倒見いいなあ。

「じゃあ、カレン先輩。僕からはこれを」

　僕はカバンから、小さな包みを取り出して先輩に手渡す。

「私には気を遣わなくてよかったのに。でも、ありがとう。開けてもいいか？」

　僕が頷うなずくと、カレン先輩は包みから小さな瓶を取り出した。

「すみません、そんな有名なヤツじゃないんですが……」

「香水か。こんなのもらったの、初めてだ。耳の後ろ……いや、手首でいいのか？」

「好きなほうでいいと思いますよ」

「そ、そうか……」

　カレン先輩は不慣れな手つきで、プシュッと香水を手首につけた。

　ふんわりと甘酸っぱい香りが漂ってくる。

「なにを贈るか迷ったんですけど……カレン先輩はもうすぐ大人おとなですし。こういうのが似合うかなと」

「……彩木慎にしては、意外なくらいに気が利いてる。うん、いい香りだ」

「それと……すみません、一応言っておきます。真ま香か先生に相談して選んだんです」

「……ははっ」

　カレン先輩は、乾いた苦笑いを浮かべる。

「そんなことバカ正直に言う必要はない。彩木慎らしいといえば、らしいがな。私は気にしないが、他の女の子は違うかもしれないぞ？　黙っておけばいい」

「はぁ……そ、そういうものですか」

　真香先生に相談はしたといっても、最後にこの香水に決めたのは僕だから、言わなくていいかとも思ったけど。

　というか僕のセンスで選んだから、正直ドキドキしてた……。

　気の利いた言葉を添えられたかわからないけど、喜んではもらえたかな。

「大事に使わせてもらう。ふふ、香水なんてガラじゃないが、悪くないものだな」

「ガラじゃないと思ってるのは先輩だけですよ。あ、でも大学デビューはできれば控えてもらえれば……」

「それは私としても控えたいところだな。なにしろ、大学デビューをイジられまくっている人がいることだし」

「そんな人詩夜ちやんがいますね」

「もうイメチェンはこりごりだからな。しかし……私がクリスマスに香水をもらうなんてな。こんな普通の女子みたいなこと、私には起きないと思ってた」

「先輩は……少し変わってますけど、僕にとっては綺き麗れいな年上の女の子ですよ」

「だから、そういうことを──いや、嬉うれしい。嬉しいよ、彩さい木ぎ慎まこと」

　カレン先輩は顔を真まっ赤かにしながら、にっこりと笑ってくれた。

「ＳＩＤシドをつくったときは、自分が恋愛のための組織を結成するなんてとんでもないことだと迷いもあったが……本当にＳＩＤがあってよかった。天あま無なし縫ぬい、彩木美み春はる、神しん樹じゆ無む垢く、京けい御み詩し夜や先輩。抜けた二人も含めて、みんながいてくれてよかった。みんなで彩木慎を好きになってよかった」

「……せ、先輩もかなり恥ずかしいことを言ってますよ」

　ＳＩＤには困惑させられっぱなしだけど、みんなに好かれるのは悪い気はしてない。

　もちろん、目の前にいる黒髪が綺麗な先輩に好かれるのも──

「前に、少しだけ話したことがあったな。今年のバレンタインに、天無縫たちと出会って──おまえに会えなくて。あのバレンタインがあったから、今日のクリスマスがある」

「そういえば……」

　ＳＩＤ結成の話、前にちらりと聞いてそのままだったな。

　きっかけが気にならないでもなかったけれど、昔の話より今グイグイ来るＳＩＤに圧倒されて、それどころじゃなかった。

「バレンタインの話はたいしたことじゃない。ただ、勇気を出せなかった四人の女子が、たまたまお互いの気持ちを知ったというだけのことだ」

「は、はぁ……」

「あのバレンタインから一年も経たってないんだな。だが、短い時間ではなかった。まさか、クリスマスになって──」

「……カレン先輩？」

　カレン先輩は突然口を閉じて、天井を見上げてしまう。

　どうしたんだろう、やっぱり神聖な場所でポップなクリスマスソングを演奏したことを気にしてるんだろうか。

「彩木慎」

「はい？　どうし──っ!?」

　カレン先輩は、すっと僕の頬ほおを掴つかむと──そのまま唇を重ねてきた。

　ふわっ、とカレン先輩の髪の香りと、一瞬あとで香水の香りが追いかけてくる。

「…………急にすまない」

「あ、あの、ここでキス──こんなことして大丈夫なんですか……？」

「そうだな、誓いのキスでなければよろしくはないだろう。だが……許されると思ってる。そう思いたい」

「カレン先輩……？」

　カレン先輩の表情は真剣そのもので──どことなく、苦さまで感じさせる。

「本当にすまない。だが──」

　カレン先輩は、ぎゅっと僕に抱きついてきた。

　華きや奢しやだけど、柔らかな身体からだの感触が伝わってくる。




「これが、私が初めて好きになった男との──最後のキスになるかもしれない」




「最後……？」

　僕とカレン先輩は恋人同士じゃない。

　だから、本当は最後どころか、キスをすることがそもそもおかしい──のだけど。

「彩さい木ぎ慎まこと、今日言うかどうかは迷ったが……決めた。たぶん、今日言えなかったらずっと言えない。クリスマスじゃなきゃいけない。バレンタインでは遅すぎる」

「…………？」

「特別な今日でなければ、言えないほど──大事な話だ」

　不思議なことに、カレン先輩の言葉に僕はあまり驚いていない。

　なんでだろう……？　ああ、そうか。

　思えば、最近のカレン先輩の行動にはおかしなところがあった。

　最初に引っかかったのは文化祭のとき。

　どうにもカレン先輩は妙にやる気満々で、くーと一緒に文化祭を回ったときに違和感があったっけ。

　それに加えて、今日のことだ。

　クリスマスに、くーと縫ぬいとのデートもＯＫってクソ真面目まじめなカレン先輩にしてはおかしすぎる。

　他の二人と同じ日でもいいからデートしようだなんて──普通、そんなことＯＫしないよね？

　ただ、他にもまだなにかが引っかかってる。なんだっけ、なんだろう──？

「聞いてくれ、彩木慎。私は──」

「…………」

　いつもの軽口も減らず口も叩たたけなかった。

　そんなこと絶対に言えない空気というものがあるって、僕は知らないわけじゃなかったけれど。

　こんなにも重苦しく、息苦しいほどの空気を吸ったのは初めてかもしれなかった。

　カレン先輩──綺き麗れいで凜りんとしていて、僕が憧れた生徒会長。

　だいぶおかしなところがあることを知っても、先輩への尊敬は薄れてない。

　きっと、この人は僕が聞きたくない話をしようとしている。

　聞きたくなくても、耳を塞ぐことはできなかった。

　カレン先輩の真剣な顔に向き合わなければ、きっと後悔することになるだろうから。
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　クリスマスでにぎわう街。

　もうすぐ午後三時になろうという時間帯は、道が恐ろしく混雑していて歩くのも大変なくらいだった。

　みんな、クリスマスだからってはしゃぎすぎじゃない？

　ギャーギャー騒いでる陽キャたちの姿もあちこちで見かける。

　まったく、今時の若い者たちは……などとじじむさく嘆きつつ、僕はニット帽をさらに深くかぶる。

　修道院を出てから、一度自宅に帰って私服に着替えてきた。

　カレン先輩には学校から直接連行されたけど、ここからは服装もデートモードだ。

　ただ、制服のほうがあったかかったかも……。

　午後になって、なんだか冷えてきてる。

　まさか、ホワイトクリスマスになったりしないだろうね？

　雪なんて降っても全然嬉うれしくないぞ。

　そんな不安を抱きながら、僕がたどり着いたのは──

「ねこらにゃ……」

　そんな店名が書かれた看板が飾られた、ちょっとシャレたお店。

　僕にとっては見慣れすぎたお店でもある。

　ていうか、ちょっとだけ働いたことすらある。

「まさか、ここを指定してくるとは……とりあえず入ろうか」

「いらっしゃいませーっ！　って、なんだ、彩さい木ぎ殿か」

「ずいぶんなご挨拶ですね、瀬せ紀き屋やさん」

　赤い襟のセーラー服、同じ色のミニスカートにお店のエプロン。それに、太ももには謎のホルスター。

　クリスマスだからか、サンタ帽をかぶっているけど、他はいつもと変わらない格好だ。

「今日はお店忙しいから、彩木殿とは遊んでやれないぞ？」

「いや、瀬紀屋さんと遊びにきたわけじゃ……あ、〝愛と祈りの家〟に行ってきたところですよ」

「愛と祈りの家？　ホワッツ？」

「ホワッツ、じゃないですよ！　瀬紀屋さん、前は実家とか呼んでなかった!?」

「あー、そういやそんな名前だったっけ。いやいや、彩木殿。彩木殿のマンションにだって名前はついてるだろうけど、普段は〝レジデンス聖せい華か台だい〟に帰るとか言わないだろ。家に帰るって言うだろ」

「ウチのマンションはそんな名前じゃないけど……確かにマンション名なんてあまり言わないですね」

　でも施設名とマンション名ではちょっと違うような……まあ、いいか。

　それに、僕はマンション名も覚えてるよ。住所に含まれてるし。

「でも、あそこのクリスマス会に行ってきたのかー。いいな、クリスマス会の料理はめっちゃ美う味まいんだよな」

「だったら、瀬紀屋さんも行けばよかったじゃないですか」

「私は卒業生だから。クリスマスみたいな特別な日に、家庭に入った子は帰るべきじゃないのさ」

「…………」

　僕にはわからない、機微があるんだろうな……。

「それに、クリスマスはバイトにも特別手当がつくんだ！　働かずしてなにをする！」

「そういえば、猫カフェ開店の野望を持ってましたっけ……」

　開店資金を稼ぐためにたくましく生きてるようで、なによりだよ。

　本当に愛と祈りの家の人たちはみんなたくましい──

「……そういえば、瀬紀屋さんは知って──」

「ん？　なんだなんだ？」

「いえ、なんでもないです」

　今、瀬せ紀き屋やさんはバイト中だ。ややこしい話を持ちかけるのはやめておこう。

「おお、そうだ。わかってるだろうが、お待ちかねだぞ」

「あ、はい。じゃあ、あとは勝手にやってますので」

「彩さい木ぎ殿なら、勝手に飲み物とか入れていいぞー」

「それは自由すぎます！」

　他のお客さんがマネしたらマズイでしょ。

　瀬紀屋さんは、はっはっはーと笑いながら接客に戻っていく。

　さて、僕は──と。

「せーんせっ♡」

「わっ……！」

　目当ての人物を探す必要はなく──またもや正面からの体当たり（もしくは頭突き）をくらってしまう。

「く、くー……もう来てたんだね」

「はいっ♡　来らい羽はおねーさんに更衣室も貸してもらいました♡」

　本日のくーは、以前にも見たミニスカメイド服──いや、違う。

「あれ、もしかしてまた新しいのを縫い直したの？」

「はいっ、今日この日のために頑張って縫いました！」

　ミニスカメイド服はベースは同じだけど、前は全体が黒で今日のは赤。

　クリスマスを意識したカラーなんだろう。

　しかし、この子は相変わらず裁縫が上手だなあ。

　既製品をベースにしていても、自分に合わせて縫い直すのは簡単じゃないだろうに。

　くーはこの前、文化祭でもサイデレラの衣装を縫ってくれたっけ。

「今日は、ねこらにゃクリスマス仕し様よーということで、ネコミミとしっぽもつけました。にゃんにゃんです♡」

「…………」

　う、ううん……普段着でもあざといほど可愛かわいいくーなのに。

　ミニスカメイド服に加えて、鈴がついた首輪とネコミミしっぽの破壊力が高すぎる。

　同じような格好を藤ふじ城き真ま香かさん（24）がしていたこともあったけど、くー（11）がやるとまた別のコスプレみたいだ。

　名前のとおり、無む垢くな可愛さというか。

「今日は初手から、ずいぶん飛ばしてるね、くー」

「オンナには負けられないたたかいがありますから！」

「…………」

　たまにおかしくなるけど、くーは基本的におとなしい子なのに。

　クリスマスで浮かれているとしても、このテンションの高さはちょっと……？

　そういえば、文化祭ではカレン先輩だけじゃなくて、くーも──

　おっと、いけない。

　余計なことを考えてしまっているのは、修道院で聞いてしまった話のせいか。

　この気分を引きずってしまっては、楽しそうなくーに悪い。

　せっかく、今日のくーはこんなにも可愛かわいいんだから──

「……はっ!?」

　し、しまった……なにしろ、ここはねこらにゃ！

　ここの常連客たちは、くーのことまで猫の一種と考えて猫可愛がりしている傾向がある！

　こんなあざと可愛すぎる格好をしていたら、奴やつらが殺到して──

「……あれ？　殺到してきてない？」

「さっとーってなんですか？」

「ううん、なんでもない」

　よく見ると、店内にいるのは全員が女性客で、しかも目が……完全に目が死んでいる。

　その胸には穴が空いて、冷たい風がひゅーひゅーと吹き抜けてるかのよう。

　そうだった、今日はクリスマスだったね……。

　この店に集つどう女性客たちはみんな悲しくせつないんだった……。

「せんせー、今日はねこらにゃを知り尽くした私が、すべての猫との遊び方を教えてあげますよ！」

「ああ、うん。それは正直楽しみだね」

　くーは、猫カフェデートか。

　小さなくーに、人でごった返す街は歩かせたくないし、ちょうどいいチョイスかも。

　なにより、僕はくーには及ばなくても猫大好きだからね！

　ウチにも可愛い猫がいるし。そう、あんな感じの白猫が──

「──って、かごめ!?　なんでいるの!?」

「かごめちゃんは、オーナーさんがつけた名前は〝かもめ〟だったそうです。でも、そそっかしい店員さんがいて、〝かごめ〟と聞き間違えて、かごめかごめと呼び続けたら定着しちゃいました。ねこらにゃ常連には常識の豆知識です」

「あ、そういう由来があったんだ」

　どう考えても、そのそそっかしい店員さんは瀬せ紀き屋やさんだね。

　もう僕も、ウチの白猫を〝かごめ〟以外の名前で認識できないなあ。

「……って、だからなんでかごめがいるの？」

「美み春はるおねーちゃんに涙目で頼み込んで連れてきました」

「くーの涙目はよく効くだろうね……」

　美春は、くーを実の妹だと思い込んでるし。

　猫は連れて歩くとストレスになるともいうけど、かごめは図太い──じゃない、大物なので気にしないみたいだし。

「ねこらにゃは、かごめちゃんには実家みたいなものですから。クリスマスには、実家の友達と遊ばせてあげたいなって」

「ああ、かごめだけ家に一人なのは気になってたんだよ。ありがとう、くー」

「えへへ……」

　褒められて、嬉うれしそうに照れ笑いする幼女。可愛かわいすぎ。

　美春は結局、縁えん里りのクリスマスパーティに行くらしいしね。

　かごめも我が家族なんだから、クリスマスには特別な時間を過ごしてほしい。

「ただ……かごめちゃん、あまり周りは気にしてないみたいですけど……」

「ま、まあ、実家だからくつろいでるんだよ、きっと」

　我が家の白猫は、周りなど一ミリも気にした様子はない。

　実家の友人たちにはあまり興味はなさそうで、一番立派なクッションにその身を優雅に横たえている。

「とりあえず、私たちだけでも他の猫ちゃんたちと遊びましょう」

「あ、でも他のお客さんたちの邪魔にならないようにしないと」

「それは大丈夫です。今日のお客さんたちは心が死んでるので、邪魔をしても風が吹いたほどにも感じないって、来らい羽はおねーさんが言ってました」

「……それ、違う意味で大丈夫じゃないような」

　なんて言ってると、店内にいる十人ちょっとのお客さんたちが一斉にこちらを向いた。

「幼女と中学生……？　まあ、許そう……」

「高校生同士の陽キャカップルなら生きて帰さなかった……」

「大丈夫、ここにはオスもたくさんいるから……実質クリスマス合コンみたいなものだよ、私たちもクリスマス当日に男を漁あさるビッチだよ……」

「……………………」

　こわい、ぼくとてもこわい。

　癒やしの猫カフェが、魔女のサバトになってるよ……。

　あと、僕は高校生だから！

　でも、それは心に秘めておこう。聖なるクリスマスに魔女の呪いとか受けたくないしね。

「え、ええと、じゃあ遊ばせてもらおうかな。くーのお気に入りの子とかいる？」

「いますが、その子とは私が遊ぶので、ダメです」

「そ、そう……」

　僕に心からなついてくれる幼女にも、譲れないものはあるらしい。

　猫カフェに来たのに、いまいち癒やされてないな、僕……。







「ああ、楽しいです。こんなに楽しいクリスマスは初めてです」

「…………」

　さっきから、くーは猫数匹に囲まれっぱなしでご機嫌だ。

　どっかの先生が、ＧＷゴールデンウイークに同じ場所で同じようなことを言ってなかったかな……。

　先生の悪影響を受けてるんじゃないだろうなあ？

「はい、猫じゃらしですよ～。サワラちゃんはこれ、好きでしたよね♡」

「ウチの教頭先生が、くーを〝猫使い〟とか呼んでたけど、本当にそんな感じだね」

「そ、そんなことありませんよ。猫ちゃんたちは、私と遊んでくれているだけで……あ、きょーとー先生とはお友達です。よくここで会います」

「そっ、そうなんだ……？」

　聖せい華か台だい高等部では生徒はもちろん、先生たちからも恐れられているあの教頭先生と友達とは……。

「くーのコミュ力、ハンパないなあ。僕の知る限り、一番顔が広いのがくーなんじゃ？」

「生きてく上で一番大事なのは〝こね〟だって、おかーさんが言ってました」

「……相変わらず、元教育者のくせに教え方が偏かたよってるなあ、コーコ先生は」

　くーは、彩さい木ぎ家で引き取って美み春はるとかごめと一緒に育てたほうがいいんじゃないだろうか……。

「でも、私がいつか聖華台の高等部に進学して、そのときに、きょーとー先生と仲がよかったらゆーりですよ」

「打算的だね。その頃には、教頭先生は学院長に出世してるかもね」

「トップとのこね……私の学校生活はあんたいです」

「本当に変な言葉を学んでるなあ……」

　というか、教頭先生って猫カフェでは一応変装してるのに正体バレバレなの？

　まあ、幼女と接する人物が正体不明じゃ怪しまれるから、くーには素性を明かしたのかな。教頭先生も、苦労が絶えない。

「せ、せんせー……あの……」

「ん？」

　急に、くーがなにやらもじもじし始めた。

「み、みんなにナイショにしてもらえますか？」

「なにか大事な話？　うん、もちろん秘密は守るよ」

　僕が頷うなずくと、くーは赤面して顔を寄せてきた。

「実は私……高等部に進めたら、せいとかいちょーになりたいんです……」

「生徒会長？　くー、生徒会長になりたいの？」

「せ、せんせー。声が大きいです。まじょたちに聞こえます」

　くーは人差し指を唇に当てて、しーっと合図してくる。

　ここのお客さんは聖せい華か台だいの関係者じゃないだろうから、バレてもいいだろうに。

　ていうか、くーもここのお客さんたちを魔女だと思ってたんかい。

「カレンおねーさん、かっこいいですし。美み春はるおねーちゃんもせいとかいちょーになって、余計にせんせーに甘やかされるようになったみたいですし」

「一つ目の理由は微笑ほほえましいんだけど、二つ目はツッコミどころだらけだからね？」

「そ、そうですか？」

　そうです。甘やかしてるというか、生徒会の仕事が大変な妹をいたわるようになっただけで。

　そもそも美春は副会長だしね。

「でも、くーは高等部のミスコンで優勝しちゃうくらいだからね。生徒会長も夢じゃないんじゃない？」

「えっ、ミスコンとせいとかいちょーの選挙は関係なくないですか？」

「それがあるんだよね。生徒会の選挙って、人気投票みたいなところが大いにあるから」

　去年、今年と生徒会役員選挙に関わって実感した。

　カレン先輩と縁えん里り、あの二人の美貌は選挙戦で大きくプラスに働いてたね。

「そ、そうなんですか……では、がんばっておんなをみがきます！　お風呂上がりに、けしょーすいもぺちぺちします！　おかーさんがよくやってます！」

「まあ、小学生はまだお肌の調子を考えなくていいと思うけど」

　いや、最近は小学生も意識高いから抜かりなくスキンケアに勤いそしんでるのかな？

　ウチの妹はちっとも勤しまないので、世間一般の女子の常識がわからない。

「そうなんです、せいとかいちょーになりたいんです、私は……」

「…………」

　テンション上がったと思ったら、急に下がった。

　どうも今日のくーは、情緒不安定だなあ……。

　生徒会長になれるか不安なのかな？　決して遠い夢じゃないと思うけど。

「それにしても……」

「ふぇっ？　な、なんですか、せんせー？　そんなに、じろじろ見られるとちょっと恥ずかしいです……」

　くーは、赤いミニスカメイド服でカフェの床にぺたりと女の子座りをしてる。

　この子は僕の前では無防備なので、ミニスカの向こうのパンツが見えちゃいそうだ。

「いや、くーが僕の前でパンチラするのも今だけ……じゃなくて。高等部の生徒会長になるなら六年後だよね。一七歳のくーは、どんなに可愛かわいいかと思って」

「あ、たぶんこんな感じです」

「え？　えっ、あれっ!?」

　くーが掲げたスマホに表示されているのは──聖せい華か台だい高等部のブレザー姿のくー!?

「これ、おかーさんです。在りし日の」

「……若き日の、ね。ああ、びっくりした……コーコ先生も聖華台だったの？」

「いえ、〝聖華台のお友達と制服を交換して撮影した〟〝わかさゆえのあやまち〟と言ってました」

「あやまちなら娘に写真なんてあげなきゃいいのに……」

　結局、自慢したかったんじゃないの。

　コーコ先生、見た目だけはくーにそっくりで詐欺みたいに可愛いからなあ……。

「でも、うん。確かに、くーはこんな感じになりそうだね」

「やっぱり、そうですよね。先にわかっていいような、ちょっと楽しみが減ったような気もしますけど……ええ、これならせんせーもイチコロですね」

「イチコロって」

　今時聞かないよ、そんな単語。

「でもまあ、六年も先のことなんて考えなくていいか。くーは、ゆっくり大きくなればいいよ」

　僕は、くーの頭をぽんぽんする。

「くーは成績いいんだから、間違いなく高等部まで進めるだろうしね。黙っていても、くーのブレザー姿はいつか見られるよ」

「……………………」

　……あれ？

　くーが、三毛猫を抱きながら急にうつむいてしまう。

　またテンション落ちたけど……僕、変なこと言った？

「ど、どうしたの、くー？　もしかして、成績がまずいとか……？」

「……え、ええ。実は……そうなんです」

　くーが、くいっと顔を上げて苦笑する。

「ここしばらく、おさいほーばかりやってたので勉強が……でも、大丈夫です！　初等部で留年した子は一人もいないそうですから！」

「そ、それは確かに……縫ぬいだって留年してないわけだからね……」

「はい、縫おねーさんの存在は希望になります」

　さりげなく失礼なことをのたまう僕ら。

　でも、ちょっと驚いたなあ。

　くーは、学校生活にはなにも問題なさそうだったのに、学業でつまずきかけてるとは。

　僕が〝せんせー〟として、家族がサポートしづらい部分は見ておかないと。

　そういう子供扱いはよくないかもしれないけど……やっぱり、くーはまだ心配だ。

「ああ、ごめんなさい。変な話になっちゃって。せっかくのクリスマスなんですから、もっと猫と遊ばないと！　せんせー、今だけは女の子のハーレムじゃなくて、猫ちゃんハーレムを楽しんでください！」

「はっ……!?」

　くーが、とんでもない単語を!?

「ハーレム……ハーレムだと？　あのショタ、可愛かわいい顔して裏ではハーレムを……？」

「ハーレムなんてものが実在するのに、なぜ私は一人なの？」

「この際ハーレムの一人でもいい……石油王のハーレムであれば……」

　ヤバい、周りのお姉ねえさんたちの目が闇に呑のまれつつある……！

　おそらく、一人きりのクリスマスを何度も過ごしてきた者たちだ。面つら構がまえが違う！







「ふう……危ないところでした、せんせー」

「た、助かったよ、くー……」

　ねこらにゃには二階があって、そこにオーナーの真ま香かパパが住み込んでる──

　というのは知ってたけど、お客さん用の個室が一部屋あるのは今日初めて知った。

　闇に呑まれたお姉さんたちから逃れて、くーの案内で個室に逃げ込むことに成功。

「でも、ここの仕事を手伝ってたのに個室の存在も知らなかったとは……」

　店で真香先生と怪しげな撮影とかもしたけど、従業員の休憩室を使ったんだっけ。

　この部屋を使えばよかったんじゃないの？

「あ、この個室ができたのはつい最近なんです。元は倉庫だったんですけど、猫ちゃんと二人きりでくつろぎたいお客さん用につくったとか」

「あー、なるほどね」

　よく見ると、壁には防音材が張られているし、ふかふかのカーペット、高そうなクッションが敷かれていて下のフロアより内装のグレードは上だ。

　くーが一階の三毛猫を一匹、ついでに僕もかごめを連れてきたけど、心なしか二匹もより優雅にくつろいでるように見える。

　高い料金を払ってでも、猫たちだけとの安らぎの時間がほしい人向けか。

「いつもは人気で塞がってるんですけど、今日は一人だとせつないからという理由で空いてるって来らい羽はおねーさんが言ってました」

「その説明は余計じゃないかな」

　ましてや、純粋な幼女に吹き込むことでもないよ……。

「おーい、むっくたん」

　と、くーに余計なことを吹き込んだ張本人登場。

「ごめん、ちょっとだけ頼めるかー？」

「あ、しょーたいむですか」

「……いいよ、行っておいで。僕は猫たちと遊んでるから」

「は、はい。すぐ戻ってきますので！」

　ネコミミメイド幼女は、瀬せ紀き屋やさんと一緒に個室を出て行く。

　ショータイムとはまた怪しげだけど、常連客がくーと猫の写真を撮ったり、くーが得意のダンスを披露したりするサービスだ。

　くーはねこらにゃの料金が安くなる特別パスをもらってるので、その代わりにお店に協力してる。

　待てよ、ショータイムを要求するフリをして、僕とくーがイチャつくのを妨害しようとしてるとか……？

「……っと、また疑うたぐり深ぶかい彩さい木ぎくんが顔を出してるね。よくない」

　ねこらにゃに悪いお客さんはいないんだ。うんうん。

「かごめは……寝ちゃったか。実家とはいえ、しばらく戻ってなかったのにすっかりくつろいでるなあ。ウチの子は猫も妹も大物だよ……」

　三毛猫のほうは、僕のそばに寄ってきて、つぶらな目でじーっとこっちを見てる。

　この猫は人なつっこいなあ。くーのお気に入りなのかも。

「っと、スマホか」

　ポケットの中で振動したスマホを取り出す。

　電話の着信だった。発信者は──

「はい、彩木ですけど」

『ああ、慎まことくん？　メリークリスマス』

「え、ええ。メリークリスマス……って、どうしたんですか、コーコ先生？」

　くーの実の母親にして、僕の人生を狂わせ──じゃない、変えた女こと神しん樹じゆ香こう子こさんだった。

『今、ウチの娘とデート中なんでしょ？』

「よくご存じで」

　そりゃ、小学生の子供なら出かけるときに親に行き先を言うよね。

　くーはたまに家出しちゃうけど、普段は親に心配をかけない良い子だ。

『あのちょこまかしてたちっちゃな慎まことくんがデートねぇ……しかも相手は幼女とか、思えば成長したもんね。コーコ先生は嬉うれしいよ』

「それ、喜ぶところじゃないです」

　普通なら、小学生の娘が男子高校生とデートとかソッコー通報すべき。

　もちろん、僕に危険がないことをコーコ先生はよく知ってるだろうけど、喜ぶのは違うでしょ。

『これでも私は、親であるとともに先生だからね。娘の成長と同じくらい、教え子の成長も嬉しいもんなのよ』

「元先生でしょ。でも、どうしたんですか？　くーになにか？　今、ちょっと別室にいるんですけど」

『あ、そうなの？　それはちょうどよかった。率直に訊きくけど、無む垢くはどう？』

「ど、どうって？　いや、ずいぶん楽しそうにしてますけど」

『楽しそう、か……慎くんは今、お風呂？　ご休憩で二時間？　三五〇〇円くらい？』

「いかがわしいところに連れ込んでるんじゃないですよ！　ねこらにゃですよ！」

『まあ、猫カフェに行くのは聞いてたんだけどね』

「じゃあ、余計なボケを挟まないでくださいよ……」

　僕の周りの女性陣、みんな話が逸それがち説。

　そういえば、くーがクリスマスデートに誘ってきたとき話してたっけ。

　コーコ先生が、娘を連れ込むなら安いホテルはダメ、みたいなことを言ってたとか。

　本気じゃないだろうけど……本気じゃないよね？

『しかし、我が娘ながら色気がないわ～。猫カフェはいいけど、付き合いたての初うい々ういしいカップルが安あんパぱイいで選ぶとこじゃないの』

「僕ら、付き合いたての初々しいカップルじゃないですよ」

『でも、君は無垢を赤ん坊の頃から知ってるんだから。もう長い付き合いなんだし、そろそろキメてもいいんじゃない？』

「なにをですか!?」

　やはり、神しん樹じゆ無垢あらため彩さい木ぎくーにクラスチェンジさせたほうがいいのでは？

『私は慎くんを信じてるから、この世で一番大事な娘を預けられるの』

「……なんですか、急に真面目まじめに」

『無垢が初めて家族でも友達でもない人と過ごすクリスマスだからね。楽しませてあげてほしいのよ』

「……僕のほうが楽しませてもらってますよ」

『あはは、慎まことくんらしい。それでいいんじゃない』

　コーコ先生は笑ってくれてるけど、僕って受け身だよなあ……。

　今さら、そう簡単に性格は変えられないけど。

『僕は受け身だな、とか考えてるんじゃない？』

「うぇっ……？」

『甘く見てもらっちゃ困るよ、慎くん。これでも私は多くの幼稚園児をはべらせてきた身。子供の考えることくらい、お·み·と·お·し』

「……お見事ですね」

『でも慎くんは、自分が思ってるほど流されるタイプじゃないね。だからこそ、昔の無む垢くを守ってくれて、一度はフってくれたんだから』

「褒められてるのか、ディスられてるのかわからないですね」

　というか、コーコ先生はなんでそんな思わせぶりに話を振ってくるの？

　ただ、娘を心配して電話してきたわけじゃないのかな……？

「せんせー！　おかーさんとうわきですか!?」

「うわっ!?」

　ドンッと勢いよくドアが開いて、くーが飛び込んでくる。

『やべっ！　それじゃ、慎くん、あとはよろしく！　責任取れとは言わないけど、逃げないようにね！』

「おかーさん！　よけいなことしちゃダメって言っといたのに！」

　くーが、僕の手からスマホを引ったくって叫んだときには通話は切れていた。

　どうやら、くーはドア越しに電話の向こうのコーコ先生の声を聞いたらしい。

　まあ、コーコ先生って声が大きいし、よく通るからね。

　幼稚園児には大声で言うことをきかせる必要があったからだろうな。

「ちっ、逃げられました……おかーさん、いつもいらんことばかりです。親の顔が見てみたいです」

「くーの祖父母でしょ」

　ちなみに、くーの祖父母は全員ご健在。

「それで、くー。ショータイムは終わったの？」

「あ、はい。つつがなくです。写真いっぱい撮って、ギャラマダンスも踊ってきました。来らい羽はおねーさんのくいっくどろーも神かみ業わざでしたよ」

「クイックドロウ早撃ち!?」

　瀬せ紀き屋やさんは、猫カフェでいったいどんな隠し芸をやらかしたの!?

　太もものホルスターは飾りではなかったというのか……ごくり。

「……ショータイムのことはいいんです。それより……おかーさんとなんのお話を？」

「いや、たいしたことは話してないよ。くーの様子が気になってたみたいだね」

「ウチのおかーさんがその程度のことで電話なんてするわけないです。電話のお金がもったいないです」

「コーコ先生、そんなケチなの？」

　思えば、ご家庭でのコーコ先生は詳しく知らない。

　神しん樹じゆ家に遊びに行ったことは何度もあるけど、あくまで僕はお客さんだったし。

「でも、本当にたいした話はしてないよ。小学生の娘がクリスマスに出かけてたら、親が気にするのは当然じゃないかな」

「そうですか……心配されてるだけならいいんですけど」

　くーは、膝に乗ってきた三毛猫の背中を軽く撫なでている。

　さすが猫カフェの常連、撫でるのも慣れたもので、三毛猫は気持ちよさそうにしてる。

　ただ、三毛猫を撫でているくーの表情が──

「……ねえ、くー。もしかして、困ってることとかある？」

「えぇっ……!?」

　くーの口から、聞いたこともない大声が飛び出し、驚いた三毛猫がぱっと跳び上がって部屋の隅まで逃げてしまう。

「あ、あうう……ご、ごめんなさい。猫がいるのに大声で驚かせるなんて、これではまるでシロートです……」

「くーは、なんのプロなの。大丈夫だよ、かごめほどじゃないけどあの三毛も図太そうだね」

　三毛猫は部屋の隅で、ぐいーっと身体からだを伸ばしたりしてのんきそうだ。

　ねこらにゃ育ちの猫は、みんなこうなの？

　オーナーの育て方なのか、店員Ｓさんの性格が影響してるのか。

「で、でも……どうして、私が困ってるって……？」

「なんとなくだよ」

　今も、明らかに憂いを帯びた顔をしていたのに、本人は気づいてなかったらしい。

　それに、ねこらにゃに入ったときからのハイテンションもちょっと妙だったし、どうも情緒不安定だし──

　いや、違うな。それだけじゃない。

「この前の文化祭から、ちょっと変だったよね」

　妙に焦ってるというか、ガツガツ来てたというか。

　カレン先輩と同じだ。

　そうだ、カレン先輩のあの話を聞いた今、くーのことも気になって仕方ない。

「ううーっ……」

「あ、いや。言いたくないならいいんだよ。無理に聞き出そうとは思わない。くーにも、僕に言えないことの一つや二つはあるよね」

「ないです！」

「ないの!?」

「この前、そろそろブラをつけたほうがいいからってサイズ測りましたけど、せんせーにならおっぱいのサイズ言えます！」

「それは言わなくていいから！」

　くーと一緒にお風呂に入って、直ちよくで胸を見ることもあるけど、それとこれとは別でね？

　個室とはいえ、僕らの家じゃないんだし、会話の内容には気をつけよう。

「あ、私のブラ、せんせーに可愛かわいいの選んでもらいたいです」

「ちょ、ちょっと、それはさすがに……」

　女性用下着のお店に入るだけで、ハードルどころか棒高跳び並みにキツイのに。

　さらに小学生女子の下着を男子高校生が選ぶとか。

　冗談抜きで、通報されるんじゃない？

「ダメですか？　ブラジャーはせんせーに見せるためのものですよ？」

「僕、ブラジャーには詳しくないけど違うと思う」

　胸の保護とかそういう理由でつけるんじゃないの？

　女装も慣れたものの僕だって、さすがにブラジャーはつけなかったからわかんない。

「そうですか……で、でもです、せんせー」

「ん？」

　くーは立ち上がって、なぜか今さらになって恥ずかしそうにミニスカの裾を伸ばして太ももを隠そうとしてる。

　今日だけで何度となくパンチラしかけてたのに、本当になんで今さら？

「可愛いブラジャーは……まだ買ってませんけど」

「うん、早めに買ったほうがいいね」

　マジで、くーのおっぱいはだいぶふくらんできて、小学五年生としては大きいほうじゃないだろうか。

　服の下から胸が透けたりすると、僕としても困る。なんで困るのかわからないけど。

「可愛いブラジャーはまだですが、えっちな下着を買ってないと誰が決めた!?」

「なに、その謎の勢いは!?」

　くーの普段と違う口調、新鮮でびっくりしたよ！

「見てください、せんせー！　いつもと違うすぺしゃるな私を！」

「…………っ！」

　くーは、ぱっと赤いメイド服を脱ぎ捨てる。

　裁縫の腕はいいと思ってたけど、傘を開くみたいにアクション一つで脱げるようにメイド服を仕立ててたのか。

　そして、メイド服の下に隠されていたのは──

　薄いピンクで、やたらと布地の少ないワンピースのような服。

　リボンとフリルがたっぷりで、しかも全体に透けてる。

　わずかなふくらみとパンツが透け透けで、ほとんど丸見えだ。

「く、くー……その格好はいったい……？」

　ベビードールとか、そんな名前だっけ？

「か、可愛かわいくはないですけど、とってもえっちです……！」

「いったいなにを言ってるの!?」

「メイドコスだけじゃ、せんせーを悩のー殺さつできないです！　ネコミミメイドくー、クリスマスバージョンＳＳＲです！」

「うん、そのネーミングで背後に美み春はるがいるのがバレバレだね……」

　小学生のくーが自力でこんなえっちな服装を思いつくわけない。

　賢いくーだけど、想像力の限界を越えてるだろう。

「あ、あっさりとバレてます……ごめんなさい、実は美春おねーちゃんに相談しました。おねーちゃんが、せんせーをモノにするならロリエロボディを押せ押せで行けと」
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「よし、帰ったら美み春はるは説教だ」

「ええっ!?　美春おねーちゃんが、くーのせいで正座でお叱りですか!?」

「ま、美春は僕のお説教なんて右から左に抜けるけどね……」

　生徒会長選挙から、美春の生活態度もだいぶ改まったとはいうものの……。

　時々、ろくでもないことを企たくらむから困る。

　今日も、奴やつのおかげで小学生女子が目の前で常軌を逸した姿になってるしね。

「とにかく、くー。早くメイド服を着なさい」

「そのよーきゅーも、それはそれですごいです……」

「確かに……」

　小学生女子にメイド服を着ろと要求する男子高校生。

　僕は今日だけで、何度通報されてもおかしくない事案を起こしていないか。

「ですが、せんせーの言いつけでもそれだけは聞けません！　彩さい木ぎくー、初めての反抗です！」

「さりげなく改名しないように。いや、でもその格好はまずいって」

　今ここに瀬せ紀き屋やさんでも入ってこようものなら終わる。僕の人生が。

「いいえ……この格好じゃないとダメです。だって、このお部屋だけはネコミミカフェですから」

「いつの間にか店舗内店舗が誕生してた!?」

　このお店を猫カフェ以外の真香カフェなにかにしてた人は既にいたけど！

　というか、このお店のオーナーの娘だけど！

「今日はネコミミくーを可愛かわいがってください。くーに……なにをしてもいいよ？」

　くーは僕の前にちょこんと座り込んだかと思うと、そのまま膝へとすがりつくように甘えてくる。

　たぶん無意識なんだろうけど、まるで猫みたいな動きだった。

「ちょっ、くー……」

　薄いベビードール越しに、歳としの割にふくらんだ胸が当たってる。

　うん、やっぱりくーは子供扱いはできないな……。

　たぶん、くーも自分がもう子供じゃないことがわかっていて、こんなことをしてるんじゃないかな……？

「せんせー……まだ甘えちゃう私でごめんなさい……でも、私はこんな風にしか、自分の気持ちを表せなくて……」

「……うん、そうだよね。そうだろうけど……」

　僕は、くーの肩を掴つかんで身体からだを起こさせる。

「せんせー……？　ダメですか？　甘えちゃダメなんですか……？」

「ダメじゃないよ。でも、くーは……もう子供じゃないから、こんなことをしちゃいけないんだ。ごめんね」

「…………」

　くーはふるふると首を振り、うつむいてしまう。

　そのはずみで、ベビードールの肩かた紐ひもがズレて片方の胸がほとんど見えた。

「そうですか……でもせんせー、子供じゃないなら……！」

「わっ……！」

　くーは、勢いよく顔を上げると、そのまま唇を僕のそれへと押しつけてきた。

　小さくて、ぷるぷるした唇の感触が伝わってくる──

「く、くー……こ、こういうのも……」

「ダメなのはわかってます。イケないことだから……したいんです」

　くーは、すっと僕から離れると今度は困ったような笑みを浮かべる。

「私、クリスマスデートなんて早すぎるのもわかってます。まだ小学生ですから。私だって、それくらいわかってるんですよ？」

「早いとは言わないけど……くーがそう思ってるのなら、どうして？　やっぱり、困ってるんだよね……？」

「その話をする前に……ちょっと待っててください」

　くーは、ぱっと部屋の隅に行って、そこに置いてあった自分のカバンから紙袋を取り出した。

「メリークリスマス、です。せんせー、受け取ってください」

「あ、うん。それじゃ、僕からも……」

　僕のほうもボディバッグから包みを取り出して、くーに渡す。

「あっ……これ、可愛かわいい！　可愛いです、せんせー！　どことなくかごめちゃんに似てますね！」

　僕からのプレゼントは、猫のキーホルダー。

　陶製のデフォルメされた白猫が凄すごく可愛い。

　実は手作りらしく、小さいのにけっこうなお値段だったけど、それは内緒。

「猫が飼えなくても、これならいつでも猫と一緒にいられるかなと思って」

「もの凄く嬉うれしいです！　神としてあがめます！」

「キーホルダーとして使って！」

「そ、そうですか……自転車の鍵につけて使いますね……」

　くーは、キーホルダーを宝物のように大事に手に持っている。

「その、私のプレゼントも……どうでしょうか？」

「うん、ありがとう。手袋、ちょうど必要だったから嬉しいよ」

　くーからのプレゼントは、もこもこしたあったかい手袋だった。

　ちゃんと高校生男子向けのデザインになってる。

　くーだったら、猫のワンポイントとか入ったものを選びたかっただろうに。

「よかったです……ねこらにゃ通いもしばらく我慢して、貯ためてたおこづかいを全部つぎ込みました」

「そ、そこまでしなくても……いや、ありがたいよ。大事に使うね」

　カレン先輩からはニット帽、くーからは手袋か。

　どうも防寒態勢が整うクリスマスになったらしい。

「じゃあ、お話の続きです、せんせー」

　くーは、ぎゅっとキーホルダーを握り締めながら言った。

「私、困ってます、せんせー。私の話、聞いてもらえますか？　これも、せんせーに甘えてるのかもしれませんけど……」

「それはね、〝頼ってる〟っていうんだ。僕にも甘えと頼るの、どう違うか説明できないけど……頼られるのは嬉うれしいことだよ」

「は、はい……」

　くーは、いそいそとミニスカメイド服を身につける。

　よかった、ベビードールのままじゃ、どこに目を向けていいか困るもんね。

「今までの私だったら言えなかったかもしれません。春にせんせーのこと、好きだってやっと言えて……言えたから、今日のお話もできるんです」

　くーはメイド服を着終えると、三毛猫を膝に乗せて撫なで始めた。

「私、せんせーにバレンタインのチョコ、あげたことなかったですよね？」

「え？　ああ、そういえばそうだね」

　ちょっと不思議には思ってた。

　僕になついてくれてるのに、くーはどうしてチョコをくれないのかなって。

「ただ、せんせーが好きなだけならあげられたんですけど……私、せんせーのこと大好きすぎて恥ずかしくて、渡せなかったんです」

「そ、そうなんだ……」

　そこまでストレートに言われると、こっちも恥ずかしい。

「今年のバレンタインもそうでした。チョコを持って、高等部まで行ったんですけど……やっぱり渡せそうになくて」

　なんだか目に浮かぶようだ。

　チョコを後ろ手に持ったまま、高等部の下げ駄た箱ばこへの道を行ったり来たりしてる小さな姿が。

「バレンタインの日にも勇気を出せなかった臆病な私が、せんせーにこくはくできたのは、ＳＩＤシドのみんなが──おねーちゃんたちがいたからです」

「……偶然だね。今日、カレン先輩からもバレンタインの話を聞いたよ」

「カレンおねーさん……カレンおねーちゃんはリーダーですから、おせわになりました。かっこよくて、好きです」

「そうだね……カレン先輩はＳＩＤで一番かっこいい。くーは、一番可愛かわいいかな」

「うう……私、そんなこと言われたら信じちゃいます……縫ぬいおねーちゃん、美み春はるおねーちゃん、詩し夜やおねーちゃんにわるいですね……」

　別にお世辞を言ったわけじゃないんだけどな。

　くーは、昔からなついてた美春は〝おねーちゃん〟で、他の年上女子には〝おねーさん〟だったけど、ちゃん付けに変わったのか。

「じゃあ、聞いてください、せんせー……せんせーに聞いてもらわないと、私どうしていいかわからなくて……」

「うん、ゆっくりでいいよ」

　縫との待ち合わせまでには、まだまだ時間がある。

　今、このタイミングで他の女子のことを思い出すのはくーに失礼かもしれないけど。

　しかし、なんてクリスマスなんだ……。

　女の子三人とデートってだけでも異常事態なのに、カレン先輩に続いて、くーまで大事な話を打ち明けようとしてる。

　でも、クリスマスデートを断っていたら聞けなかった話かもしれない。

　たぶん、僕の選択は──間違ってなかった。
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　クリスマスは、一年でもっともホテルの部屋が埋まる日だ。

　僕のような世間知らずな高校生でも、それくらいは知っている。

　クリスマスの夜は、半年──場合によっては一年前から予約を入れないと間に合わないこともあるらしい。

「……どんだけホテルに泊まりたいねん」

　そこまでしてクリスマスムードに浸ひたりたいんか。

　そこまでしてクリスマスムードに乗っかって本命を落としたいんかい。

『そういえば、彩さいくんってぽろっと関西弁出るよね？』

「あー、うん。ＴＶテレビに影響されたエセ関西弁じゃないよ。母親がバリバリの関西弁なんで、うつっちゃったというか。たまーにだけど、美み春はるも出るよ」

　そんな、どうでもいいことを説明しつつ──

「……僕はなんで、こんなトコにいるんだろ？」

『あたしがお迎えをよこしたからじゃない？　あ、彩くん、スマホ持ったまま入っていいからね。んじゃ、一度切るよ』

「うん……」

　ぷちっと通話が切れる。

　電話しながら歩いていた通路を抜けて、開け放されたドアの先にあるのは──

「うわぁ……」

　プールだった。

　半円状になったオシャレな壁から、薄暗くなった外のビル街が見える。

　大きなツリーも置かれ、あちこちがクリスマス仕様の飾り付けになってる。

　メインのプールも学校のより広いくらいで、淡い赤と緑の光が底から放たれているのはこれもクリスマス仕様だろうか。

　適度な間隔を置いて、数人のお客さんたちがビーチチェアでくつろいでる。

　クリスマスなのに、あまり混雑してないのが意外だ。

　みんな、わざわざプールに来ないんだろうか。

　ここは、とある高級ホテルのプール。

　ねこらにゃでのデートを終え、縫ぬいが寄よ越こした迎えの車が現れて、そのまま連れ去られた先がここだったわけだ。

　ホテルに着いてからは、電話で縫から指示を受けるままに水着を買い、更衣室で着替えてここに──

「お待たせー、彩さいくん！」

「…………」

　僕が今まさに通ってきたドアから、ぴょこんと現れたのは──

　水着姿の天あま無なし縫ぬいだった。

「どう、どう？　この前撮影で着て、めっちゃ大人気だった水着だよ！」

「ああ、使い回しなの？」

「サービスだよ！　普通は、グラビアでしか見られない水着をナマで見られるんだよ！　ナマでいいのは彩くんだけ！」

「……なるほど」

　いかがわしい台詞せりふにも聞こえたけど、さすがにそんなツッコミはできない。

　僕、下品なのは嫌いなんだよね。

「でも、他にもお客さんいるよ。サービスしちゃうんじゃない？」

「クリスマスの高級ホテルにいるお客さんは、グラドルに興味なんかないってば」

「まあ、そうかも」

　さすがにカップルが多いし、みんなセレブっぽい。

　少なくとも、グラドルを見て騒ぐことはなさそう。

「あっ！　そんなことより、水着！　水着だよ！　どうなの、どうなの!?」

「どうって……」

　縫の水着は、当然のようにビキニ。

　ピンクでリボンがついた可愛かわいい水着でありながら、胸のほうの布面積は少なめで、圧倒的なボリュームのふくらみが半分くらい見えてる。

　下はひらひらのスカートがついていて、かなり際どい短さ──といっても、見えてもいいデザインなんだろうけど。

「か、可愛いんじゃないかな」

「可愛いのは大前提！　エロさ！　エロさがなによりも大事なんだよ！　エロくなくちゃ、グラドルもよーつーばーも生きていけないんだよ！」

「グラドルはともかく、よーつーばーは関係ないでしょ……」

　そういや、縫はよーつべで動画配信も始めてるんだっけ。

　イベントだのテストだので忙しくて、ほとんど観みられてないけど。

「ま、まあ……エロい……って、なにを言わせるの!?　僕、同級生の女子にそんなセクハラみたいなこと言えるキャラじゃないよ！」

「そんな彩くんにエロいと言われてこそ嬉うれしいんじゃん。ま、認めたようなもんだから、それでよしとしといてあげよ」

「なにその、上から目線は……」

　今日の縫ぬいは、しょっぱなからかっ飛ばしてるなあ。前の二人以上のテンションだ。

　でも、縫の場合はこれくらいのハイテンションがデフォだからね。

「あ、彩さいくんも水着似合──わないね。色白いなー、腕も腰もほっそいなあ。しまった、これはワンピース水着を用意するべきだったか。あたしとしたことが！」

「だから、隙あらば彩さい子こちゃんにしようとしないで！」

　すっかり、僕の女装に味を占めたな！

「ちぇ、クリスマスに百ゆ合りカップルっていうのもふぜーがあっていいのに」

「風情の意味、勘違いしてないかな……」

「とにかく、彩くん。そこでくつろごうぜ。デートのハシゴで疲れてるでしょ。あたしも、クリスマスパーティのハシゴでちょっと疲れててさー」

　ふーっ、と大きく息を吐いて縫は近くのビーチチェアに寝転がった。

　ぷるるんっとグラドルの胸が派手に揺れたのを見てしまった……無防備だなあ。

　とはいえ、僕もちょっと疲れてるのは事実だ。

　ビーチチェアは寝ね心地ごこちよさそうだし、失礼させてもらおう。

「ふわー……これはいいなあ。力が抜ける……」

「でしょ。あえて冬にプールっていうのが乙おつだよね」

「乙ねぇ……」

　風情とか乙とか、縫らしからぬワードチョイスだ。

　たぶん、グラビアの煽あおり文かなにかで覚えたんだろうな。

「でもさ、縫。やっと落ち着いたところで訊きくけど……クリスマスのホテルって、予約取るのほとんど不可能に近いんでしょ？　どうやったの？」

「パパにおねだりしちゃった♡」

「パ、パパ……？　港●女子……？」

「あたし、よくわかんないけど、彩くんはネットの情報に踊らされてると思う」

　じーっ、と珍しく縫に睨にらまれる。

　でも、失言でした。僕はそんなにネット見ないけど、ちょっと毒されてるかも。

「そうじゃなくて、実の父！　お父とうさん！　ダディ！　天あま無なし縫の父、天無用よう一いちです！　どうぞよろしく！」

「よろしくはともかく……クリスマスのホテルを予約できちゃうとか、お父さんって何者なの？」

「パパはただの社長だよ。ここのホテルは、パパのだけど」

「パ、パパ……？　●区女子……？」

「また戻ってるよ！　ウチのパパはお金持ちではあるけど、怪しい援助とかはやってないよ！　たぶん！」

「あ、ああ、ごめん。つい、動揺のあまり……」

　聖せい華か台だいは裕福な家庭の子女が多いのは知ってたけど、縫ぬいのご家庭は割と上位に入るんじゃないだろうか。

「ホテルをいくつか経営してるみたいだね」

「さらっと凄すごいことを……」

「でも、そういう彩さいくんだって、親は貿易のお仕事してるんでしょ？」

「ウチの親は別に社長じゃないからなあ……」

　といっても、役員らしいけど……役員っていうのは従業員じゃなくて経営者だとか。

　僕は詳しく知らないし、知るつもりもないけどね。

「ま、そこはあんま気にしないで。大丈夫、あたしが彩くんを婿むこっても事業を継げなんて言わないから」

「婿るってなに……」

　とりあえず、縫が親の跡を継ぐのは問題がありそうだ。

「えーと、かいちょ──じゃなくて、カレンちゃんが修道院と施設、くーたんが猫カフェだっけ？」

「あれ、縫もそれ知ってたんだ」

「ＳＩＤシドは基本的に協力関係にあるんだよ。真ま香かティーとは手を切っちゃったけどね！」

「すべての人間がわかり合うのは難しいみたいだね」

　そういや、真香先生はＳＩＤのラスボスと化したんだったなあ。

　その割には、ＳＩＤのプレゼント選びに協力したりしてるけど。

　魔王の城に、なぜか強力な武器が置いてあるようなものかな？

「二人とも、彩くんを自分のフィールドに引き込んだんでしょ。でも、あたしはそういうのないからなあ。ウチのプールは屋外だから、さすがにこの時期は使えないしね」

「はぁ……」

　さりげなく、自宅にプールがあるとおっしゃってる。

　彩さい木ぎ家も貧しくはないけど、天あま無なし家はケタが違いそう……。

「そうなると！　やっぱ、堂々と水着を見せられるフィールドがまなっしーらしいかなと思って！」

　縫は、いきなりぐいっと身体からだを起こして、こっちに身を乗り出してきた。

　こらこら、そんなに勢いよくアクションしたら胸が！　ぷるん、とか擬音が聞こえそうなくらい揺れちゃってるよ！

「ま、まあ、縫はプールとか似合うね。南国の島ならもっと似合っただろうけど」

「あー、それも考えたんだよね。よし、エアプレインをリザーブしちゃうか！」

「英語覚えたての中学生みたいな台詞せりふはやめるように」

　これでクリスマスデートはラストとはいえ、海外に連れて行かれちゃ困る。

「ライトアップされたプールだけで充分だよ。そういや、縫ぬいは旧校舎のグラビアのあとも、海とかプールでの撮影が多いよね？」

　そういう明るいイメージのグラビアからイメージチェンジを図るって話だったような？

「旧校舎のグラビアはすっごく反響あったけど、そういうのばっかじゃね。たまにやるから、ウケがいいんだよ」

「なるほど、そういう計算が必要なのか……」

　最近、策略家のように思われがちな彩さい木ぎくんも、まだまだビジネスには疎い。

「この前見た雑誌グラビアは、水着なしでエモい方向だったね。〝彼女とデートなう〟みたいな感じで、電車とか街まち中なかとかカフェとかで彼氏目線っぽかったなあ」

「あれ、彩さいくんに撮ってもらいたかったんだよ。でも最近、いろいろうるさくなってきてて、素人しろうとカメラマンはダメだって……」

　珍しく、縫がしょぼーんと肩を落としてる。

　たぶん、本気で僕に撮ってもらいたかったんだろうなあ……。

「前に僕が撮影したときとは状況が違うよ。あのときは、このままだと縫の人気は横ばいだから一いちか八ばちかで僕みたいな素人も撮影に参加させたんだよね。いいことだよ、縫が人気グラドルになって、現場もプロだけになったのは」

「う、うーん……あんまり堅苦しいのも好きじゃないんだけどね」

　それはそうだろうけど、今僕が言ったことは本心だ。

　素人が撮影に参加したことが、そもそもイレギュラーで、二度やることじゃないと思う。

「ん？　ヨコバイ？　もしかして、あたしディスられた？」

「…………」

　ちぇっ、賢くなるのも考えものだね。余計なことに気づくなあ。

「そ、それは前の話だから。今はすっかり売れっ子でしょ」

「まあね！」

　縫はビーチチェアに座り直して、偉そうに胸を張る。

「もう、あっちこっちの出版社からグラビアの依頼が来るし、ＴＶテレビのオファーも来てるし、おまけにＡＶ──」

「最後のは無理でしょ！」

　現役女子高生なんだから──って、高校を卒業しても、できればやってほしくない。

「大丈夫、大丈夫。脱ぐのは水着までだから。下着もＮＧにしてるしね」

「そ、そうなんだ」

　ＮＧにするまでもなく、十八歳未満の下着はヤバいんじゃないかな。

「今は、彩くんが忌いみ嫌う漫画雑誌のグラビアが一番多いかなー」

「別に忌いみ嫌ってるわけじゃ……」

　読みもしないグラビアにお金を払うのが納得いかないだけで。

「なんだかんだで、漫画雑誌はいっぱい売れて人目に触れやすいから、グラドルには重要な活動の場所なんだよ。おじさん向けの雑誌より買いやすいらしいしね！　縫ぬいちゃん、全少年誌の同時表紙ジャックとかやりたい！」

「凄すごい野望だね……」

　グラビアやってない少年誌もあるはずだけど、初グラビアでも狙ってるのかな。

「そんなあたしの水着姿をがぶり寄りで見られる彩さいくんは、ラッキーだね！」

「かぶりつき、でしょ」

　がぶり寄りは相撲の技じゃなかったっけ。

「じゃ、エロ可愛かわいいまなっしーとプールできゃっきゃウフフしちゃおうか！　華麗なあたしの泳ぎを見せちゃうぜ！」

「え？　水に入るの？」

　周りはみんな、プールサイドでくつろいでいるだけで、泳いでいる人は一人もいない。

　まあ、泳いじゃダメってわけじゃないだろうけど……。

　縫は有無を言わせずに、僕の手を引いてプールへ近づいていく。

「気にせずハシャげるのが高校生の特権だよ！　それ、どーん！」

「わっ、こら……！」

　思いっきり縫に突き飛ばされ、プールに落下。派手に水しぶきが上がる。

「あたしもどーん！　ふわーっ、ちょうどいい湯加減だね！」

「温泉じゃないんだから。あー、でもちょっと気持ちいいかも……」

　温水プールは初めてじゃないけど、意外と悪くない。

　疲れた身体からだをぷかぷかと水に浮かべるのは、いい気分だ。

「いくぜーっ！　あたし、泳ぎは得意だよ！　グラビア撮影で年中泳いでるからね！」

「別に泳ぐ必要はないんじゃ──って、速はやっ！」

　縫が魚雷みたいな勢いでプールを横切るように泳いでいく。

　他に誰もいないから、どんな泳ぎ方をしてもいいだろうけど、我が物顔だなあ。

「ぷあーっ！　彩くん、撮って！　あたしの華麗な泳ぎを撮って！」

「撮ってって……あっ」

　しまった、スマホを手に持ったままだった。

　防水なんで大丈夫だろうけど、この場所だと別の問題が。

「スマホ持ってプール入ってよかったのかな……」

「ん？　プールでスマホくらい普通じゃない？　スマホがないと写真も撮れないし、ＳＮＳにも上げられないじゃん」

「そうなんだろうけど……盗撮を疑われそうなのが怖くない？」

「えーい、彩さいくんは変なところで疑うたぐり深ぶかい！　むしろ、彩くんは盗撮される側だよ！　女子からも男子からも！」

「嫌な事実、突きつけないで！」

　女の子に写真を撮られるならまだしも、男にまで撮られるのは怖すぎる。

　彩さい子こちゃんでもサイデレラでもないというのに。

「スマホでガンガン写真撮って！　どんな有名カメラマンより、彩くんに撮ってもらったあたしが一番エロ可愛かわいいんだから！」

「なんか、僕がエロいみたいにならない……？」

　文句を言いつつ、スマホを向けてパシャリ。

　うーん……前に撮影に参加したときより、縫ぬいの表情もポーズも洗練されてるような。

　動きにくい水中でも、バッチリ決めてきてる。

　春からの数ヶか月げつで学業の成績はそこまで伸びなかったけど、グラドルとしては大きく成長してるみたいだ。

「でも、縫。あんまりハシャぎすぎて倒れないようにね。僕、縫を担いで連れて帰る自信なんてないから」

「あ、それは大丈夫。平気平気」

「平気ってなにが……？」

　僕が訊きくと、縫はすいーっと泳いで僕のそばに来て──意味ありげな上目遣いを向けてくる。

　む、胸の谷間も凄すごい角度から見えて、溢あふれんばかりのボリュームが……！

「実はね……ここの部屋を取ってあるんだよ」

「……それ、男のほうの台詞せりふじゃない？」

　クリスマスにホテルの部屋を取ってある。

　これ以上、意味ありげな台詞があるだろうか。

　いやいや、養護施設と猫カフェの次はホテル、というだけで充分飛躍してるのに、まさかまさかお泊まりだなんて。

　……あれ、いつになったら「冗談だよ」と笑い出すんだろう。

　縫は上目遣いで僕を見たまま、ぎゅっと手を握ってきた。

「行こっか……あたしたちのお部屋に」

「…………」







　クリスマスの夜に、高級ホテルの最上階で夜景を眺める。

　なんだろう……絵に描いたようなというか、若干古いというか。

　得体の知れない気恥ずかしさがこみ上げてくるシチュエーションだなあ。

　縫ぬいが予約していた部屋は、前に真ま香か先生に連れ込まれた部屋より、さらに立派だ。

　ツインの部屋で、ベッドは二つ。

　そのベッドも、周りの調度品も、素人しろうとが見ても前のホテルより高級なのがわかる。

「眺めもバツグンにいいね。下界を見下ろすのって気分いいなー」

　普段からこうなのかクリスマスだからなのかわからないけど、街はキラキラと様々な色で彩いろどられていて、本当に綺き麗れいだ。

「ねえねえ、彩さいくーん」

「…………っ!?」

　振り返ると、バスルームのドアが開いて縫がひょこっと顔を出していた。

　髪がしっとりと濡ぬれていて、覗のぞいている肩は剥むき出だしだ。

「本当に一緒にシャワー浴びないの？」

「浴びるわけないでしょ！」

「普通のツッコミだ！　もーっ、みはるんやくーたんとは一緒に入ってるのに！」

「美み春はるは妹だし、くーはまだ小学生だから別に問題ないでしょ！」

　あるのかもしれないけど、彩さい木ぎ家と神しん樹じゆ家では問題になってない。
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「えーっ、あたしは初等部時代からの同級生でクラスメイトで、まなっしーだよ？」

「最後のは関係ないでしょ。クラスメイトと一緒にシャワーとか、段階を一気に飛ばしすぎだよ！」

「ちゅーはもう済ませてるんだから、そんなに飛ばしてもいないと思うなー」

「…………」

　う、うーん……そんな気がしなくもない……。

　いや、キスは縫ぬいのほうからかなり強引に──って、女の子のせいにしちゃいけないね。

「だから、おいでおいでー。プールのあとはシャワーで綺き麗れいにする。うんうん、普通のことだよ？」

「男女二人でなければね！」

「本当にお堅いなあ。せっかくのクリスマスの夜、男女二人きりで別々にシャワーを浴びるほうがおかしくない？」

「そ、そうかなあ……もし付き合ってても、高校生には二人でシャワーはハードル高くない？」

　僕の感覚がおかしいんだろうか。

　真剣な男女交際というものをしたことがないから、わからない。

「っと、いいからお風呂に戻って！　そんな格好だと風か邪ぜ引くよ！」

「あ、そうだ。忘れてた、忘れてた。彩さいくんに用があったんだよ。あたしのリュックからポーチ取ってくんない？　ピンクで、ちっこいやつ」

「先に本題を言おうよ……」

　余計なちょっかいをかけて、本当に風邪でも引いたら馬鹿みたいだろうに。

　女子のカバンに触るのは気が引けるけど、全裸でこっちに出てこられても困る。

　縫がベッドの上に無造作に置いていったリュックを開けると、すぐにピンクのポーチが目に入った。これだな。

「縫、持ってきたよ！　ドアの前に置いておくから！」

　僕がポーチを探してる間に、バスルームへのドアは閉じていた。

　さすがにちょっと寒かったかな。

「ん？」

　ドアが薄く開いて──にゅっと中から手が伸びてきた。

　手が!?

「うわっ……！」

　がしっと手首を掴つかまれ、そのままバスルームへと引きずり込まれてしまう。

「なっ、なにしてるの、縫！」

　バスルームには──二つ並んだ洗面台があって、その奥にシャワールームとトイレ。

　反対側にバスタブがあって、ＬＥＤライトでブルーにライトアップされてる。

　ドアのそばで尻餅をついた僕の前に──

「ポーチなんてどうでもいいよ。もちろん、彩さいくんを引きずり込むのが目的♡」

　縫ぬいが、バスタオルを巻いた姿で立っていた。

　大きすぎる二つのふくらみは、バスタオルでは隠しきれない──いや、押さえきれないというか。

　今にもバスタオルがはだけて、胸が勢いよく飛び出してきそう。

　裾からは太ももが──座ってる僕からは見上げるアングルになるんで、大変なところが見えちゃいそう！

「じゃあ、シャワーはいいから一緒にお風呂に浸つかっちゃおうか」

「同じだよ！　僕は出て行くから！」

「バスタオル巻いてるんだから、そんな焦らなくてもいいじゃん。グラドルの写真でも、バスタオル姿くらいはよくあるでしょ？」

「ホテルで二人きりでは見せないでしょ……」

「もー、本当にああ言えばこう言うなあ」

　縫はすたすたと歩いて、ライトアップされてるバスタブの縁に腰掛けた。

　わざとらしく大きな動きで足を組んで、僕に見せつけてくる。

「あたしのあられもない姿、散々見てきたのに今さらバスタオル姿くらいで動揺しなくてもいいじゃん」

「言っとくけど、僕と縫はクラスメイトだからね？」

「さすがにもう、ただのクラスメイトっていうのは無理がない？」

「……無理かもしれない」

　でも、この状況は……。

　クリスマスの夜にホテルに二人きりで、しかもバスルーム。

　その上、バスタオル姿とか、これはもはや〝わけありなクラスメイト〟って次元でもないような。

「というわけで、じゃーん！」

「……ちゃんと中には水着を──って、着てないっ!?」

　なかば予想してたけど、縫はいきなりバスタオルをはだけた──

　こちらは予想してなかったけど、バスタオルの下は──なにも身につけてなかった！

　なんだかんだで、以前の真ま香か先生の〝朝チュン〟みたいに中になにか着てると思ってたのに！

「ふふん、びっくりしてるね」

「そりゃびっくりするよ！」

　慌てて顔を背けながら叫んでしまう。

　今の一瞬で、縫ぬいのグラビアアイドルとしても大きいほうに入る二つのふくらみと──

　もっと際どいところまで見えて……しまった、ような……。

「な、なんのつもりなの、縫」

「もうラッキースケベで見せるのも芸がないじゃん。ちゃんと、あたしの意思でぜーんぶ見せたかったんだよ」

「ぜ、全部って……」




「あたしが、彩さいくんのそばからいなくなる前にね」




「…………縫？」

「カレンちゃんとくーたんだけじゃないんだよ。あたしも──なんでだろうね。こんなにみんな一緒になんて」

「その話も、知ってたんだ……」

　修道院でカレン先輩から。

　ねこらにゃでくーから聞かされた、彼女たちのこれからの話。

　もしかして──とは思っていたけど。

「じゃ、いつも明るくお茶ちや目めなまなっしーも、たまには真面目まじめになっちゃおうかな。ちょっと語りモードに入っちゃうぜ？」

「……だったら先に、服くらい着て。その……全部、見えたから」

「いやん♡」

「真面目になるなら、早めによろしく……」

　たぶん、縫がグラドルをやっていても誰にも見せない部分を全部見ちゃった。

　責任を取れと言われても困るだろうけど、お詫わび代わりに話を聞くくらいは──

　できれば聞きたくない話のようだけれど。







「チャンネル登録数45万人!?」

　部屋のベッドの上で、スマホの画面を見ながらぎょっとしてしまう。

「こ、これって凄すごい数なんじゃ……？」

　僕も以前、ねこらにゃの宣伝でよーつべを利用したからわかる。

　これは、とんでもない数だよ……？

　グラビアアイドル天あま無なし縫の個人チャンネル──〝ぬいちゃんねる〟。

　名前はそのまんまだけど、そこは奇をてらっても無意味だからこれでいい。

　とにかく、ぬいちゃんねるのチャンネル登録数は驚異的だ。

「ま、トップの配信者はガチでケタが違うけどねー」

「そ、そういう人たちは芸能人でいえば冠番組を複数持ってる超人気タレントでしょ」

「そんなとこかな。さすが彩さいくん、的確なたとえだぜ」

　僕と向き合ってベッドに座ってる縫ぬいは、ケラケラと笑う。

　もちろん、今は服を着てる──けど、なぜか制服姿だ。

　部屋は暖房がよく効いてるので、スクールベストだけは着てないけど。

　クラスの女子が見慣れた制服で、ホテルのベッドの上にいるという状況がなんだか──いかがわしく感じられるのは僕が思春期だから？

　いや、気にしない、気にしない。

　ＪＫなんだからクリスマスデートの衣装が制服でも、ちっともおかしくないよね！

「まー、チャンネル登録45万人は芸能界だと若手トップクラスタレントってトコかな」

「なるほど……」

　人気番組でレギュラーをいくつか獲とれるレベルだろうか。

「最近流は行やりのＶつーばーとかだと、トップクラスが50万人くらいだね。飛び抜けて凄すごい人もいるけど、だいたい上位が30万から50万かな」

「グラドルの配信でこれだけ人気ある人って、ほとんどいないんじゃない……？」

　以前利用したとはいえ、僕はあまり動画配信には興味がない。

　でも、人気芸能人だってチャンネル登録数がなかなか増えないっていうのはよく聞く。

「動画一つ一つの再生数も10万以上をコンスタントに出してるし、20万30万いってるのもあるね……うわ、一〇〇万再生超えてるのも！」

「その一〇〇万再生の動画は、あたしが山盛りのパフェを完食しただけなんだけどね。自分でも、なんでそんなにバズったのかよくわかんないや。そういう意味不明な盛り上がり、動画配信だとよくあるらしいけどね」

「ふ、ふーん……」

　動画のサムネイルは、山盛りパフェに小さな舌を伸ばしてる縫のアップ。

　顔には白いクリームがついてる。

　縫をよく知ってる僕でも見とれてしまう、あざとく可愛かわいい写真だった。

　たぶん、本当にパフェを食べてるだけの動画なんだろう。

　あからさまにエロいものより、妄想の翼をはためかせるもののほうがウケるってことかな。

「あれ？　でも、こんなに再生されてるってことは……もしかして凄く儲もうかってる？」

「んー、よーつべの動画配信も事務所のお仕事としてやってるんだよね。だから、いくら再生されてもあたしのお給料は増えないっていうか。お給料はママが全部預かって、そこからお小遣いもらってるし。月七〇〇〇円、スマホ料金別」

「……ちょっと多めくらいだね」

　家事をやってる分、多くもらってる僕のお小遣いと大差ない。

　動画のほうは広告収入とか、いわゆる〝スパチャ〟とかでえげつない儲もうけになってるはず。

　企業とのコラボ──〝案件〟なんていうのも報酬が大きいんだっけ。

　縫ぬいの動画のサムネを見る限り、商品レビューっぽいこともやってるみたいだ。

　飲み物とか化粧品とか、スマホゲームのレビューも？

　あまりグラドルとは関係なさそうな商品ばかりだけど、可愛かわいい女の子に紹介させることに意味があるんだろう。

　あと、明らかにコラボは増えてきてる……。

　それでも、収入は月に七千円かー。

「家からも事務所からも独立したら、大金持ちなんじゃ……」

「あ、彩さいくんが悪い顔してる」

　はっ、しまった……聞いたこともない大金に目がくらみそうになった。

　金銭欲なんて特にないつもりだったけど、人間の本性ってこういうときに出るんだなあ。

「あたしは別に、大金なんていらないんだよ。服とかアクセとかお菓子は経費で買ってくれるし」

「お菓子は買い与えないほうがいいんじゃない？」

「彩くん、人間はね……ご褒美がないと動かないんだよ」

　そんな遠い目をされてもね。

　まあ、今のところ縫に肥満の兆候は見られないけどさ。

「というわけで、ぬいちゃんねるがバズったんで、天あま無なし縫ちゃんは余計に人気者になっちゃったんだよね」

「……気づいてなかった」

　いや、さすがに縫の動画を一つも観みてなかったわけじゃない。

　いくつか観てたはずなんだけど……バズってることに全然気づいてなかった。

「あんまり登録数とか再生数とか気にしないからなあ……数字が目に入ってなかったみたいだ」

「彩くん、変なとこで天然だね」

「て、天然……！」

　天然って、〝間抜け〟の類義語じゃないかな！

「い、いや、それも別にいいけど……つまり、縫はグラビアと動画の仕事で大変ってことだよね」

「あたしのスケジュールとか見ちゃう？　ドン引きするよ？」

　縫ぬいはくすくす笑いながら、スマホを操作して僕の前に画面を掲げてみせた。

　スケジュールアプリか──げっ……こ、これは！

「こんなに埋まってるの？　むしろ、今日がよく空いてたね……」

「今日はだいぶ前から調整して、かなり無理言って空けてもらっちゃった」

　軽く言ってるけど、相当に大変だったんじゃないの？

　事務所もマネージャーさんも、それに縫自身も。

「うわぁ、お正月まで仕事が入ってるの、これ？」

「グラビアとかＴＶテレビの収録は年末年始はさすがにお休みだけどね。でも、生番組は収録もあるし、よーつべの動画は時期に関係なく撮っちゃうし。案件がたまってるから、どんどん撮っていかないといけないんだよね。リリース時期とかに合わせて公開しないといけないから、のんびりできないんだよ」

「そ、そうなんだ……」

　やっぱりやってたんだ、案件。

　しかし、このスケジュールは確かにドン引きするレベルだ。

　本業だったはずのグラビア撮影はさほどの量でもないけど、ＴＶの収録や動画の撮影がえげつないほど多い。

　一日にいくつもスタジオをハシゴして、地方にも月に何度も飛んでる。

　高校生をこんなに働かせて、法律に触れないの？

「事務所は、映画とかドラマにも本格的に出ろって言ってるんだよね。今までのはチョイ役だからなんとかなったけど、あたしに演技なんてできるかなあ？　真面目まじめな映画に出演して、グラドル出してんじゃねぇよとかネットで炎上したらヤバいよね」

「この上、仕事増やすの!?」

　控えめに言っても正気じゃない……。

　演技力がどうこうとか、それ以前に物理的にこなすのが無理なのでは。

「でも、できないとは言いたくない！　どんな事情があるにしても、あたしに仕事を振ってくれてるんだし、事務所も必死に営業して仕事を取ってくれてるんだから」

「……いくらなんでも、オファーが集中しすぎてるんじゃないの」

「休みがないわけじゃないし、マネージャーさんはいっつも心配してくれてるよ。むしろ、あたしが仕事は断らないでって言ってんの」

「そんな無む茶ちやな」

　縫はいつでも元気いっぱいだし──仕事に対して真剣だから、断りたくないというのもわかる。

　だけど、そこまで無理をしてやることなんだろうか？

「動画のほうは案件はともかく、ある程度スケジュールに融通が利くんじゃないの？」

「案件以外の食べ歩きとかゲーム実況とか、ふざけてるように見えるのも多いけど、趣味じゃなくて、会社にスケジュール組んでもらってやってるお仕事だからね」

「そ、そうなんだ……」

　確かに、これだけ再生数を稼いでるコンテンツは縫ぬい一人の手には負えないか。

　きちんと企画書や台本をつくって、多方面に許可を取って、スタッフを集めて撮影して編集してるんだろうね。

　準備に時間をかけて仕事として動かしている以上、そう簡単に予定もズラせないか。

　縫の殺人的なスケジュールについては、嫌になるほど理解できた。

　だけど、こんな無む茶ちやなスケジュールで働いていたら──




「というわけで、お仕事が忙しすぎて、学校には行けないんだよ」




「…………」

　あっけらかんとしているようで──滲にじみ出でる真剣さが隠せない口調だった。

　そうだよ、思えば兆候はあった。

　学園祭での演劇の初日に縫が遅刻してきたっけ。

　縫はいい加減なように見えて、これで責任感はある。

　グラビアの仕事を手伝ったときに、縫の学校でののんきな姿からは想像もできないくらい、真剣なところを見せられた。

　クラスの演劇は仕事じゃないけど、王子様役を引き受けた以上、よほどの理由がなきゃ、縫が遅刻なんかするわけない。

　芸能活動か動画、どちらかでどうしても外せない仕事が飛び込んできたんだろう。

　縫が学校の演劇と秤はかりに掛けたわけでなくても、彼女の周りの大人おとなたちが仕事のほうを優先させたに違いない。

　学校の演劇に出る、なんて理由にできない大事な仕事だったのかも。

「ああ、行けないっていうのは言いすぎかな。でも、欠席はどんどん増えていくと思う。彩さいくんのおかげで成績が少しはマシになったけど、授業に出られなかったら、また元通りになっちゃう。ううん、授業に出られない分、悪化するかも」

「ちょ、ちょっと待って。そうなると──大学への進学もかなり難しくなっちゃうよ」

「大学は……行かないかも。グラドルもよーつーばーも不安定なお仕事だから、来年の今頃どうなってるかわかんないけど、たぶん大学行ってる暇はないよ」

　そんな、あっさり……。

「で、でも、期末は順位上がったくらいなんだし……」

「縫ぬいちゃん、頑張った！」

「…………」

　そんな一言で言えるような努力じゃなかっただろうに……。

　テスト前は仕事量を加減されたとしても、他の生徒より厳しい条件で、前回より順位を上げたのか、縫は。

　順位を上げたらクリスマスデートなんて、無む茶ちやな話だったんだ。

　でも、縫はその無茶を成し遂げて。

　そんな努力家の縫でも、今後は仕事しながら勉強は続けられないって──

「じゃあ……縫は、どうするの？」

「芸能科がある高校に転校するよ」

「…………っ！」

「ウチの事務所の社長から話を通してもらえば、かなり楽な条件で編入できるんだって」

「……縫の事務所も、けっこう顔が利くんだね」

　たぶん、こんな話になるような気はしてた……してたけど、でも。

「このまま聖せい華か台だいで留年しちゃうよりは、そっちのほうがいいって事務所に言われてさ。芸能科だと成績とか出席日数とかかなりユーズーが利くとかなんとか」

「そう、なんだろうね……」

　芸能人が通ってる学校の話くらい、僕も聞いたことがある。

　現役の中高生タレントはまともに学校に通えないから、そういった芸能界の事情に配慮してくれる学校に行くんだよね。

　どんなに人気があっても、タレントは浮き沈みが激しい。

　将来のために高校は出ておきたいんだろうし、事務所としても高校に通わせずに仕事をさせるのは世間体が悪いだろうし。

「真ま香かティーにも相談したんだよ」

「え？　真香先生に……って、そりゃそうか。担任なんだから」

　真香先生、僕には一切思わせぶりなことすら言わなかったなあ。

　それも当然か……生徒の個人的な相談を漏らせるわけがない。

　そういうところ、真香先生は僕が相手だろうといい加減なことはしないからね。

「聖華台は、芸能活動は許可しても、成績とか出席とかまでは考慮できないって。あたしの今後のスケジュールも真香ティーに見せたんだけど……」

「……そしたら？」

「学業との両立は難しいかもって。勉強のことはまだなんとも言えないけど、出席日数はかなり厳しくなるだろうって」

「なるほどね……」

　成績はどう転ぶかわからないから、真ま香か先生も言げん及きゆうしなかったんだろう。

　ただ、スケジュールと照らし合わせれば出席日数はある程度推測がつくからね。

「あたし、びっくりしちゃった」

「え？　いや、厳しいのは当然じゃ……」

「そうじゃなくて。真香ティーは、仕事を減らして学校に通いなさいって。もちろん勉強も頑張れって。あたしが転校したら彩さいくんにちょっかい出せなくなるから、むしろ転校したら喜ぶかと思った」

「いやいや、真香先生もそこまで鬼じゃないよ！」

　ラスボスとしてＳＩＤシドに立ち塞がるとか言ってたけど、教師の本分は忘れないでしょ！

　真香先生の立場上、転校しろなんて言わないよ。

　教育方針的にもナシだろう。

　このまま聖せい華か台だいに通いながら、芸能活動と両立する道を探そうとするのが教師の役割。

　真香先生は、そこをないがしろにするような人じゃない。

「けど、縫ぬい。真香先生の言うとおりだよ。芸能活動は大事だけど……言ってみれば、将来の保証があるわけじゃないよ」

「大丈夫、あたしだってそれくらいはわかってるよ」

　縫は、困ったように笑った。

　それから、ベッドにぽふっと横になる。

「事務所も仕事はくれるけど、あたしを死ぬまで雇ってくれるわけじゃないからね。人気がなくなったら干されるかもしんない」

「けっこうシビアなこと考えるんだね、縫……」

「ただ、あたしの場合は、マネージャーが親戚だし、事務所も信用できるんだよね。パパの会社と繋つながりあるらしいし」

「そ、そうだったんだ」

「それに、独立だって選べるんだよね。グラドルでもよーつべでも順調なのは事務所のおかげだけど、きゃりああっぷってヤツ？　恩も義理も忘れて、自分が上に行くことを優先するのもアリだよね」

「キャリアアップとはちょっと違うけど……まあ、アリだとは思うよ」

　義理と人情だけでは生きていけないからね、この世界は。知らないけど。

「あ、独立したら彩くんがマネージャーやる？　なんなら、あたしの個人事務所の社長でもいいよ？　社長になったら、夜な夜な港●女子とギャラ飲みでウェーイだよ」

「ギャ、ギャラ飲み？」

「知らない？　お金を払って素人しろうと女子を飲み会に呼ぶことで──」

「いや、一生縁がなさそうだから説明しなくていいかな！」

　縫ぬい、芸能界に……というか、汚い大人おとなの世界に毒されてるようだ。

　しかし、よく話に出るね、港●女子。新ヒロインで登場するの？

「せっかくのお誘いだけど、僕はトップに立つタイプじゃないんで……」

「ありゃ、残念。彩さいくんと一緒なら、芸能界の荒波も越えていけるのに。もし、あたしが干されても、最終的には彩くんに娶めとってもらえばいいし」

「娶る!?」

　それはまた、古風な言い回しで！

「なんてね、冗談、冗談。でも、あたしは──」

「……もう決めてるってことだよね？」

「うん」

　縫は寝転んだまま僕を見上げて、こくりと頷うなずいた。

「だからさ」

　さらに、ちょっとだけ身体からだを起こしてから、僕の膝に頭を乗せてきた。

「ちょっと、縫……」

「これくらいいいでしょ。ねえ、彩くん。ＳＩＤシドのリーダーはカレンちゃんだけど、最初のＳＩＤって……あたしなんだよ？」

「最初の……？」

「そう、今年のバレンタイン……グラドルの仕事も少しはできるようになって、やっと自信ができたから、彩くんにチョコを渡してもいいよねって……」

「そんな自信なんかなくても……」

「必要なんだよ、元陰キャの天あま無なしさんとしてはさ」

　中等部時代の縫は、僕も存在に気づいてなかったくらい地味だったからね……。

「中二のとき、彩くんのおかげでグラビアの仕事が始められたんだよ。そのときから、ずっと彩くんが好きで……でも、ろくに仕事もないグラドルじゃ告るなんて無理だったよ。少しは仕事ができるようになって、やっと一歩踏み出せると思ったけど、なかなか勇気が出なくてさ。ぎゃー、なにこの恋する乙女おとめモード！　せつない！」

　縫は僕の太ももに頭を乗せたまま、ベッドの上でバタバタと暴れる。

　真面目まじめな話をしつつも、照れ隠しにふざけずにはいられないらしい。

「放課後、彩くんの下げ駄た箱ばこの前でウロウロしてたら、カレンちゃんとみはるんとくーたんもチョコを持って現れて鉢合わせしちゃって。いやー、びっくりしたね。まさか、彩くんがそんなにモテるなんて夢にも思ってなかったから！」

「そりゃー悪かったね……」

　僕が好きなの、それともディスりたいの？

「でも、一番最初に彩くんの下駄箱にたどり着いたのはあたし！　だから、あたしが最初のＳＩＤシドなんだよ！」

「あれ？　僕の下げ駄た箱ばこにチョコなんて入ってなかったけど……」

「みんな、結局ビビっちゃったから。彩さいくん、面倒くさい人だから。チョコ渡すと、逆に嫌われるかもしんなかったし」

「どんだけひねくれてると思われてるの、僕は」

　僕も健全な男子高校生なんだから、バレンタインにチョコをもらえば喜ぶよ。

　逆に嫌うとか、何様なの。

「カレンちゃんたち、黙って逃げ出そうとしたけど、あたしがみんなに声をかけて、ちょっとお茶しようぜ！って誘ったんだよ。そこから──」

「ＳＩＤが始まった……ってことか」

　カレン先輩はリーダー気質だけど恋愛面ではポンコツだし。

　美み春はるは人と積極的にコミュ取るのを面倒がるし。

　くーだって、見知らぬ高等部のお姉ねえさんは警戒するだろう。警戒してくれ。

「だから、あたしが最初のＳＩＤなんだよ。カレンちゃんが〝死んでもいいわ同盟〟とか言い出したときは、やべー人に声かけちゃったと思ったけど！」

「それは本人には黙っておいてあげてね……」

　ネタ元はロマンチックな台詞せりふなんだけど、普通に聞いたら物騒だよね。

　死んでもいいわ、なんて。

　カレン先輩は気に入ってるらしいから、ディスられたら可哀かわい想そう。

「言わないよ。けどね、彩くん」

　ばっ、といきなり勢いよく起き上がる縫ぬい。

　さっきバタバタ暴れたせいか、制服の胸元やスカートの裾が乱れている。

　ブラウスのボタンがいくつか外れて、世間を魅了している二つのふくらみが見えかけていて。

　白い太ももも、めくれたスカートの下から覗のぞいてる。

　水着姿でも半裸でもなく、一応服を着てるのに。

　今まで見た、縫のどんなあられもない姿より魅力的に見えてしまう。

　思わず、そんな姿に見とれていると──

「んっ」

　縫は、にこっと笑うと唇を合わせてきた。

　ちゅっ、と触れるだけの軽いキス──それを縫は何度も繰り返してくる。

「ぬ、縫……」

「死んでもいい、とまでは思わないけど。彩くんと一緒にいるためなら、グラドルも配信者もやめてもいいとは思うよ？」

「……どっちなの？」

　聖せい華か台だいをやめるのか、芸能活動と配信をあきらめるのか。

「彩さいくんに決断を任せるなんてできないよね。あたしのことなんだし、彩くんに重荷を背負ってほしくない。だから、自分で決めたんだよ」

「縫ぬい……」

「あたしは、彩くんに見てもらうために仕事をしてきたんだから。まあ、彩くんはあたしのグラビアを読み飛ばしてたけど！」

「そこ、根に持つね！」

　本気で飛ばしてたから反論できない。

「あたしはこれからも彩くんに見てもらうために、もっともっと頑張りたい。彩くんのそばを離れても、あたしは雑誌やＴＶテレビ、ネットで彩くんの前にいられるから」

「…………」

　こんなことを思うのは、うぬぼれかもしれないけれど。

　縫は、僕が彼女を選ばないと悟っているんだろうか。

　でもたぶん、縫がそう思い込んでるのは間違いじゃなくて──

「彩くん、大好き。君のおかげで、教室の隅っこにいたぼっちの天あま無なし縫から、みんなの前でキラキラしてるあたしになれた。自分を好きになれて、そんな自分にしてくれた彩くんが大好き。今も、これからもずっと」
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「……うん。ありがとう」

　僕なんかを好きでいてくれて嬉うれしいのは本当のこと。

　縫ぬいほどの可愛かわいくて明るい女の子に好かれるなんて、夢みたいなこと。

　だけど、僕は君を──

「言わなくていいよ、彩さいくん。あたし馬鹿だけど、彩くんが考えてることくらいはわかるから」

「これだけは言わせて。今度こそ断言するよ。縫は馬鹿じゃない」

「彩くん先生にそう言ってもらえると嬉しいね。あたしは、彩くんの教え子だもん」

「……ちなみに、転校っていつ？」

「区切りがいいところで、三年になってからだろうね。だから、もうしばらくお世話になります」

「じゃあ、三学期の学年末試験は受けるんだね。よし、最後なんだから徹底的にしごこう。目指せ、貼り出し組だ」

「ええぇっ!?　試験問題全部知ってても無理だよ!?」

「それくらいできないと、芸能界と配信の両方でトップは獲とれないよ」

「ちょ、ちょっと、あたしトップ獲るなんて言ってないよね!?」

「てっぺん目指す前ぜん哨しよう戦せんとしてはちょうどいいよね。頑張ろう、縫」

「ぎゃーっ！　こんなときでもあたしをイジってくるところも好きーっ！」

「うわっ！」

　縫が感かん極きわまったように叫んで、抱きついてきた。

　そのまま、ベッドに押し倒されて──縫の柔らかな二つのふくらみが押しつけられる。

「ぬ、縫！　嫌がってるの、喜んでるの、どっちなの!?」

「どっちも！」

　おそらく、これからも世間を魅了し続けるだろうおっぱいが、今夜だけは僕のもの。

　いや、所有権を主張するわけじゃないし、なにもしないけどさ。

　だけど、そんな馬鹿げたことを思わないと──泣いてしまいそうだから。
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　窓の向こうは、クリスマス一色です。

　クリスマス一色ってなんですか？　と自分でも思いますが、そうとしか表現のしようがありません。

　空はすっかり暗くなったけれど、ライトアップされた街はいつも以上に明るくて、道行く人も溢あふれんばかり。

　幸せそうな人ばかり──というと嘘うそになりますか。世の中、甘くありません。

　そういえば、昔のねこらにゃはクリスマスは悲しい女子たちの集会場になってましたっけ。

　六年前からの常連さんが今もクリスマスにお店にいたりしますが、お客様の事情には踏み込みません。

　私は、デキる店員ですから。

「さあ、準備は……こんなものでしょうか」

　窓から離れて、フロアを見渡します。

　まだ新築のビルの三階、フロアの広さは充分。

　ずらっと並んでいるテーブルや椅子、猫用のおもちゃには、ほとんどにホコリよけのカバーがかけてあります。

　キッチンやスタッフの控え室へのドアは開けっぱなし。

　今日はお客さんが入るわけではないので、別に問題ないでしょう。

　テーブルと、椅子が三つあればＯＫです。

「おーい、来きったよー、くーたーん！」

「ほう、ここはずいぶん落ち着いた雰囲気なんだな」

「あ、いらっしゃいです」

　出入り口のドアが開いて、入ってきたのは──

「ねこらにゃ３号店だっけ？　大人おとな向けのクールなお店にするんだよね」

「まあ、猫カフェはだいたい落ち着いてると思うが……内装もシックで悪くないな」

　一人は深くかぶったキャップにマスク、黒縁の眼鏡めがね。

　長く伸ばした赤毛っぽい髪を無造作に後ろで結び、メンズっぽいジャンパー姿のちょっと怪しげなお姉ねえさんは──天あま無なし縫ぬいさん。

　もう一人の黒髪ロング、すらりとしたシルエットのコート姿の、清せい楚そな雰囲気漂う美人さんは──陣じん所しよカレンさん。

　私は今でも、縫お姉ちゃん、カレンお姉ちゃんと呼ばせてもらってます。

　そんな私は、聖せい華か台だい高等部のブレザーの上に、ねこらにゃスタッフ用のエプロン。

　胸のところの猫のアップリケは自分でデザインして縫いました。可愛かわいいです。

「オープン前なのに使わせてもらうのは申し訳ないな。天無縫は助かるだろうが」

「はー、有名人は辛いね。普通のお店には入りにくくてさ」

　ここは、年明けにオープン予定のねこらにゃ３号店。

　準備はほぼ済んでいるこのお店を、本日は特別な許可を得て使わせてもらってます。

　常連からアルバイト店員にステップアップした私の特権──とオーナーはおっしゃってました。ありがとうです、藤ふじ城きオーナー。

「でも実は、その辺普通に歩いててもスルーされるんだよね。気を遣われてるのか、それとも……あたし、もしかしてオワコン？」

「オワコンって、久しぶりに聞きましたよ、縫ぬいお姉ねえちゃん。ウチの学校でも天あま無なし縫さんは人気ありますよ。最近は芸能人を見ても騒がず、粛しゆく々しゆくと写真を撮ってＳＮＳに上げるのが作法なだけです」

「それもどうかと思うが。そもそも、天無縫が聖せい華か台だいでも一番騒がしい女だったがな」

「いやー、あの頃は若かったね。今は見てのとおりの落ち着いた大人おとなのオンナだよ！」

　さっ、さっ、とモデルさんみたいなポーズを次々キメる縫お姉ちゃん。

　大人とは。

　その四文字のツッコミを口に出すと、会話が果てしなく横へ逸それていきます。

　私は賢いので、それはよく理解してます。せんせーが教えてくれたことです。

　とりあえず、二人は上着を脱いで椅子に座りました。

　私はその間にキッチンに行って、用意しておいた飲み物と軽食をトレイに載せて運びます。

「すまないな、神しん樹じゆ無む垢く。なにからなにまで、おまえにやらせてしまって」
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「いえ、私はねこらにゃのスタッフですからね。それに、お姉ねえちゃんたちをおもてなしできるの、嬉うれしいです」

　六年ぶりの、ＳＩＤシドメンバーの集結。

　正確には、途中で抜けたお二人を除いたメンバーですね。

　まさかこの三人で、クリスマス女子会をすることになるとは思いませんでしたけど、楽しみにしてたので準備もノリノリでした。

「は～……くーたんは何年経たっても良い子のままだね。どうやったら、そんなピュアなまま成長できるの」

「べ、別にピュアなわけでは……わ、私だってえっちなこととか考えますし！」

　ああ、私ってばなにを言ってるんでしょう？

「やべーよ、かいちょ。えっちなこと考える程度で済んでるって暴露してるぜ」

「ま、まあ、いいんじゃないか。初等部時代に私たちと付き合ってたせいで、マセてしまうんじゃないかと心配していたしな」

　……なんだろう、馬鹿にされている気がします、私。

　ちなみに、縫ぬいお姉ちゃんはいつの間にか、〝カレンちゃん〟から〝かいちょ〟呼びに戻ってます。

　こっちのほうが馴な染じむそうです。

「おっと、まずは乾杯しようか。元ＳＩＤ二人と、最後のＳＩＤの再会に！」

「「再会に！」」

　縫お姉ちゃんが掲げたグラスに、私とカレンお姉ちゃんもグラスを軽くぶつけます。

「ふー……ＳＩＤか。なつかしいな。耳にしたのは何年ぶりかな」

「かいちょ、自分で決めた名前なのに。んーと、ぴったり六年かな。あたし、あのクリスマス以来、一度も口に出してないから」

　二人のお姉ちゃんは、飲み物を一口呑のんでから、感慨深そうに話してます。

「あのクリスマス以来か……ずいぶん時間が経ったな」

「あたし、反省。あのときはしゃーないと思ったけど、彩さいくんを困らせちゃったよね。クリスマスデート三連チャンで──」

「三人から、お別れを切り出してしまいましたからね……」

　そう、六年前のＳＩＤ三人とせんせーのクリスマスデート。

　まだ私が小学五年生、十一歳だったクリスマスの日。

　私も、カレンお姉ちゃんも、縫お姉ちゃんも、せんせーにお別れを告げました。

「あたしは芸能活動に専念するために転校。かいちょは──」

「全国模試三位を獲とって、学校から海外への進学の話が来たんだったな。聖せい華か台だいでも実は初めてのケースだったらしい」

「かいちょは実験台か……くーたん、そんな学校に通ってて大丈夫？」

「だ、大丈夫です。カレンお姉ねえちゃんのあとも、海外に進学した人、いますから」

　縫ぬいお姉ちゃんの、せんせーみたいな猜さい疑ぎ心しんはともかくです。

　聖せい華か台だいは今、海外への進学も可能な名門校としてブランディングしてるみたいです。

「私に話が来た時点で、学校からのサポートは奨学金も含めて既に態勢が整ってたぞ。正直、かなり迷ったが……」

「かいちょは、大学の四年もフルに使って彩さいくん落とすつもりだったもんね」

「む、むう……ここまで大きなチャンスが来るとは思ってなかったんだ。いや、彩さい木ぎ慎まことと将来を秤はかりに掛けたわけじゃない。ただ、海外進学の話を聞いたときに──道が開けた気がした。天啓を受けた、と言ったら言いすぎか」

　カレンお姉ちゃんは、なんだか申し訳なさそうです。

　夢を見つけてしまったら、そこに向かって進むのは当たり前のことです。

　恋を捨てたように見えても──誰にも非難されるようなことではないでしょう。

　夢を見つけられたのも、カレンお姉ちゃんが必死に勉強を続けた結果なのですし。

「カレンお姉ちゃんも、縫お姉ちゃんも凄すごいです。私は……結局、自分のわがままを通しちゃいましたから」

「あははは、くーたん、そんな風に思ってたの？」

「おいおい、それは考えすぎだろう」

「で、でも……」

　私、神しん樹じゆ無む垢くもクリスマスの日にせんせーにお別れを告げました。

　いいえ、正確には──お別れすることになりそう、というお話をしただけでしたが。

「私の事情だけは、たいしたことなかったですし。お父とうさんの転勤が急に決まって、お母かあさんと私も一緒に行くか、お父さんに単身赴任してもらうか……両親は私の意思も聞いてくれました。家族みんなで引っ越すのが当然だったのに……」

　ねこらにゃ本店──じゃない、当時は唯一のねこらにゃだったあのお店の二階。

　個室でせんせーにこの話を切り出したときの、あの人の驚いた顔は今でも忘れられません。

　せんせーは私が赤ん坊の頃から知っていたわけで、そんな私が急にいなくなると聞けば、見たこともない顔もするでしょう。

「まー、普通は有無を言わせず連れて行かれるだろうね、小学生なら」

「はい、両親には感謝しています」

　私の場合、名門私立に通っていたのもあって、有無を言わせず──というのは親もやりづらかったんでしょう。

　あと、どうも親にとって私は〝変わった子供〟という認識だったらしくて。

　環境が大きく変わってしまうと、私が凄すごく苦労すると心配してたみたいです。

　まあ、初等部入学の直後に登校拒否したり、軽いノリで家出を繰り返したりしてたので、無理はないですけど……。

　そのあたりは、とっくにこのお二人にも説明済みです。

「せんせーは、引っ越しは仕方ないって言ってましたけど……寂しそうだったから。私は家族一緒がよかったのに、ここにお母かあさんと残ることを選んじゃいました。結局、自分でそう決めたんだから、せんせーに余計なことを言って困らせただけだったかも」

　もうせんせーのそばから離れることを決めていたカレンお姉ねえちゃん、縫ぬいお姉ちゃんとは違います。

「仕方ない。神しん樹じゆ無む垢くは自分では決められなくて、彩さい木ぎ慎まことの反応を確かめてみたかったんだろう。彩木慎も困りはしただろうが、なにも言われないよりはマシだったはずだ」

「そ、そうでしょうか……」

　あのクリスマスの告白は私の〝黒歴史〟ですけど、若気の至りだと思っていいのでしょうか。

「ここに残ったおかげで、せんせーやお姉ちゃんたち、猫ちゃんたちとも離れずに済みましたし──生徒会長にもなれましたけど……」

「はは、神樹無垢は六年前から生徒会長になりたかったんだったな。最初に聞いたときは驚いたぞ。そんなに前からなりたがる奴やつは珍しい」

「ほ、本当に変わった子供だったんです。ああ、恥ずかしい……」

「いや、初志貫徹は素晴らしいことだ。生徒会長の先輩としても誇らしい」

　伝説として名を残した〝カレン会長〟に言われると、こそばゆいような──でも凄く嬉うれしいです。

　六年前のわがままを思い出して落ち込んだ気分も、少しは戻ってきました。

「まっ、あのクリスマスはいろいろあったよね！」

　縫お姉ちゃんも、へこんだ私を気遣ってくれたのか、わかりやすくハイテンションです。

　あの縫お姉ちゃんも精神的に大人おとなになりつつあります。確か、二十三歳ですけど。

「彩さいくんにもらったクリスマスプレゼントも嬉しかったなあ。えーと、かいちょは香水、くーたんは猫のキーホルダーだっけ？」

「私は今でも使ってるぞ」

　カレンお姉ちゃんが、カバンから小さな香水の瓶を取り出してテーブルに置きました。

「もちろん、もらったものではないが、その瓶は家に置いてある。同じ香水を使い続けてるんだ。もっといいものを使えと友人に言われるが……大きなお世話だな」

「私もまだキーホルダー使ってますよ。さすがにちょっと傷いたんでますけど……」

　スカートのポケットから猫さんキーホルダーを取り出しました。

　お家うちと自転車と、部屋に隠してる怪しい金庫の鍵をつけてあります。

　金庫の中身は乙女おとめの秘密です。ＪＫには秘密がたくさんです。

「あたしは、これ。この眼鏡めがね、いいでしょ♡」

　縫ぬいお姉ねえさんがかけてるのは、黒縁の伊だ達て眼鏡。

　芸能人なんだから変装に使えってことで、プレゼントしたみたいです。

　美み春はるお姉ちゃんが写真からサイズを割り出したとか。凄すごい。

「ま、変装用にってくれたんだけど、〝これかければ賢そうに見えるよ〟って余計な一言までいただいたけどね！」

「根に持ってるな、天あま無なし縫」

　さすがせんせー、キレキレの一言です。

　とはいえ、せんせー自身は〝気の利いた言葉〟を言ったつもりだったとか。

「でもまあ、あの夜にあたしはＳＩＤシドじゃなくなったけど、まだこれ大事に使ってるからなあ。なんだろう、未練たらしい？」

「……そうなると、私も同じってことになるじゃないか」

「今、私が唯一のＳＩＤメンバーでリーダーですから、私の許可があれば再加入できますよ？」

「……成長したな、神しん樹じゆ無む垢く。私たちが出戻りできるかどうかも、おまえの判断次第か」

「お金ならドン引きするほどあるよ？　今は固定給じゃなくて歩ぶ合あい制せいだから！」

「おい、女子高生を金で買収しようとするな」

　あははは、と三人で笑い合います。

　昔、みんながＳＩＤのメンバーだった頃より仲良くなれてるかもしれません。

「なんだか昔話ばかりになってしまうな。だが、せっかく三人で集まれたんだ。そういう話でいいのかもしれない」

「みはるんと詩し夜やパイセンも呼べればよかったけどねー」

「仕方ない、彩さい木ぎ美春は居場所を掴つかむのも難しいし、詩夜先輩はこの時期は冬期講習が忙しいようだからな」

「そういうお二人も忙しいんですよね？」

「はは、私はまだ学生のようなものだ。さほどでもない。こうしてクリスマス休暇を取って、一時帰国もできてるしな」

　カレンお姉ちゃんはアメリカの大学で宗教関係のお勉強をして、今は大学院にいるとか。

　しばらくお勉強を続けて、修道院に戻るかどうかは未定だそうです。

「あたしも去年グラビア引退してから、ちょっと落ち着いたかなー。動画も出し惜しみしてるしね」

　縫お姉ちゃんは、グラビアアイドルを去年すっぱりと引退。

　年齢的にはまだまだ続けられるけど、もうピークは過ぎたって判断らしいです。

　でも、この人もグラビアアイドルとしては伝説になってます。

　五年前、全少年漫画誌の同時表紙ジャックが世間でも話題になりましたっけ。

　そんな縫ぬいお姉ねえちゃんなので、引退もかなり大騒ぎになってました。

　ですがドラマや映画、バラエティ番組では引っ張りだこですし、よーつべでも今やトップクラス。

　二人とも暇なわけがないですが、こうしてＳＩＤシドの女子会に出てくれるのは嬉うれしいです。

「くーたんも、生徒会長なんでしょ？　生徒会長なんて高飛車で怖そうな人がなるもんだと思ってたけど、癒やし系のくーたんが当選するとは聖せい華か台だいも変わったね」

「聞き捨てならないな。新しん望ぼう縁えん里りは高飛車だが、私は尊敬される会長だったぞ！」

「あ、カレンお姉ちゃんが学年一位独走で海外進学までしたので、今や高等部の生徒会長は成績トップが前提みたいになっちゃってて大変です……」

「わ、私のせいなのか!?」

　ちょっと、冗談ですけど。

　陣じん所しよカレン会長が伝説になって、直接関わってない今の生徒たちでも名前を知らない者はいないのは本当です。

「私もなんとかトップクラスは維持してますよ」

「へー、くーたんは子供の頃から頭よかったもんね」

「成績優秀なのはいいことだろう。生徒会長は生徒の見本になる存在だしな。私が変な前例をつくったんじゃないぞ」

　私の冗談を真に受けてるみたいです。素直な人です。

「あ、グラスがカラですね。どうぞ」

　私は、二人のお姉ちゃんのグラスにおかわりを注つぎます。

　六年前にそのまま戻ったみたいな──不思議な感覚です。

　みんな、昔とは大きく変わったはずなのに、顔を見ればあの頃に戻ってしまうんですね。

　ねえ、せんせー。

　あのクリスマスの夜は、ＳＩＤが終わった夜だったのかもしれません。

　今でも私だけはＳＩＤのつもりですけど、たぶんそれが現実。

　せんせー……ＳＩＤが終わったあの夜、あなたはどこへ消えたんでしょう？

　それは美み春はるお姉ちゃんも誰も知らない、せんせーだけの秘密。

　いいえ──せんせーと真ま香かちゃんせんせー二人の秘密でしょうか？
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　ホテルを出て、クリスマスの街を一人で歩く。

　縫ぬいは、そのままあの部屋に泊まるらしい。

　今までの縫なら、僕も一緒に泊まるように誘ってきただろうけど。

　まったくそんなことを口に出さなかったのは、もう縫の中で区切りがついているからか。

　ちょっと寂しい──そんな風に思ってしまうのは、あまりにも勝手すぎるな。

　区切りがついてから、縫との時間を惜しむなんて。

「…………」

　首に巻いたマフラーを持ち上げ、顔を埋うずめるようにする。

　このマフラーは、縫からのクリスマスプレゼントだ。

　縫はそんなに高くないと言ってたけど、あったかいし肌触りもいい。

　けっこうなお値段だろうし──このあたたかさに縫の気持ちを感じてしまう。

　動揺したせいか、いつもみたいにからかいつつ伊だ達て眼鏡めがねを贈ったのが申し訳ない。

　カレン会長にもらった帽子、くーにもらった手袋、縫にもらったマフラー。

　コートは詩し夜やちゃんセレクトだし、ボディバッグだって美み春はるからのプレゼントだ。

　全身がＳＩＤシドコーディネートというか……。

　なんとなく後ろめたい気分になってしまうのは、僕のおごりだろうか。

「ふうっ……」

　当然、吐く息は真っ白だ。

　でも、街はひたすら明るくて雪は降ってくれない。

　僕なんかを好きだと言ってくれた三人の女の子から、別れを告げられた夜。

　こんな寂しい夜は、雪でも降ればシチュエーションとしては完璧なんだけど、お天気は僕の要望には応えてくれない。

　行く当てもなくさまよう僕の前に現れたのが──赤いフィアットだった。







　真ま香か先生と二人きりになれるところに行きたい。

　うーん、僕はなんて迂う闊かつなことを口走ってしまったんだろう。

　ずっと、先生とサシの状況になるのを警戒してきたというのに。

　いや、本当にそうだろうか？

　口ではわーわーわめきながらも、僕は真香先生と二人きりの時間を楽しんでいたんじゃないか？

　なにしろ、真ま香か先生はとんでもない美人で、しかも僕への〝教育〟のためならえっちなことでもためらわない。

　こんな美お味いしい状況を健全な男子高校生である僕が、本心で嫌がっていたなんて客観的に見てありえない。

　むしろ、僕がどうして先生と一線を越えなかったのか不思議すぎるくらいだ。

「今日はオシャレなだけじゃなくて、おとなしいわね。口数が少ない彩さい木ぎくんも、なかなか新鮮だわ」

　フィアットを丁寧に運転しながら、真香先生はちらりとこちらを見た。

「……僕、普段そんなにおしゃべりですかね？」

「中等部から高等部への申し送り、歯に衣きぬを着せなくていいなら〝口の減らない生徒〟と書きたい先生はたくさんいらっしゃったようね。中二の担任だった保ほ科しな先生は、語彙力の限りを尽くして中傷にならないように努めてた形跡があるわ」

「……僕、そこまで保科先生に面倒かけてたんですかね？」

　むしろ、恨みを買ってるレベルでは？

　真香先生からちょこちょこ聞く、先生方からの評価、Ｅｘｃｅｌでまとめて提出してほしいね……。

「大丈夫よ、今の担任は君がどれだけ面倒でも決して見捨てずに最後まで教育するから」
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「否定してないですね。僕も、自分が面倒くさくないとは言いませんけど」

「今日だって、仕事で疲れてるのにこうしてお世話してるじゃない。ちなみにわたし、明日も仕事あるのよ？」

「本当に教師はクリスマスもなにもないんですね」

　もしかして、若い教師にクリスマスを楽しませないためのイヤガラセ？

「聖せい華か台だいの教員にだけはならないほうがいいですね」

「あら、残念ね。どこの学校も──というより、社会人はそうそうのんきにクリスマスは楽しめないわよ。たいていは、ただの平日でしかないわ」

「やっぱり、学生の間にクリスマスを楽しんでおくべきですかね」

「今日は楽しめたんじゃないの？　可愛かわいい女の子三人とデートなんて、その辺のチャラ男おでもなかなかできないわよ？」

「……楽しかったですよ。でも……」

　なぜだか、言葉が出てきてくれない。

　おしゃべりな彩さい木ぎくんでも、上う手まく説明できないことがあるみたいだ。

「ゆっくりしゃべっていいわよ。君、話したいって顔してるわ」

「さすが先生ですね……お見通しですか」

　今日のことは──人に話すようなことでもないだろうけれど、僕の心に留とどめておけない。

　それに、たぶん──

「聞いてください、先生。まずは──修道院での話です」

「ええ、聞くわ。彩木くん、わたしの車に乗るといつもぎゃーぎゃー大げさにわめくから、大サービスで眠たくなるような運転にしてあげる」

「それはどうも……」

　確かに、今日のフィアットはハリウッドのカーチェイスばりの運転はどこへやら、おとなしい。

　単純にクリスマスで道が混んでるせいかもだけど、丁寧な運転はありがたい。

　いつものように左右に振り回されていたら、話どころじゃないからね。

　車窓の外を流れていくクリスマスの夜景を眺めながら、今日のデートの話をぽつぽつと語る。

　といっても、施設と修道院、猫カフェ、ホテルに行ったことを話したくらいだ。

　具体的になにをして遊んだかまでは、相手のこともあるので言えないというか……。

　ホテル、と言ったときに真ま香か先生の眉が危険な角度に吊つり上がったのは見なかったことにする。

　べ、別にやましいことはしてないし！

　全裸？　それは二人だけの秘密で縫ぬいも僕も墓場まで持っていくから、他の人にはなかったのと同じことだよね。

　それに、今重要なのはデートの内容じゃない。

　ＳＩＤシドの三人の、これからのことをゆっくりと語って──







「まあ、わたしも知っていたけどね」

　僕が一通り語り終えたあとの、真ま香か先生の第一声。

　やっぱり知ってたか。

　人に話すことでもないけど、真香先生の場合、知ってる可能性高かったからなあ。

「陣じん所しよさんの進学は他の生徒にはまだ漏らせないけど、職員室ではかなり話題になったわ。さすがに、海外の有名大学に進学する生徒は初めてだからね」

「僕にしてはちょっと疑いが足りませんでしたね。もう進学先が決まってるはずのカレン先輩が進路指導室に呼び出されたりして、変だと思うべきでした」

「進学が決まっていても、呼び出しはあるわよ。進路が決まったあとで、やっぱり変更したいなんて子は珍しくないしね」

「それはまた、多方面に迷惑ですね……」

「ただ、陣所さんの場合は学校側から進路の変更を提案したのよね。前々から、学校側で海外への進学は検討されてたらしいわ。そこへ来て、全国模試で三位を獲とっちゃう生徒が現れたものだから。かなり慌ただしく話が進んだみたいね」

「普通、海外に進学するならもっと前に話が出そうなもんですよね」

　僕の知る限り、カレン先輩は夏までは間違いなく内部進学する予定だった。

　ほんの数ヶか月げつの間に、海外進学なんて人生を大きく変える事態が進行していたとは……。

　シスター・エヴァが言ってた〝大きな希望〟もそのことだったんだ。

「少しだけど、わたしも陣所さんにアドバイスしたわよ。向こうの学校の実態を、多少は知ってるから」

「そういえば、真香先生も海外に留学してましたね……」

「わたしは短期留学だから陣所さんのケースとは違うけどね。聖せい華か台だいとは別の大学だったし。わたしが高等部の頃はまだ、聖華台には海外へのパイプがなかったのよ」

「真香先生は全国模試一位ですもんね。パイプがあれば、海外進学の話があったっておかしくないか」

「一位も三位も大差ないわよ。ただ、海外進学の話が来ていても、ＯＫしたかどうかは怪しいものね」

「え？　でも、海外の有名大学に進めば将来の選択肢もだいぶ広がるでしょう」

「そう単純なことでもないわよ。それに、海外に行っていたら死に目に遭えなかったでしょうしね」

「……そういうこともありますね」

　誰の、なんて聞き返すほど頭の動きは鈍ってない。

　真ま香か先生の恩師、風ふう花か四し季き先生のことだろう。

　いつ頃亡くなったのかまでは聞いてないけど、真香先生にフィアットを譲ってるんだから、高等部卒業後の可能性が高い。

「なにより、海外に行ってたら彩さい木ぎくんに会えな──いえ、彩木くんって親御さんに連れられてよく海外に行ってたのよね？　もしかすると、海外で運命の出会いをしてたかも。いえ、きっとそうだわ！」

「…………」

　メンタル強つえぇー……。

　本当に、真香先生がどんな道を歩んでいても、僕との出会いを引き寄せてたような気がするよ。

　アリ地獄のような人だ……。

「ああ、陣じん所しよさんの話だったわね。この話を彼女が受けたのは当然ね。大きなチャンスなのは間違いないもの」

「……そうですね」

「納得できてないって顔ね。でも、こればかりは自分の意思で決めることよ」

　そうだ、理屈では僕だって理解できてる。

　カレン先輩は、彼女の優秀さを最大限に活いかせるステージに進むべきだって。

　わかってはいるのだけれど──

「天あま無なしさんのほうは、わたしが直接、何度も相談を受けてたのよね」

「ええ、それは縫ぬいも言ってました」

「天無さんの場合は……わたしとしては、逆に当然とは思わないわ。聖せい華か台だいはいい学校だし、卒業まで頑張ってほしいと思う」

　あと、一年ちょっと──

　けど、今の縫にはその一年ちょっとを聖華台で過ごすことが難しくなってしまった。

　本当なら大学生活を含めれば五年以上、聖華台での時間があったはずなのに。

「だけど、天無さんが選んだ道ならわたしは支えるわ。問題児だろうと、わたしの生徒だものね」

「ええ……ただ、カレン先輩よりも縫のほうが心配なくらいです」

　普通なら、物理的にも遠くなるカレン先輩のほうが気になるところだけど、なにしろ縫だから。

　いくら芸能人の事情を考慮してくれる学校でも、ちゃんと定期試験をクリアできるのか。

　そもそも浮き沈みの激しい芸能界で生きていけるのか。

　したたかさも必要な世界なのに、縫ぬいは良くも悪くも素直すぎるからなあ……。

「転校したあとでも、わたしならある程度情報は集められると思うわ。問題ない情報は、彩さい木ぎくんにも伝えてあげる」

「そ、そうしてもらえますか」

　ちょっと安心。

　なんとなくだけど、縫本人は連絡してこないような気がするから。

「ただし、無む垢くさんだけは初等部だから、どうにもならないけどね」

「……うーん、くーはもしかしたら引っ越さないかもです」

「君が言うならそうなんでしょうけど、どうして？」

「くーは気が進まないようでしたから。コーコ先生も娘に甘いですが、お父とうさんはもっと甘いんですよ。自分が単身赴任しようが寂しかろうが、くーの意思を尊重しそうです」

「なるほど。お受験で苦労して入った学校を辞めさせるのも惜しいでしょうしね。私立からの転校は面倒なことも多いし」

「えっ？　そうなんですか？」

「たとえば、私立から私立への転校はいくつか条件があるわ。別の私立を受験するには、元々通ってる私立の許可が必要だったりね。そもそも、私立は欠員が出なければ転校生を受け入れないところも多いの。公立なら入れるけれど、無垢さんのご両親も無意味に娘を私立に入れたわけではないでしょう」

「まあ、くーの将来を考えて──とかですかね」

　くーが聖せい華か台だい初等部を受験したときのことは、あんまり覚えてない。

　あの子は頭がいいし、普通に受かると思ってたしね。

　しかし、転校とは無縁な人生だったけど世の中って面倒なもんだなあ……。

「聖華台にいればエスカレーターで、それを捨てるのはもったいない……ですかね」

「無垢さんなら普通に勉強していれば大学まで上がれるでしょうし、親御さんは娘を受験で苦労させたくないと思うかもしれないわ」

「ああ、そう……ですよね」

　今夜のＳＩＤシドメンバーからの話は衝撃的すぎたけど、一つでも救いがあってよかった。

　いや、まだくーのことだって話が覆くつがえったわけじゃない。

　そこは神しん樹じゆ一家で決めることであって、さすがに僕が踏み込むのは無理だ。

　でも、少しは──安心したっていいじゃないか。

「真ま香か先生」

「はい？」

「前に、時間がもうないって言ってましたよね」

「まるでわたしが死ぬみたいな言い方だったわね。教師として誤解を招く発言には注意するべきだったわ。それで？」

「時間がないのは──ＳＩＤシドのみんなも一緒だったんですね。くーは大丈夫かもしれないし、やっぱり行っちゃうかもしれない。でも、カレン先輩と縫ぬいには間違いなくもう会えなくなります。少なくとも、簡単には会えない」

「天あま無なしさんも引っ越すでしょうね。今の家だと新しい学校、ＴＶテレビ局やスタジオに通うのも不便でしょうから。彼女のご両親なら、新しい家の手配も難しくないわ」

「あ……そうなるんですかね……」

　さりげなく追い討ちをかけられた気分だった。

　そこまで考えが及んでなかった。

　無駄に深く考えてしまう性格なのに、ちっとも思いつかなかったのは無意識に思考にストップをかけてたからか。

「彩さい木ぎくん、怒ってる？」

「え？　なんに……ですか？」

「わたしが陣じん所しよさんと天無さんの件を知っていたのに、ずっと黙っていたことよ」

「……そんな大事なこと、勝手に漏らすようならまた教師を軽蔑するところでしたよ」

　これは強がりじゃなくて、僕の本心。

　真ま香か先生の立場で、職務上知ったことを僕に話せるわけがないよね。

「そう言ってもらえると、気が楽になるわ」

「さすがにもう、真香先生がそういうところ真面目まじめなのはわかってます」

　もっとも、僕はわかっていないことが多すぎるけれど。

　ただ、これもわかってる──怒るとしても、その相手は真香先生じゃない。

「……先生。真香先生」

　僕は、窓の外を見ながら──いや、景け色しきなんて見てない。

　見えるのは窓にうっすら映った馬鹿な自分だけだ。

「僕はずっと、ＳＩＤに困らされてるつもりでした。急に告ってきて、みんなふざけてるようで凄すごく真剣で。だからこそ、困っちゃって……でも、僕は」

　縫との旧校舎でのグラビア撮影。

　家出してきたくーの、僕らの家からの家出。

　いきなり金髪に染めて学校を混乱に陥おとしいれたカレン会長。

　生徒会長に立候補なんて、まったくらしくない行動に出た美み春はる。

　高等部時代の文化祭に未練を残していた詩し夜やちゃん。

　どれも大変なトラブルばかりだったけど──

「楽しかった。みんなに困らされたことだって、僕には楽しかったんです」

　怒るべきは、こんな簡単なことにも気づけなかった僕自身だ。

　でも今は、怒る気力さえ湧いてこない。

「よかったわね」

「……え？」

「何年かあと、彩さい木ぎくんが高校生活を振り返って──そのときに笑えたのなら、ＳＩＤシドの彼女たちのおかげでしょうね」

　真ま香か先生の声は、ひどく穏やかだった。

　高校生活に忘れ物をしてきた先生には、もしかすると僕の今が羨うらやましい……んだろうか。

「そういえば、先生。ＳＩＤのみんなを倒さなくてよかったんですか？」

「彼女たちには、わたしは最後までラスボスだったでしょう。わたしがいなければ、ＳＩＤの子たちの選択も変わっていたかもしれないわ」

「戦わずして勝った……みたいな話ですかね」

「常にＳＩＤの子たちは、わたしと戦ってたんじゃないかしら。もちろん今日もね。わたしにとっても、あの子たちは強敵だわ」

　真香先生、余裕ぶって言ってるわけじゃないだろう。

　真剣にＳＩＤを敵視していたのは、僕もよーく知っている。

「勝ったかどうかは、まだわからないわ。一人残ってることだしね」

　仕事が忙しかったとはいえ、真香先生はずっとおとなしかった。

　少なくともカレン先輩と縫ぬいにとっては僕との時間はこれで終わりだから──気を遣ったのかもしれない。

「ラスボスは余裕をもって最終決戦までふんぞり返って待ってるものなのよ。もっとも、冒険者たちがボスの玉座にたどり着く前にゲームオーバーになることもあるでしょう。寂しくもあるけどね」

「…………」

　真香先生とＳＩＤの因縁の戦いもこれで終わり──

　もし、くーが残ったとしても、今までとはすべてが変わってしまうだろう。

「ああ、そろそろ着くわよ」

「はい……って、ここは!?」

　フィアットがスピードを落として、目的地へ入っていく。

　まさか、こんなところに連れてこられるとは──







「ようこそ、わたしの城へ！」

「…………」

　第二校舎二階──教室の三分の一くらいの広さで、中央に机が四つ向き合う形で置かれてる。

　ここは、英語科準備室と呼ばれる部屋。

　ていうか、聖せい華か台だい学院高等部の校舎の一室。

「……こんな時間に生徒を連れてきていいんですか？」

「いいわけないでしょう。バレたらなにもかもおしまいよ」

「な、なにもかも……！」

　この準備室に来るまで、けっこう大変だった。

　駐車場まではフィアットの後部座席に潜まされたし。

　校舎内では、防犯カメラに映らないように移動して、ステルスゲームをやってる気分だった。

　まあ、真ま香か先生が防犯カメラの位置まで把握してることのほうが、発見されることより怖かったけど。

「ていうか先生、仕事終わったんじゃないんですか？」

「食事と気分転換を兼ねて、軽いドライブに出ただけよ。まさか、君を見つけるとは思わなかったわ」

　やはり僕と先生はなにか縁があるというか……。

　海外での偶然の出会い、本当にありえたかもしれない。

「あ、彩さい木ぎくんは晩ご飯は食べたの？」

「まだですが……あまりお腹なか空すいてないですね。お昼のチキン攻めが凄すごかったですし」

「ちゃんと食べなきゃダメよ。無理にとは言わないけれど」

　真香先生は自分のデスクの前に立って、さりげなく書類をいくつか片付けた。

　僕が見ちゃいけないたぐいの書類なんだろう。

「はぁ……止やまない雨はないのに、終わらない仕事はあるというのはなんて残酷なの？」

「いえいえ、仕事もいつか終わりが来ますよ！」

　なにをたそがれてるんだ、この人は！

　真香先生のデスクにはノートＰＣが置かれて、いつフリーズしてもおかしくないくらい大量のウィンドウが開かれてる。

　そのそばには、付ふ箋せんがいくつも貼られたプリントの山が。

　わかりやすく修羅場が形になっている。

「いくらなんでも、夜になっても帰れないほど忙しいってことはないんじゃ？　今日、二学期が終わったところですよ？」

　教師だって少しは息をつけるタイミングなのでは？

「その気になれば今休むこともできるでしょう。ただ、そうするとね、あとがキツくなるだけなの」

「しみじみ言うの、やめません？」

「彩さい木ぎくん……車通勤のいいところはね、終電を気にせずに仕事できることなのよ」

「社畜として調教完了した台詞せりふもやめましょうよ」

　僕ら生徒の学園生活が、教師のみなさんの犠牲の上に成り立ってると思うと泣けてくる。

「さすがに今日、こんな時間まで仕事してるのはわたしだけでしょうけどね。ひより先生なんて、下校時間より先に消えてたわ。ふっ、年末までの地獄が加速するだけだというのに……Ｙｏｕ　ｉｄｉｏｔお馬鹿さんね！」

「ひ、ひより先生はデートですかね。やっぱりご結婚されてるんでしょうか」

「結婚？　ひより先生は独身よ」

「ええっ!?　く、薬指にしてる指輪は……？」

「普通なら男よけだけど、謎のままね。一説によるとイタズラで人の指輪を着けたら外れなくなったとか」

「そんな馬鹿な」

　とはいえ、あの謎なほどマイペースな恋れん紅くひより先生ならありえるのが怖いところだ。

「ちなみにこれ、ひより先生が置いてったわ」

「……素敵な置き土産みやげですね」

　真ま香か先生のデスクの端に、小さなクリスマスツリーが置かれてる。

　クリスマスに仕事とは可哀かわい想そうだけど、せめてこれで気分を出せとか？

「そういえば、ひより先生は何年か働いたら家業を継ぐ予定らしいわね。実家がなにをしてるのかも謎だけれど」

「へぇ……ここの教師になるの、大変だったでしょうに」

「ひより先生とはここの高等部時代からの付き合いだけど、そうなったらあまり顔を合わせることもなくなるでしょうね」

「…………」

　真香先生は、僕になにか大事なことを教えようとしている。

　意味もなく、学校に連れてきたわけじゃないはず。

　たぶん、この学校という学ぶための場所で、僕に教えるべきことがあるんだろう。

「君は変化が少ないエスカレーター式で過ごしてきたから、実感が薄いのかもね。人間関係って、簡単に変わっちゃうものよ。大事な人があっさり消えてしまうことも珍しくないわよ」

「……そうですね……僕はまだまだ子供だったのかもしれません」

　大事な人との深刻な別れなんて、ろくに経験してない。

　強いて言うなら、コーコ先生とか中学時代のギャルのお姉ねえさんとか……でも、あの二人ともあっさり再会したしね。

　真ま香か先生は、僕が知る限り大きな別れを二度も経験している。

　子供の頃に両親が離婚して、母親と生まれたばかりの妹が去った。

　そして──恩師はこの世から去ってしまっている。

「子供だから、なんでしょうか……こんなにキツイのは」

　僕は近くの椅子に、思わず座り込んでしまう。

　なんとかここまでやってきたけど、もう立ってることすらキツイ。

　我ながら弱すぎる。こんなにも打ちのめされてしまうなんて。

「カレン先輩、くー、縫ぬい……誰にもいなくなってほしくない。ずっと、この聖せい華か台だいでみんなでいられると思ってた。でも、そんなの僕の勝手な思い込みで……みんなは自分の道を決めて歩いて行ってた……」

「……彩さい木ぎくん」

　真香先生は、つぶやくように言うと、開きっぱなしだったノートＰＣを閉じた。

　すたすたと歩いてきて──座ったままの僕の前に立つ。

「ねえ、真香先生。僕はなにかトラブルが起きるたびに暗躍して、誰かを助けていい気になってました。でも、あんなのは遊びみたいなものだったんですね」

「助けられた子たちは感謝してるわよ」

「本当にどうしようもない事態は、突然起きて、なんの手を打つ暇もなく終わってしまうんですね……小こ賢ざかしいだけの子供の出番なんてない」

「まだ、陣じん所しよさんも天あま無なしさんも無む垢くさんもいなくなったわけじゃないわ」

「カレン先輩を空港まで追いかけて、〝行かないで〟って感動的な演説をしましょうか？　僕が縫と付き合って、〝彼氏です〟なんて宣言する動画を公開したら縫の芸能界のキャリアを潰せますかね？　くーには……僕が〝そばにいてほしい〟って頼めば、あの子は両親に引っ越しをやめるようにお願いしますよね？」

「そうね、やってみる価値はありそうな手ね」

　真香先生は真顔で頷うなずいた。

「……冗談ですよ。でも、みんなを大事にしてるから実行しないんじゃないです。みんなの将来をぶち壊して責任を背負い込むのが怖いだけですよ」

　やっぱり、僕は子供だ。

　誰かの人生を変えてしまうのが怖くて、大事な人が去っても傍観することしかできない。

「もういいわ、彩木くん」

「…………！」

　真香先生は僕の頬ほおに両手を添えて、唇を重ねてきた。

　柔らかくて──外から帰ってきたばかりだからか、少し冷たい唇だった。

「ドラマティックな解決なんて、できなくたっていいのよ。君が子供だからじゃないわ。誰だっていつかは乗り越えられない壁にぶつかる日が来る。子供でも大人おとなでも、必ず来るのよ」

「僕は……あきらめるべきなんですよね」

　吸い込まれるように、僕は真ま香か先生に抱きついてしまう。

　信じられないくらい細い腰だった。

　前にも思ったけれど、この華きや奢しやな身体からだのどこに内臓が入ってるんだろう。

「真香先生も……そうでしたか？」

「母と天てん華かがいなくなったときは、わたしにはどうしようもなかったわ。本当に子供だったし、そうじゃなくてもわたしは父を一人にはしなかったかもしれない」

　その結果、真香先生は〝可哀かわい想そうな子〟として同情されることになってしまった。

　ただ家族が引き裂かれただけじゃなくて、真香先生はそのあとも長く暗い影を背負い込むことになった……。

「風ふう花か先生のときだって、どうしようもなかったわね」

　真香先生は、僕の背中にぽんと手を置いてくれた。

　その手が、わずかに震えているように感じるのは錯覚だろうか。

「今時、ヤンチャな生徒に鉄拳制裁するような人が、おばあちゃんになっても現場で生徒たちに教えたいって……そんなに教え方が上う手まくもないくせに偉そうに言ってた人が……みるみる弱っていって、教壇で教えてた頃の姿が思い出せなくなるくらい小さくなって、あっという間に……」

　手だけじゃなくて、真香先生の声まで震えているような気がする。

　僕は余計なことを言って、先生に思い出さなくていい記憶を振り返らせてしまっている。

「そうよ、わたしもどうしようもなかったわ。どんなに大事でも、大切でも、いつか離れる日は必ず来る。あきらめなくても、叶かなわない願いなんていくらでもあるのよ」

「……教育者がそんなこと言っていいんですか？」

「教育者だから言うのよ」

　真香先生は、淡々と語っている。

　だけど、その言葉の端々に苦い想おもいが感じられるのは──たぶん錯覚じゃない。

「教師なら、時には生徒をあきらめさせることもあるわ。たとえ恨まれることになるとしてもね。ああ、天あま無なしさんの芸能界デビューを止めようとした保ほ科しな先生のことをどうこう言えないわね。でも、そうね、たとえば天無さんが陣じん所しよさんと同じ大学に進みたいって言い出したら、止める以外にないでしょう？」

「……ないですね」

　人間、努力ではどうしようもないこともある。

　というか、そんな無謀は僕だって先生に止められても文句は言えない。

「残念だけれど、あきらめさせることも教師の仕事ではあるのよ。願ったことすべてが叶かなうわけではないから。勝算の低い未来に飛び込ませないことも、教師の役目ね」

　真ま香か先生も、僕の背中を優しく抱きしめてくれる。

　あたたかい……エアコンが効いた部屋だけど、この生身のあたたかさはほっとする。

「あきらめても……いいですか。あきらめて、先に進むみんなを笑顔で見送っても……いいんでしょうか」

「それは自分で決めなさい、と教師のわたしならそう言うわ。君のカノジョ先生としては……そうね、クリスマスの夜に傷ついた君を慰めたい──ただそれだけよ」

「真香先生……」

　気がついたときには、僕は真香先生のスーツの上着を脱がしていた。

　タイトスカートを床に落としたのは、たぶん先生のほうだったと思う。

「彩さい木ぎくん……」

「真香先生……先生っ……」

　カノジョ先生──カノジョでも先生でもない、曖昧な関係。

　僕は真香先生になんのプレゼントも用意できなかった。

　クリスマスは会えないから──じゃない、僕から先生に贈れるものなんて少しも思いつかなかったんだ。もらうばかりの僕は、なんて情けないんだろう。

　そう思いながらも、僕の手は止まってくれない。

　真香先生の襟元のタイを緩め、ブラウスのボタンを外す。

「んっ……」

　真香先生が恥ずかしそうに吐息を漏らす。

　黒いブラジャーに包まれた大きなふくらみが現れ、僕はごくりとつばを呑のみ込む。

「先生、ここに……」

「え、ええ……」

　真香先生に空いているデスクに座ってもらい、僕は椅子に座ったままで先生を求める。

「そんなに……んっ、慌てないで……」

「せ、先生……」

　僕は先生のブラジャーを上にズラして──ぷるん、と胸をあらわにさせてしまう。

　過去に何度か見てしまったふくらみだけど、今夜はひときわ綺き麗れいで──すっごくエッチだ……。

　胸の頂点にある桃色の突起に唇を寄せ、遂ついにそこを味わってしまう。

　ああ、何度もこうなりかけたけど、まさか今夜遂に踏み込むことになるなんて。

「んっ……んんっ……はぁっ……」

　真ま香か先生は必死に声を押し殺しているみたいだ。

　僕は夢中になって、真香先生の胸の先端を吸い、ちゅちゅうと音を立ててしまう。

　真香先生の長い足がくねくねと動き、僕に絡みついてくる。

　先生は戸惑いながらも僕に応え、向こうからも求めてくれる。

「彩さい木ぎくん……やんっ……そんなに……ダメっ……がっつかないで……」

「む、無理です……先生、もう……」

　一度タガが外れてしまったら、こんなの我慢なんて──

　もう誰もいないであろう、夜の校舎。

　たとえ電話が鳴ろうが、警備員が見回ってこようが、知ったことじゃない。

　目の前に、春からずっと僕を誘惑してきた肉体があって、求めればすべて僕のものにできてしまうんだ。

　こうなったからには、今さら止まれるはずがない──

「真香先生……」

「彩木くん……んっ、ちゅっ……」

　屈かがみ込こんできた真香先生と、ちゅっちゅっと唇を重ね、舌を絡め合う。

　飽きもせずに僕らは抱き合い、キスをして、また胸を愛あい撫ぶする。

　もう真香先生はブラウスがほとんどはだけ、ズレた黒ブラジャーと黒パンツとストッキングだけという格好だ。

　その布きれさえも邪魔で、なんてもどかしい……。

　真香先生の身体からだ……僕のカノジョ先生の身体を、もっともっとよく見せて──

「彩木くん……」

　ふと、気づいた。

　真香先生の目に涙が浮かんでいることに。

　恥ずかしいとか──怖いとかだろうか。

　と一瞬思ってから、とんでもない思い違いだと気づく。

　僕は、なぜ真香先生にこんなことをしてる？

　先生の身体が魅力的だから？　もちろん、それもある。ないわけがない。

　でも、それ以上に、僕を慰めてくれるこの優しすぎる先生のことが──




『わたしは、彩木くんがわたしを好きになるように教育する。その教育の結果が出た時が──わたしと君の、お別れの時！』




　いつか聞いた言葉が、一字一句違たがわずに脳内で再生される。

　そうだ──なんで忘れてしまっていたんだ。先生のことを好きになったら──

　いや、ずっとずっと頭の片隅に引っかかっていたのに、今だけは欲望に身を任せて完全に抜けてしまっていた。

「彩さい木ぎくん……？」

　突然、ぴたりと動きを止めた僕を、真ま香か先生が不思議そうに見てくる。

「すみません、真香先生……」

「どうしたの……？」

「僕はもう、ＳＩＤシドのみんなを失いました……」

　そうだ、くーが残っても元メンバーで身内の美み春はるとほとんど身内の詩し夜やちゃんがそばにいても──

　ＳＩＤという不思議で、それでも大切だった組織はもうどこにも存在しないんだ。

「僕は、これ以上なにかをなくしたくない。真香先生まで失いたくないんです……」

「…………」

　真香先生は、なにも答えずに。

　デスクから下りて、僕を抱きしめてくれた。

　さっきまでのように欲望に任せて抱き合っていたのとは違う、ただ優しさを感じさせてくれる、ふわりとした抱擁だった。

「いいのよ、彩木くん。ありがとう……」

「同情じゃないですよ。先生が教師を辞めることになったら可哀かわい想そうとか、そんなんじゃなくて。ただ……」

　僕は真香先生の柔らかな胸元に顔を埋うずめる。

　あたたかくて、なんだかいい匂いがする。

「残り少なくても、真香先生がまだそばにいてくれるなら──その時間を大事にしたいんです」

「わたしは君のカノジョで先生だもの……時間が許す限り、そばにいるわ」

　そうだ、あくまでこの人は先生。

　僕がこの学校の生徒じゃなくなる日は、必ずやってくる。

　そのときに、僕と真香先生は生徒と教師という関係ではなくなってしまう。

　カレン先輩、縫ぬい、くーの未来を変えることはもしかしたらできるかもしれないけど、真香先生との未来だけは絶対に変えられない。

　時間の許す限り、か……。

　だったら、今は、今だけは──

　二人きりで、二人だけで。

　僕がただ、真香先生の優しさに甘えているだけだとしても。

　こうして、先生にあたたかく包まれていたい──

　真ま香か先生、絶対に口には出せないけれど、もう認めます。

　あなたを求めてしまった今、認めるしかない。

　とっくにわかりきっていたことだけれど。




　僕は、真香先生が好きです──
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　三学期の時間は、本当に流れが速い。

　毎年のことだけれど、年が明けて冬休みが終わったら、あっという間に修了式が近づいてくる。

　二年の三学期は修学旅行というイベントがイレギュラーで入ってきたけど、そのくらいじゃ体感はあまり変わらない。

　人によっては学校生活最大のイベントでもある修学旅行は──

「彩さい木ぎ」

　廊下を歩いていると、ちょうどそばを通った天てん華かさんが、にっこり笑って手を振ってきた。

　うおおお……天華さんの笑顔、めちゃくちゃ可愛かわいいんだけどまだびっくりしちゃう。

　もう修学旅行から一ヶか月げつ以上にもなるけど、あの旅行はやっぱり幻じゃなかったみたいだ。

　修学旅行と僕と天華さんのエピソードについては──またいずれ。

　おっと、それより今はさっさと行かないと。

　廊下を歩き、下げ駄た箱ばこで靴に履き替えて中庭に出る。

　そこは、人でごった返していた。

　本日は、今年度の聖せい華か台だい学院高等部の卒業式──

　中庭に集まっているのは、胸元にコサージュをつけて卒業証書の筒を持った卒業生と、彼らを見送る在校生たちだ。

　花束をもらっている卒業生もたくさんいる。

　泣いている人たちもいなくはないけど、少数だ。

　当然だね、ほとんどの卒業生がここから徒歩ですぐの大学に進学するんだから。

　四月以降も、その辺を歩いてると普通に出会っちゃう可能性大。

　悲しめ、というほうが難しいよね。

　でも──

「うわっ、こりゃダメかな」

　目当ての人は──陣じん所しよカレン先輩は、十と重え二十重はたえに取り囲まれていた。

　人垣の隙間から、ちらちらと先輩の姿が見えるだけで、たどり着けそうにない。

　カレン先輩の周りに集まってる人たちの中には、泣いてる人もいる。

「仕方ないわね、絶大な人気を集めた生徒会長だったんだもの」

「うわっ、真ま香か先生!?」

　いつの間にか、真ま香か先生が僕の隣に立っていた。

　腕組みして、苦笑しながら人垣を見つめてる。

「でも、わたしの卒業式はもっと人を集めたわ。他校の生徒まで校門で出待ちしていたくらいよ」

「張り合わないでくださいよ……まあ、確かにしょうがないですね。みんな、カレン先輩がアメリカに行くことは知ってますし」

　別にカレン先輩が積極的に吹いて回ったわけじゃないだろうけど、今や先輩の海外進学は周知の事実。

　憧れの先輩の華々しい門出に集まりたくなってしまうのは、当然だろうね。

　卒業生も在校生も多く集まってるみたいだ。もう気軽に会えなくなるわけだしなあ。

　縁えん里りの派手な金髪も、人垣の間からちらちらと見える。

　さっきの卒業式では、縁里が送辞を読んで、カレン先輩が答辞を読んでた。

　しかし、ウチの生徒会長は二代続けて目立つ美人だね。

　もし、次の会長が美み春はるだったら三代続けてってことに。

「彩さい木ぎくんは、挨拶に行かなくていいの？」

「一応、もうお別れは言ってますからね」

　先日、修道院の施設でのお別れ会にお呼ばれして、ノコノコ顔を出したばかりだ。

　もちろん仕切りは瀬せ紀き屋やさんで、それはもう大変な騒ぎでした。

「今はみなさんに譲って、空いたら挨拶に行きますよ」

「そう。陣じん所しよさん、すぐに向こうに渡るみたいね。一応、アメリカの大学は九月入学なのだけど」

「現地で英語を勉強しながら入学の準備をするみたいですよ。奨学金が出るといっても、バイトもするらしいですし、大変ですね」

「まあ、陣所さんは英会話も読み書きもほぼできてるから、勉強といっても慣れるのがメインでしょうね。わたしも彼女の英語を見てみたけど、大丈夫そうだったわ」

「真香先生がそう言うなら安心ですね。ちょっと心配でしたけど」

　なにしろ、カレン先輩は知り合いが一人もいない異国に行っちゃうわけだから。

　あの過保護なシスター·エヴァは付き添いを申し出たらしいけど、カレン先輩はきっぱり断ったそうだ。

「やっぱり心配なのは天あま無なしさんのほうよ。あの子、学年末試験が終わったあと全然登校してきてないけど、目の届くところにいないと不安でしょうがないわね……」

「それは同感です……」

　縫ぬいの学年末テストは問題ない結果だった。さすがに、貼り出し組は無理だったけどね。

　ただ、忙しい中、よくやったとは思う。

　僕も頑張って教えたしね！

「かいちょおぉぉぉぉっ！　ブレザーのボタン、あたしにちょうだい！　あと、リボンもちょうだい！」

「あ、天あま無なし縫ぬいっ!?　こら、リボンをむしり取ろうとするな！」

「「…………」」

　僕と真ま香か先生は、顔を見合わせてしまう。

　どこからか唐突に湧いて出た縫が、カレン先輩にまとわりついてボタンとリボンを奪おうとしてる。

　噂うわさをすればなんとやらというか……。

「じゃ、じゃあ、私はカレンお姉ねえちゃんのスカートを……」

「下着で帰れというのか！　最後の最後で凄すごい辱はずかしめだな！」

　と思ったら、くーまで一緒だった。

　どうやら、縫に連れられてカレン先輩のもとまで強行突破したらしい。

　まあ、二人とも同じＳＩＤシドのメンバーだったんだし、お見送りくらい来て当然か。

「あの幼女も来てるのね……結局、あの子だけ残ったのが厄介だわ」

「厄介て」

　そう、くーは「もう二度と家出しないから」と条件をつけて引っ越しを拒否した。
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　お父とうさんは転職してでも娘と一緒に暮らすことを考えたらしいが、結局単身赴任したみたい。

　なんか、僕がくーパパに悪いことした気もするな……。

　でも、くーが残ってくれたのは本当に嬉うれしい。

　今後も、あの小学生を全力で可愛かわいがっていこう。

「彩さい木ぎくん、ろくでもないこと考えてないかしら？」

「い、いいえ。僕も縫ぬいを見習って強行突破するべきか、悩んでるだけです」

「ふーん。まあ、慌てることはないわ。君が会いに行くまで、陣じん所しよさんは帰らないでしょうから」

　じっとりとした目を向けてくるカノジョ先生。

　クリスマスの夜の、あの出来事は今のところ尾を引いていない。

　修学旅行では真ま香か先生ともいろいろあったけど、あの夜の続きはやってないよ？

「それにしても……卒業、卒業か。たった一年後に、僕もここで送られる側に回るんですね」

「ええ、前にも言ったとおり、その一年は早いわよ。君が今思ってる以上にね。だから、時間を大事に使いなさい」

「また珍しく、先生みたいなこと言いますね」

「あのね、こんな人前でキャラ崩壊したツッコミしかねないボケはやめなさい」

　ちぇ、乗ってこなかったか。

　真香先生もだいぶ高たか嶺ねの花はなキャラが崩れてきてるけど、まだまだ校内一の美人先生という位置づけは不動だ。

「でも、彩木くんは天あま無なしさんほど学業の心配はないし、陣所さんみたいに普通からかけ離れた進路が提示されることもないでしょう」

「それ、褒めてるんですか、ディスってるんですか？」

「だから、カノジョ先生から試練を一つあげるわ」

「試練……？」

　周りが騒がしいから、僕らの会話は誰にも聞き取れないだろう。

　真香先生も澄ました顔をして、〝ハメを外しすぎてる生徒はいないか〟みたいな見張りをしているようにしか見えない。




「わたしからの最後の教育──〝卒業試験〟を受けてもらうわ」




「卒業試験……？」

　最後の教育って……もちろん、あっちの〝教育〟のことだよね？

　まさか、クリスマスの夜の続きってわけでもないだろうし。

　真ま香か先生、いったいなにを……？

「あっ、真香先生！　こんなところにいたー！　一緒に写真撮ってください！」

「私たちも、私たちも！」

「むしろ、真香先生のボタンがほしい！　髪の毛も！」

「ちょ、ちょっと、あなたたち。落ち着きなさい、写真くらい撮るから──」

　と、真香先生に気づいた卒業生たちが一斉に押し寄せてくる。

　そのまま、卒業生たちは有無を言わせず真香先生を取り囲んで撮影会を始めてしまう。

　まあ……最後なんだから校内一の美人先生と記念撮影くらいしたいよね。

　とはいえ、もうちょっと待ってほしかったな。

　最後の教育、卒業試験──

　もうすぐ始まる、僕の高等部最後の一年も穏やかに済みそうにない。

　だけど、素直じゃなかった彩さい木ぎくんも、今やこんなことを思ってしまう。

　終わってほしくはない、なんて──





あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　最近はぽちぽちキーボードを叩たたくだけの日々ですが、次世代ゲーム機の発売も控えていてワクワクです。まあ、それくらいしか楽しみがないとも言いますけど、お仕事の執筆が楽しいのでいいんですよ、本当に。




　軽いプライベートトークはともかく、『僕のカノジョ先生』も８巻まで来ました。このご時世に、ここまでの長期シリーズになってくれたのは本当にありがたいです。

　８巻はラブコメでは外せないクリスマスイベントになりました。ＳＩＤシド編でもあります。

　やるやる詐欺になっていたＳＩＤの逆襲をやっと書けてほっとしました。ゆるゆると進んできたシリーズですが、今巻では大きくお話も動いたようです。時間はきちんと進んでいるシリーズなので、いつかこんな日も来るわけですけど。

　さてさて、彩木くんの状況が激変して、次巻はどうなってしまうのか。期待していただけると嬉うれしいです。




　あ、作中で思わせぶりに書かれている〝修学旅行〟についてはなんらかの形で発表予定です。カクヨム掲載になるかな……と思ってますが、まだちょっと決まっていません。もちろん、〝天てん華かさん編〟でもありますよ。お気に入りのキャラなので、僕も楽しみです。




　孟倫モンリン先生・星ホ河シ蟹ガニ先生の連載もコミックスも好調です。凄すごいですね！

　今は原作２巻の内容に入っていて、〝天あま無なし縫ぬい編〟です。ここをご覧の読者さんはご存じかと思いますが、肌色的なサービスもさらに全開ですよ。是非、読んでいただければ！

　この８巻も、コミックス３巻と同時発売になっています。コミックスとあわせてよろしくお願いします！




　おりょう先生、毎度のことですがデザインが必要な新衣装ばかりで本当にごめんなさい！　ですが、毎回デザインも素晴らしく、大変嬉うれしいです！

　担当さんたち、今回はだいぶ原稿が遅れて申し訳ありません！

　なんか謝辞じゃなくて謝罪になってますけど。

　この本の制作・販売にかかわってくださった皆様、ありがとうございます。

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を！


２０２０年秋　鏡かがみ遊ゆう
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『赤い車はいつも天国行き』





「うわああああああ！　真香先生ーっ！　周りの景色が一瞬で吹っ飛びます！」

「タイヤがアスファルトを斬りつけてますよ！　ワイルドすぎる！」

「アウトインアウトはサーキットの走り方ですっ！　ギリギリは攻めないで！」

　…………などと、喉がかれるほど叫ぶこと一時間。

「は、はぁ、はぁ……や、やっと止まった……」

　真香先生はスピードを緩めつつ、路肩にフィアットを寄せて止まってくれた。

「どんな車もいつかは止まるわよ。人類はまだ永久機関を手に入れていないわ」

「そんなもの、永遠に未完成でいいです……」

　真香先生の車に永遠に暴走されたら、僕は永遠に死に続ける。なに言ってるんだろ？

　珍しく友達と道草した帰り道、車で帰宅する真香先生と遭遇したのが運の尽き。

　無駄に遠回りをしての帰路は、砂漠の横断レース並みに過酷でした。

「ねえ、彩木くんって車に弱いの？　今は乗り物酔いの薬もいいものがあるみたいよ？」

「いいえ、そういう問題ではありません」

「なに、その中学英語の訳文みたいな答えは」

　そりゃおかしな答えにもなるよ。真香先生のフィアットの助手席で酔わないヤツがいたら、ＮＡＳＡが宇宙飛行士にスカウトするべきだ。

　ていうか、その質問するの、数ヶ月遅いです。

「先生、今日の運転はひときわ激しかったような……なにか嫌なことでも？」

「昨日、たまたまＴＶでＦ１を観たのよ。つい、血が騒いでしまったみたいね」

「それはそれは……」

　真香先生のお母様がカーレーサーだっけ……確かに血は争えないみたい。

　……うっ、やっぱりそんなことより気分が……。

「あら、仕方ないわね。彩木くん、こっちを見なさい」

「首を動かすのも億劫なんですけど……って、なにを!?」

　真香先生がスーツの胸元だけでなく、その下のブラウスまではだけて、立派すぎる胸の谷間を見せつけてきてる。

「聞いたことがあるのよ。男の子の悩みは、たいていおっぱいで解決するって」

「いったい誰から聞いたんですか!?」

　でも、驚きすぎて酔いがどこかに吹っ飛んだよ！

　真香先生の谷間は何度も見てきたけど、車内っていう密室で見せつけられたら……！

　心なしか、おっぱいがいつもより立派なような……さすが、大人の女性は自分を魅力的に見せる技に長けてるみたい……。

　これならまだ、悪夢のフィアットさんが暴走してくれたほうがマシかも。

　ん？　まさか、おっぱいを放り出したままドライブ再開しない……よね？
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